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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行にあたりましては、皆様方のご

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、発掘調査については、その内容を出来るだけ早く公表する必要があり、それに対応する

ために三種の刊行物を出しております。すなわち、発掘調査の速報と職員の論考等を『京都府埋

蔵文化財情報』によって、発掘調査成果の概要報告を『京都府遺跡調査概報』によって公表して

おります。そして、特に著しい成果のあったものについては、『京都府遺跡調査報告書』を刊行

しております。

本書は、 『京都府遺跡調査概報』として、平成12年度に実施した発掘調査のうち、京都府道路

公社・国土交通省近畿地方整備局・日本道路公団関西支社 ・京都府土木建築部・京都府 ・京田辺

市の依頼を受けて行った鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡・南稲葉遺跡第2次・善願寺遺跡、第2

次・池上遺跡第7次・半木町遺跡・ 三山木遺跡第3次・木津川河床遺跡第12次に関する発掘調査

概要を収めたものであります。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心

と理解を深める上で、何がしかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、宮津市教育委員会・綾部市教育委員会・園

部町教育委員会・八木町教育委員会・京都市文化市民局・（財）京都市埋蔵文化財研究所・京田辺

市教育委員会・八幡市教育委員会などの各関係諸機関、ならびに調査に参加、協力いただきまし

た多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成13年3月

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ一

理事長樋口隆康
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凡例

1. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

1.鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡 2.南稲葉遺跡第2次

3.善願寺遺跡第2次

5.半木町遺跡

4.池上遺跡第7次

6.三山木遺跡第3次

7.木津川河床遺跡第12次

2. 遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡平成12年度発掘調査概要

シリガイ古墳群・ 宮津市須津 平12.6. 1～9 .19 京都府道路公社 岩松保
東禅寺古墳群・エ

ノク経塚

2. 南稲葉遺跡第2次 綾部市安国寺町南 平12.5. 8～8 .11 国土交通省近畿地方 黒坪一樹
稲葉 整備局

3. 善願寺遺跡第2次 船井郡園部町木崎 平12.5. 8～6. 29 日本道路公団関西支 石崎善久
町善願寺谷 社

4. 池上遺跡第7次 船井郡八木町池上 平12.6 . 21～11. 8 尽都府土木建築部 村田和弘

5. 半木町遺跡 京都市左京区下鴨 平12.7 .18～9 .28 京都府 田代弘

半木町

6. ニ山木遺跡第3次 尽田辺市三山木 平12.5 . 15～9. 28 泉田辺市 岡崎研一

7. 木津川河床遺跡第 八幡市八幡 平12.9. 7～平13.1 . 12 京都府土木建築部 黒坪一樹
12次

3. 本書で使用している座標は、国土座標第6座標系による。

4. 本書の編集は、調査第l課資料係が当った。

πu 
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(2）エノク経塚群経塚SX02閉塞石検出状況（南西から）

(3）エノク経塚群経塚SX03外容器検出状況（南西から）

図版第9 (1）エノク経塚群経塚SX04閉塞石組検出状況（北東から）

(2）エノク経塚群経塚SX04閉塞石検出状況（北東から）

(3）エノク経塚群経塚SX04外容器検出状況（北東から）

図版第10 (1）エノク経塚群経塚SX05閉塞石組検出状況（西南西から）

(2）エノク経塚群経塚SX05外容器検出状況（南西から）

(3）エノク経塚群経塚SX05外容器裏込石状況（南西から）

図版第11 エノク経塚群出土遺物(1)

図版第12 エノク経塚群出土遺物（2)

2.南稲葉遺跡第2次

図版第13 (1）南稲葉遺跡全景（南から ：北東は安国寺町集落）

(2）南稲葉遺跡調査区全景（南西から）

図版第14 (1）南稲葉遺跡調査区谷部全景（東から）

(2）南稲葉遺跡調査区縁辺部（東から）

(3）南稲葉遺跡谷部柱穴群（南から）

図版第15 (1）南稲葉遺跡竪穴式住居跡1・2（東から）

(2）南稲葉遺跡竪穴式住居跡3（北西から）

(3）南稲葉遺跡竪穴式住居跡3竃部（北西から）

図版第16 (1）南稲葉遺跡土坑l全景（南東から）

(2）南稲葉遺跡土坑l土器出土状況（西から）

(3）南稲葉遺跡土坑l竃形土器出土状況（北東から）

図版第17 (1）南稲葉遺跡土坑l土器出土状況（東から）
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(2）南稲葉遺跡土坑l竃形土器底部（南から）

(3）南稲葉遺跡土坑l須恵器査（南東から）

図版第18 (1）南稲葉遺跡土坑l土器出土状況（南から）

(2）南稲葉遺跡土坑 l底部竃形土器（南から）

(3）南稲葉遺跡土坑l土器除去状況（南から）

図版第四 (1）南稲葉遺跡土坑l西側テラス部完掘状況（東から）

(2）南稲葉遺跡土坑l完掘状況（西から）

(3）南稲葉遺跡土坑l小士坑内須恵器出土状況（南東から）

図版第20 (1）南稲葉遺跡谷部土層断面（南から）

(2）南稲葉遺跡谷部土層断面アップ（西から）

(3）南稲葉遺跡谷部土馬出土状況（南から）

図版第21 (1）南稲葉遺跡調査区完掘状況（南西から）

(2）南稲葉遺跡北西丘陵部掘削状況（南から）

(3）南稲葉遺跡北西丘陵部近世土坑（南から）

図版第22 (1）南稲葉遺跡掘削風景（東から）

(2）南稲葉遺跡北側丘陵部掘削状況（西から）

(3）南稲葉遺跡北西側丘陵部掘削状況（北から）

図版第23 南稲葉遺跡出土土器

図版第24 南稲葉遺跡出土土製品

3.善願寺遺跡第2次

図版第25 (1）善願寺遺跡全景（北東上空から園部盆地を望む）

(2）善願寺遺跡全景（北上空から）

図版第26 (1）善願寺遺跡全景（上空から、上が西）

(2) p 14～16トレンチ全景（上空から、上が西）

(3) p 11・12トレンチ全景（上空から、上が西）

図版第27 (1）調査前全景（北から） (2）調査前全景（南から）

図版第28 (1) p 16トレンチ遺構検出状況（南から）

(2) p 15トレンチ遺構検出状況（南から）

図版第29 (1) p 14トレンチ遺構検出状況（南から）

(2）竪穴式住居跡SHl401検出状況（南から）

図版第30 (1) p 12トレンチ遺構検出状況（南から）

(2) p 12トレンチ断ち割り状況（北から）

図版第31 (1) p 11トレンチ遺構検出状況（南から）

(2) p 17トレンチ掘削状況（西から）
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図版第32 (1) p 10トレンチ掘削状況（北から）

(2）作業風景（南から）

4.池上遺跡第7次

図版第33 (1）調査地遠景（南上空から） (2）調査地遠景（北上空から）

図版第34 (1）第 1・2トレンチ全景（上が北） (2）第lトレンチ南側（上が北）

図版第35 (1）調査前風景（北西から） (2）重機掘削作業風景（北から）

(3）第 lトレンチ重機掘削後精査前風景（北から）

図版第36 (1）試掘 トレンチA遺構検出状況（南から）

(2）試掘トレンチB遺構検出状況（北から）

(3）試掘トレンチC遺構検出状況（西から）

図版第37 (1）試掘 トレンチA遺構掘削作業（南から）

(2）第2トレンチ遺構精査作業（南から）

図版第38 (1）試掘 トレンチA検出遺構（南東から）

(3）第2トレンチ全景（北から）

(2）第 lトレンチ溝SDl3検出状況（南から）

(3）第lトレンチ南端部遺構掘削風景（南東から）

図版第39 (1）第lトレンチ南側遺構検出状況（北から）

(3）大型土坑SX24作業風景（北西から）

(2）土器（No.87）出土状況（東から）

(2）大型土坑SX24検出時全景（北から）

図版第40 (1）土器（No.97）出土状況（南から）

(3）土器（No.57・62）出土状況（北から）

図版第41 (1）大型土坑SX24全景（北から）

(3）溝SD31断面（東から）

図版第42 (1）掘立柱建物跡SBOl検出状況（南から）

(2）掘立柱建物跡SBOl掘削作業風景（南西から）

(3）柱穴10断面（北から）

図版第43 出土遺物(1)

図版第44 出土遺物（2)

5.半木町遺跡

図版第45 (1）調査地全景（南から）

(3) B地区調査風景（北から）

図版第46 (1) A地区全景（南から）

(3) A地区調査後の風景（北西から）

図版第47 (l)A地区遺構検出状況（西から）

(3) A地区検出遺構（北東から）
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(2）大型土坑SX24断面（東から）

(2) A地区調査風景（南から）

(2) A地区調査後の全景（西から）

(2) A地区検出遺構（西から）



図版第48 (1) B地区作業風景（東から） (2)GPSによる基準点測量（A地区、北東から）

(3）土層断面図作成のための基準点設置風景（B地区、南から）

図版第49 (1) B地区全景（南から） (2) B地区調査後全景（南西から）

(3) B地区調査後全景（南東から）

図版第50 (1) B地区SK04検出状況（東から）

(3) B地区土層の堆積状況（西から）

(2) A地区土層の堆積状況（西から）

6.三山木遺跡第3次

図版第51 (1）三山木遺跡全景（北上空から） (2）調査地全景（上空から）

図版第52 (1）第 lトレンチ完掘状況（南東から） (2）第2トレンチ遺構検出状況（南から）

(1）第2トレンチ上層遺構（南から） (2）第2トレンチ上層遺構（南から）

(1）第2トレンチ下層遺構（北西から） (2）第2トレンチSD03～06近景（東から）

(1）第2トレンチSD03と畦断ち割り状況（東から）

(2）第2トレンチ南西隅断ち割り状況（北から）

(1）第2トレンチ畦断ち割り状況（北から）

(2）第2トレンチ断ち割り状況（北西から）

(1）第3トレンチ遺構検出状況（南から） (2）第3トレンチ完掘状況（南から）

(1）第3トレンチSB07近景（南から）

(2）第3トレンチ柱穴内遺物出土状況（西から）

(3）第4トレンチ柱穴内遺物出土状況（東から）

図版第59 (1）第4トレンチSBl3近景（北から）

図版第53

図版第54

図版第55

図版第56

図版第57

図版第58

(2）第4トレンチSBll・12近景（南から）

図版第60 出土遺物

7.木津川河床遺跡第12次

図版第61 (1）調査地全景（東から） (2）東区全景（東から）

図版第62 (1）東区遺構検出状況（鎌倉～安土桃山時代、北から）

(2）溝（S D05）検出状況（南から）

図版第63 (1）東区柱穴・土坑検出状況（北から）

(2）柱穴（p 1）完掘状況（西から）

(3）土坑（S KOl・02）掘削状況（東から）

図版第64 (1）土坑（S KOl）掘削状況（北から）

(2）土坑（S KOl）完掘状況（北から）

図版第65 (1）東区北側断面（第81図下に対応、北西から）

(2）東区流路（S D20）断面検出状況（第81図下に対応、北東から）
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(3）東区流路（S D20）断面検出状況（北壁中、南東から）

(4）液状化の断面形（第88図2に対応、東から）

(5）液状化跡の断面形（第88図3に対応、西から）

(6）東区液状化跡観察部分（北東から）

図版第66 (1）液状化現象記録作業（東区北東隅、南から）

(2）出土遺物
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鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡平成12年度発掘調査概要

1 .鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡
平成 12年度発掘調査概要

1 .はじめに

京都府道路公社は鳥取豊岡宮津自動車道の建設を計画しており、その事前調査として、当調査

研究センターは平成12年度に宮津市内において、シリガイ古墳群と東禅寺古墳群の試掘調査、シ

リガイ 9号墳地点で確認されたエノク経塚群の発掘調査と桑原口遺跡の試掘調査を実施した。

シリガイ古墳群 ・東禅寺古墳群は、宮津市須津地内に所在する（第 l図）。京都府教育委員会と

宮津市教育委員会が道路予定地内の分布調査を平成10年度に実施したところ、須津地区で古墳状

隆起が分布していることが判明した。新たに確認された古墳状隆起は、その分布している地区の

字名より、シリガイ古墳群（9基）と東禅寺古墳群（3基）と命名された。今回、これらの古墳状隆

起の埋葬主体部の有無を確認することを目的として、試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、東禅寺古墳群では、 1. 3号墳からそれぞれl基の埋葬主体部が見つかり、

古墳であることが判明した。出土した土器から、古墳時代前期のものと思われる。シリガイ古墳

群では、全ての地点で埋葬主体部を確認できなかったが、数基の古墳状隆起からは須恵器片が出

総捌鵬饗陸選数議臨機織岩

1.シリガイ l号墳

5.シリガイ 8号墳
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土しており、古墳であったものが、後世の開墾等により削平されてしまった可能性も考えられる。

さらに、シリガイ 9号墳地点では石を埋め込んだ塚とその間で土師製筒形容器片を確認し、経塚

もしくは古墓であることが判明した。協議の結果、試掘調査に引き続いて、この塚の発掘調査を

実施することとなった。調査の結果、この塚の下層から、 12～13世紀代の経塚が4基見つかった。

この経塚群の位置する場所を地元では「エノク（家の奥）」と呼んでおり、宮津市教育委員会との

調整により新たに見つかった経塚群をエノク経塚群と命名した。

桑原口遺跡は、宮津市喜多小字桑原口に所在し、従前の調査により、弥生時代後期から古墳時

代前期を中心にした集落跡が調査されている（石井他1997・田代1998・増田他1999）。 現地調査は、

6本のトレンチを設定し、全域で弥生時代後期を中心とする柱穴 ・土坑・溝とともに、土器片や

石器が出土した。平面「コ」の字に掘削された溝も確認しており、方形周溝墓の一部、もしくは、

竪穴式住居跡の周囲にめぐる溝である可能性が認められた。

シリガイ古墳群 ・東禅寺古墳群の調査は、調査第2課調査第3係長辻本和美と同主任調査員岩

松保が担当した。両古墳群の試掘調査は、平成12年6月l日に着手し、 8月12日まで実施した。

エノク経塚群の調査は、 8月21日～9月19日まで実施した。調査面積は、両古墳群の12か所の試

掘調査全てで、約870ばである。エノク経塚の調査は、シリガイ 9号墳としての試掘調査面積を

含めて、約60ばである。桑原口遺跡の調査は、調査第2課課長補佐兼調査第1係長水谷書克と同

主任調査員引原茂治が担当した。現地調査は平成12年11月15日～12月22日までを要した。調査面

積は約300m2で、ある。

桑原口遺跡は、来年度に隣接地を調査する予定であるため、今回の調査成果は、次年度の調査

成果と併せて報告する予定である。そのため、今回の鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡の概要報告

は、宮津市須津地区で、行ったシリガイ古墳群 ・東禅寺古墳群の試掘調査とエノク経塚の調査成果

をまとめたもので、現地調査を担当した岩松が執筆した。現地調査には京都府道路公社建設事務

所および京都府教育委員会、宮津市教育委員会のご協力を得た。また、 宮津市須津地区の自治会

には作業員の募集や宿舎の手配等でご尽力いただいた。地元有志の方々には作業員として調査に

参加していただいた。ここに記して感謝する次第で、若述。

今回の調査は、京都府道路公社の委託を受けて実施したもので、調査に関わる費用は京都府道

路公社が全額負担した。

2.試掘調査の概要

(1)シリガイ古墳群（第2・4図）

シリガイ古墳群は、東西約500mの範囲に分布し、 1～3号墳、 5～7号墳はそれぞれが同ー

の正陵尾根筋上に立地しているのに対して、 4. 8・9号墳は、それぞれが別個の丘陵上に分布

している。

シリガイ 1号墳（図版第l一(1)) シリガイ l号墳は、 2・3号墳と同じ山尾根上にあり、北

側の先端部に位置している。2号墳との聞の鞍部から l号墳を望むと、比高差約5mの高まりを

-2-
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第2図 シリガイl～7号墳位置図
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なした古墳状を呈している。墳頂部には、径約12mの平坦部があり、北西方向には、なだらかな

緩傾斜面が伸びている。

調査トレンチは、幅2m・ 長さ25mで、平坦部の中央を横切るように南北に設定した。表土下

20～30crnで、明褐色土系の地山を確認し、この地山直上面で精査を行ったが、竹や木の根状を呈

した土質の違いを確認しただけで、遺構・遺物は全く確認できなかった。さらに、明褐色土系の

地山と判断される土層を深さ約40crn程度断ち割ったが、墳丘を形成する盛土であるという兆候は

見られず、当初の考え通り、地山と判断した。

シリガイ 2・3号墳（図版第l一（2）・（3)) 2号墳は、 l号墳と鞍部を挟んで、約5mの高ま

りを有しており、墳頂部には8m×lOm程度の平坦面が形成されている。2号墳と 3号墳の聞は、

幅が5m程度と狭くなって、長さlOm程度にわたって平坦面をなしている。3号墳は、2号墳と

の問の平坦面から長さ約15mにわたってほぼ直線的に墳頂部に至る緩傾斜面をなして、比高差約

3mの高まりをなしている。墳頂部には径約8mの平坦面が形成されており、この南側は、幅15

m、深さ 2m程度の溝状の鞍部が形成されている。

2・3号墳を縦断するように、幅2m・ 長さ60mのトレンチを設定して調査を行った。 トレン

チ内の全面にわたり現地表下20crn程度で、地山と判断される明褐色～黄褐色土層を確認した。そ

れを確かめるため、サブトレンチを設定し、地点によっては0.4～lmと深さを違えて断ち割り

を行ったが、古墳の盛土であるという積極的な根拠は得られなかった。これらの土層を地山と判

断し、地山直上で平面的に精査を行ったところ、 2号墳の墳頂平坦面の南寄りで、焼土塊と炭化

物が混じる土坑を確認した。一部トレンチ外に伸びるため、 全体の規模は不明であるが、 1.5 

m×0.8m以上の不定形をなしており、深さ約30crnで、ある。内部には焼土塊・炭化物が混じって

いた。時期を決めうるものは何も出土しなかった。2号墳の北斜面では、径50crn程度・深さ40～

60crn程度の土坑状の色調の違いを確認したが、その埋土が一様であることや、土坑の先端が細く

なること、無遺物であることなどから、根株痕等と推測した。3号墳やその斜面、2・3号墳と

の間の平坦面では、遺構と判断される土色・土質の違いや遺物はまったく確認できなかった。

シリガイ 4号墳（図版第2-(1)) シリガイ 4号墳は、 5～7号墳の北にある独立丘陵の頂上

に位置し、現況では、径15m程度の平坦部があり、古墳状を呈していた。

当初、墳頂部と判断される平坦部、尾根筋に直交したトレンチを 2m×17mにわたって設定し

た。土層は、腐植土下に、淡褐色土が10～25crn堆積しており、その下が淡赤褐色土～黄褐色土の

地山となる。地山直上では、木の根株痕等の色調の違いが認められたが、それ以外の顕著な土

質 ・土色の違いは認められなかった。ところが、遺構に伴わないが、平坦面の淡褐色土中より、

染め付け片2点、陶器揺り鉢片2点が出土した。さらに、ト レンチの西南部、平坦面が終わって

斜面に下りかける位置で、須恵器小片 1点が出土した。須恵器片の出土を見たことから、4号墳

が古墳である可能性が高まったので、平坦面の南側をほぼ全域65m2にわたって拡張を行い、主体

部の検出に努めた。ところが、拡張した調査区からは全く遺物の出土がなく、人工的な土色の違

いも認められなかったため、古墳であると積極的に肯定できる根拠は得られなかった。
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シリガイ 5号墳（図版第2-(2)) シリガイ 5～7号墳は同ーの正陵上に位置し、丘陵の奥か

ら先端部に向けて7・6・5号墳が分布している。 5号墳は幅15m・長さ12m程度の北側にやや

狭まった台形状を呈した平坦面をなしており、南側の6号墳との聞には約 lmの段差が形成され

ている。この平坦面中央に南北方向の3m×lOmトレンチを設定した。表土下20～40cmで黄褐色

～赤褐色土の地山となり、地山上では遺構と判断されるものは認められなかった。遺物も全く出

土しなかった。

シリガイ 6号境（図版第

2 (3)) シリガイ 5号

墳の南に位置し、 20m×

25mの平坦面が形成され

ている。この中央に、 3

m×15mの南北方向のト

レンチを設定して調査を

行った。表土下10～20cm

で黄褐色土～赤褐色土の

地山となる。地山上では、

木の根株痕と判断される

窪み状の坑内に、赤く焼

けた焼土塊がl点認めら

れた。これ以外に遺構状

のものはなく、しかも遺

物の出土が全く認められ

なかったので、古墳とは

判断しがたい。

シリガイ 7号墳（第3

図、図版第3-(1）・（2))

東西30m・南北60mの緩

傾斜面をなしており、東

西方向に比高差数lOcmの

二つの崖面が作られてい

るため、内部は 3段の平

坦面が形成されている。

6号墳との聞にも、 lm 

以上の崖面がある。表土 0 

中には、近現代の陶磁器

＼‘ 

土坑1

f一一

「

Haロヨ
a
 z一一一一ーーー

M.N 

小j普群

_r 

L=55.0m 
一一一ーも

10m 

第3図 シリガイ 7号墳検出遺構配置図
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写真1 シリガイ 7号墳小溝群

写真2 シリガイ 7号墳士坑1

小片が散見された。樹木伐採後の現

況を見ると、古墳と言うよりも、集

落跡や城館跡が包蔵されているもの

と判断された。

これら、 3段の平坦面を縦断する

ように、南北方向に3m幅のトレン

チを50mにわたって設定した。表土

下には、淡褐色土層が15～25cmの厚

さで堆積し、その下で、赤褐色を呈

した地山を確認した。地山面では、

土坑2基、溝、小溝3条を検出し

た。

小溝群（写真1) 調査地の南側の

崖面を下った位置で検出した。3条

の小溝が1.Sm間隔で並行している。

現地表面で見られる段差の方向とは

若干異なり、東で南にやや振れてい

る。溝の規模は、幅30cm・深さ約

lOcmで、長さ1.Smにわたって検出

した。溝底は小穴が連なって掘られ

ているような状況である。これらの小溝内からは遺物の出土が全くないので、その埋没時期や性

格は直接的には分からないが、聞き取りによると、 7号墳としている平坦面には、第二次大戦直

後には茶畑が営まれていたということなので、その時点のものとも考えられる。

土坑1（写真2) 調査地の北西部で検出した。一部調査地外に伸びるため、全容は不明である

が、長さ115cm・幅60cm以上、検出した深さは約20cmで、ある。この土坑の直上の淡褐色土層中よ

り、須恵器杯身片が出土した（第13図1）。この淡褐色土が土坑中の埋土であるのか、地山を一様

に覆ういわゆる包含層であるのかは、木の根による撹乱が丁度この位置にあるため、確認できな

かった。

溝 現地表面の段差にほぼ並行しており、トレンチ幅分の3mにわたって検出した。幅1.2 

m・ 深さ15cmを測る。この埋土の土色は淡黄褐色土で、地山の赤褐色土とは明らかに異なってい

るが、土のキメや粘度 ・固さはほとんど同じで、やや柔らかく感じる程度である。そのため、水

の染み込みゃ木の根の影響などのために地山が変色したものとも考えられる。遺物の出土はない。

現地表では伐採樹木が散乱しているために確認できなかったが、現況図によると、この溝付近に

“山道”が通っているので、それに関連するものとも考えられる。

土坑2 埋土が淡褐色土で、 60cm×195cmの長楕円形を呈しており、検出した深さは最大で8

-6-



鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡平成12年度発掘調査概要

cmで、ある。土坑中に、拳大の石が1点入っていた。先述の溝にほぼ直交する方位を有している。

南西部の傾斜変換点付近には、 2.3m×1.9m・高さl.4mの巨石が横たわっていた（図版第3-

2 ）。 横穴式石室の天井石の可能性を想定し、この石の周辺を6.2m×9.Smにわたって調査を行

った。その結果、巨石の周辺では、人頭大から大人の身体大の石が、斜面の傾斜に直交する方向

で、数条の列状をなして分布していた。地表で見られた巨石や一部の石は地山の上に載っていた

が、大半の石は地山である赤褐色土中に埋まっていた。このことから、これらの石は人工的に配

置されたものではなく、自然の堆積物と判断された。遺物は全く出土しなかった。

シリガイ 8号墳（図版第3 (3)) 幅15m・長さ25mの丘陵上の平坦面に、正陵の尾根筋方向

に沿って、最大60cm程度の土手状の盛り上がりが幅4m・ 長さ20数mにわたって認められた。そ

の土手状の盛り上がりの中央に、幅2m・長さ20mのトレンチを設定した。土層は、表土下、 20

～40cmの厚さで淡褐色土が堆積しており、その下に赤褐色土の地山がある。表土内から現代陶器

の茶碗片 l点が出土したが、それ以外に遺物の出土は見なかった。地山直上では、根株痕と想定

される窪みや穴を検出したが、人工的な掘り込みは認められなかった。

シリガイ 9号墳 シリガイ 9号墳は丘陵尾根端に径約3mにわたって30～50cm程度の盛り上が

りが認められ、表土の聞からは人頭大の石が見られた。この尾根筋の中央に、幅l.5m ・長さ16

＼ ＼ 

。
第4図 シリガイ 8・9号墳・エノク経塚位置図

-7-
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mのトレンチを設定した。丘陵の先端部では、人頭大の石を数個組み合わせた高さ約35cmの塚状

の高まりを確認した。そのため周囲を拡張し、その全容の確認に努めたところ、 3.5m×5mの

長楕円形を呈した塚を確認した。北東辺に当たる丘陵先端部側には人頭大の石が盛土内に埋め込

まれていた。石組の聞からは、土師製筒形容器の小破片がまとまって出土した。後述のように、

本調査の結果、経塚であることが判明した。この南側のトレンチ全域では、表土下30cm程度で赤

褐色の地山を確認したが遺構・遺物は全く確認できなかった。

(2）東禅寺古墳群（第5図）

東禅寺古墳群は3基の古墳がE陵斜面に一列に分布している。丘陵の高所から低所に向けて、

l～3号墳が分布している。

東禅寺 1号墳（図版第4 (1）・（3)) 墳頂部は、 8×15mのやや細長い平坦面をなしており、

南側の約1/3は開発対象地外である。その一部を除いて、平坦面のほぼ全域にトレンチを設定し、

調査を行った。表土下には黄褐色土が堆積しており、約50cm掘り下げると地山になる。この地山

X=-50,250 

50m 

第5図東禅寺古墳群位置図

-8-



面で精査を行ったところ、試掘トレ

ンチのほぼ中央で、 2.4m×3.2mの

主体部l基を確認した。検出面より

約5cm程度を掘り下げたが、遺物は

出土しなかった。さらに、主体部の

西南部約2.5mの地点から、古墳時

代前期頃の高杯2点がまとまって出

土した（図版第4一（3））が、それに

伴う土坑等は確認できなかった。

鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡平成12年度発掘調査概要
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東禅寺2号墳（写真3) 1号墳と 写真3 東禅寺2号墳全景

3号墳の聞に位置する古墳状の隆起で、 3号墳より約2mの高まりを有した、 9m×llmの平坦

面が広がっている。この平坦面のほぼ全域に調査トレンチを設定した。地表下30～50cmで、地山と

判断される土層となり、この直上で遺構の検出に努めたが、遺構・遺物ともに全く確認できなか

った。そのため、この地山と判断される層をSOcm程度断ち割って、盛土である可能性を検討した

が、盛土であるという積極的な根拠は認められず、地山と判断せざるを得なかった。墓墳等の遺

構も確認できなかった。このように試掘調査の結果、 2号墳が古墳であるという兆候を全く確認

できなかったが、 1号墳と 3号墳とに挟まれたその位置と形状から、元々は古墳であったのが、

封土・墓墳が流出してしまったという可能性は否定できない。

東禅寺3号墳（図版第4 (2)) 墳頂部は約 8m×llmの平坦面をなしており、ほぼ全域に試

掘トレンチを設定した。平坦部のほぼ中央に2.lm ×3.3mの主体部 l基を確認した。遺物は全く

出土していない。

(3）まとめ

シリガイ古墳群は、試掘調査によって、 1～ 9号墳のそれぞれから埋葬主体は見つからず、古

墳であるという確証は得られなかった。とは言っても、シリガイ 4号墳からは須恵器小片が出土

しており、元々は古墳であったものが、後世の開墾等により削平されてしまった可能性も考えら

れる。シリガイ 7号墳は、樹木伐採後の現況を観察すると、古墳と言うよりも集落跡・城館跡と

判断された。ここでは実際に、小溝3、土坑2、溝1を検出したが、内部から全く遺物が出土し

なかったため、その時期は不明である。第二次大戦直後には茶畑であったという聞き取りから、

これらの遺構の大半はその時の耕作に伴うものと判断される。ただ、土坑l直上の包含層中より

須恵器杯身片が出土しており、この時期の集落跡が存在していた可能性も否定できない。

シリガイ 9号墳では、 3.5m×Smで、高さ35cm程度の塚を確認した。引き続いて発掘調査を実

施したところ、後述のように、塚の下位から経塚群が見つかり、エノク経塚群と命名された。

東禅寺古墳群は、試掘調査の結果、東禅寺1・3号墳としてマークされた地点は、墳頂平坦面

で主体部を確認し、古墳であることが判明した。埋葬主体はその上面を確認しただけであるので、

その詳細については不明であるが、周辺での事例を参考にすると、墓境内に木棺を納めたものと

9 
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第6図 エノク経塚群検出遺構配置図

判断される。さらに、 l号墳と 3号

墳に挟まれた2号墳は、現状では平

坦面をなし、位置的には古墳であっ

てもおかしくない状況である。

イ

3.工ノク経塚群の調査

( 1）調査の概要

エノク経塚群は丘陵先端部に造ら

れており、盛土をした塚とその下で

経塚4基を検出した。塚の下位で検

出した経塚群は、平面「Lj字形に

並んでいる（第 6図、図版第 6-

(3））。

塚Sx 01 （第10・11図、図版第
べ5一(1）～（3)) 幅約3.5m 長さ約
5m・高さ約35cmに盛り上げられた

塚で、北側の斜面のみ、人頭大の石

が段状に組まれていた。塚は2層に

盛り上げられており、塚の四周の裾

部には、塚盛土よりの流出と判断さ

れる淡褐色土が堆積していた。平面

図・土層図で分かるように、石が組

み入れられているのは塚の北面に限

／／  

られており、他は盛土を行っている

だけである。このことから、塚の下

部に等しく石を埋め込んで塚の下部

構造をなすことを意図したのではな

く、北辺部の「石壇状jの石組を組

むことを目的にしたものと判断され

る。石組は第3層の淡茶褐色土上に

組み上げられ、第2層の黄褐色土層中に及んでいる。南北土層の観察により、経塚SX04が埋ま

った後に塚SXOlが盛り上げられていることが分かった。 また、東西土層の観察では、経塚Sx 
05の閉塞石の一部が塚SXOlの盛土の最下部で確認できたので、経塚SX05の埋設後に塚SXOl 

を構築したことが判明した。経塚SX02・03は、塚SXOlの盛土を除去した段階で、閉塞石の石

組や土坑の掘形が確認できた。以上のことから、経塚SX02～05の構築後に塚SXOlが盛り上げ

ハU
1
1
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られたと言える。この石組の聞からは、土師製筒形容器および同蓋の破片が数か所でまとまって

出土した（図版第6-(1））。これらの破片は、石組を中心に、数mの範囲で、出土した。塚の盛土

中からは遺物がまったく 出土しなかった。こういった遺物の出土状況を鑑みると、石組の聞から

ーム
可

l
A
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出土した土師製筒形容器は、「元々は塚の盛土中に埋納されていた」のが「盛土の流出によって

表面に現れたjとは考えにくい状況である。そのため、土師製筒形容器はこの石組の上に置かれ

これ以外の遺物としこの石組も当初から塚の表面に露出していたと推定される。たと考えられ、

元豊通て、塚の西南部表面と西側裾部の塚流出土中から銭貨が2枚（照寧元豊； 1068年初鋳、

賓 ；1078年初鋳）出土している。

90cm×90cm ・深さ30cmの方形の主土坑の北壁に55cm×60cmの埋納土坑を
（注2)

設け、その内部に第14図9の須恵器棄が口縁を下にして納められていた（図版第7-(2））。 埋納

経塚SX02（第9図）

土坑は主土坑より約20cm深く掘削されている。主土坑内の堆積士は、後述の埋納土坑内の堆積土

とは違って堅く締まっており、埋経の後に直ちに埋め戻されたと判断される。埋納土坑の開口部

は、人頭大～拳大

の石7個を用いて

塞がれていた（図

版第7一(1））。須

石の下には約lOcm

の厚さで堅く締ま

版第7 (3））、平

置かれており （図

25cmの平石の上に

恵器斐は、 35cm×

-it 
X=-50172 
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った茶褐色土が堆

積していた。一旦

掘削した坑の底面

を埋め戻して、平

この平

石の直下から、第

15図12の和鏡l点

らに整地したと判

断される。
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で、経塚埋納後の天井の崩落や雨水の染み込みなどによる堆積土と判断される。そのため、本来

は、埋納土坑内に外容器を納めただけで、その周囲は埋め戻されずに空間であったと判断される。

須恵器の内部は空洞で、遺物は全く出土しなかった。ただ、蓋が据えられていた平石は、蓋の口

縁に相当する範囲がわずかに赤変していたので、教典をはじめとする有機質の物品が納められて

いたのが、長い年月の聞に朽ち果ててしまったものと判断される。

経塚SX03（第10図） 85cm×90cm ・深さ53cmの隅丸方形の主土坑を掘り、その東壁に埋納土坑
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が設けられている。埋納土坑は50cm×60cmで、 主土坑の底よ りlOcm程度深く掘削されている。埋

納土坑の開口部は、縦30cm・横60cmの一枚の平石で、まず閉塞し（図版第8一（2））、その外側に人

頭大からそれよりやや大きな石を10個程度を用いて塞いでいる（図版第8 (1））。この閉塞石が

集められている部位の主土坑の底は、幅約20cm・深さ約5cm程度の溝が掘られていた。埋納土坑

は、隣接して設けられた経塚SX05の主土坑とその一部が繋がっていた。埋納土坑内の堆積土は、

主土坑内の埋土と違って、埋納後の流入 ・崩落土と判断される軟らかいもので、 埋納直後は空間

をなしていたと判断される。主土坑内には、越前焼三耳査（第14図8）が納められていた（図版第
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8 (3））。三耳査は奥壁に接して正立して置かれており、主土坑側の手前には、査が倒れるのを

防ぐために拳大の石が2個添えられていた。査の奥壁側の西側には、第14図6の土師器皿1枚が

立てられていた。三耳査の口縁には、第14図7の土師器皿が蓋として用いられていたが、壷は空

洞で、内部には何も遺存していなかった。この三耳査の年代は鎌倉時代(13世紀代）のものと判断
（注3)

される。

経塚Sx 04 （第11図） 1 m×l. lmで、深さ50cmの主土坑の南西壁に50cm×50cmの埋納土坑が設

けられている。埋納土坑は主土坑より約lOcm深く、ほぼ直線的な傾斜で掘削されている。埋納土

坑の閉塞は、まず、 55cm×60cmの一枚の平石で埋納土坑の口を塞ぎ（図版第9一（2））、次いで人

頭大の平石を底に置いた上に60cm×35cmの扇平な石を立てかけて閉塞している（図版第9一(1））。

また、大形の石が主土坑の底部から“浮いた”状態、で検出されているので、経塚の埋置後、速や

かに主土坑は埋め戻されたと判断される。第3層の茶褐色土は軟らかく、第 l層が閉塞石間に流

入して堆積したものと

思われる。埋納土坑内

は聾埋納後の崩落土で

充満しており、本来は

空間であったと考えら

れる。埋納土坑内には

底面に平石が据えら

れ、その両側面には平

石が立てられており、

その間の平石上に聾

（第14図10）が倒立して

置かれていた（図版第

9 -(3））。 埋納土坑の
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物品が納められていたことが分かる。

経塚Sx 05（第12図） 経塚SX03・04の聞に位置し、斜め下方に約75cm×65cm・ 深さ（最

大）45cmの主土坑が穿たれ、その内部に須恵器棄が埋納されていた。経塚SX02～04と違って、

埋納士坑は設けられていない。主土坑の開口部は、拳大～人頭大の石を10数個用いて閉塞してい

る（図版第10-(1））。口縁部に位置する一部の石は、須恵器聾を据えるために置かれたものと判

断される（図版第10一（2））。聾の内部からは、遺物は全く出土しなかった。経塚SX04と経塚S

X03の狭い隙間に経塚を設けようとしたために、竪穴が省略されたものと思われる。この坑の一

部は、経塚SX03の埋納坑と繋がっている。

(2）出土遺物（第13～15図、図版第11・12)

試掘調査で出土した遺物は概して少なく、シリガイ 4. 7・8号墳および9号墳（エノク経塚

群）と東禅寺1号墳で遺物の出土を見た。シリガイ 4号墳では須恵器小片1と陶器揺り鉢片、染

め付け片が出土したが、遺構に伴うものではなく、須恵器以外の土器片についても、現代に近い

時期のものと判断される。7号墳では須恵器杯身片と近現代と判断される陶磁器小片が出土して

いる。東禅寺l号墳では土師器高杯が2点出土している。

第13図は試掘調査で出土した遺物で、近現代と判断されるもの以外で、図化しうるもの全てで

ある。lは、須恵器杯身で、シリガイ 7号墳の土坑lの直上で出土したものである。破片は6

cm×lOcm程度の小片で、あり、図上で復原すると、口径は14.4cm・器高4.7cmとなる。 2・3は、

東禅寺l号墳の墳頂で出土した土師器高杯である。2は脚柱部のみであるのに対して、3は口縁

端部から底部までほぼ完存している。ともに、器壁はていねいにヘラミガキを施して調整してい

る。色調は赤褐色で、焼成は比較的良い。3は口径16.Scm・器高14.4cm・底径12.2cm。

第14・15図は、エノク経塚の調査で出土した遺物である。4・5は塚SXOl北東部の石組の間

で出土した土師製筒形容器と同蓋である。検出時には細かな破片となって出土したが、ほぼ完形

に接合できた。4は蓋で、口径13.8cm・器高3.8cm（残存）、 5は横方向に指ナデして仕上げてお

り、口径12.4cm・器高20.7cmである。6～8は、経塚SX03より出土したものである。6は、三

耳査外容器（8）の西側に立てかけられて出土した土師器皿である。伊野近富の分類に拠るところ

のDタイプで、口縁部を強くナデて、外反気味に収めるものである。口径11.9cm ・器高2.9cmで、

焼成は非常によく、堅綴である。器高がやや深く、 13世紀中葉頃に位置するものと判断される。

7は、三耳査外容器（8）の口縁にはめこまれて出土した土師器皿で、蓋に転用されていた。口径

ヒーL:7.
。 10an 

第13図出土遺物実測図(1)
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3 

7.6～8.0cmとやや査ん

でおり、器高l.95cmで、

ある。8は越前焼三耳

査で、口径ll.6cm・腹

径24.3cm ・底径10.9cm

で、器高28.6cmで、ある。

肩部には2条のヘラ描



4ゴ二三

正コーノ6
~ノ7

5 

鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡平成12年度発掘調査概要

10 

。 20aTI 

第14図 出土遺物実測図（2)

ウ
4
1
E
ム



京都府遺跡調査概報第98冊

て
一一~、』
I 一一てここF

13 経卒
。 5cm 

き沈線がめぐり、耳の上にはヘラで「×」が描かれて

いる。常滑焼の器形で見ると、 13世紀後半頃に相当す

るものである。9は経塚SX02の外容器と して用いら

れていた須恵器棄で、焼成は比較的軟らかく、口縁端

部は下方に折り返されて垂下している。器壁外面は叩

きが全面に施されており、内面は横方向のハケメが見

て取れる。口径22.2cm・器高27.8cmで、ある。10は須恵

器棄で、経塚SX04の外容器として用いられていた。

口頚部は焼き歪んでいる。外面叩き、内面は荒いハケ

メが残っている。口径19.5cm・器高32.4cmで、ある。口

縁端部は上方につまみ上げられている。9. 10ともに

近畿地方北部の在地で焼かれたものと判断される。11

は、経塚SX05の外容器として用いられた須恵器聾で、

東播系のものである。口縁部はやや聞きかげんに直立

して立ち上がり、端部は上方につまみ上げられて終わ

る。口縁端部内面の窪みはわずかに認められる程度で

あるが、顕著で、はない。口径21.2cm・器高39.15cmで、

ある。丹治康明の編年によると、 12世紀中葉頃と判断

第15図 出土遺物実測図（3) される。

第15図12は、和鏡の草鳥鏡で、経塚SX02の外容器を伏せ置いた平石の下に置かれていた。径

8.6cmで、ある。13・14は塚lより出土した宋銭で、！開寧元豊（1068初鋳）、元豊通賓(1078初鋳）で

ある。

(3）まとめ

今回の調査では、 4基の経塚とその上に盛り上げられた塚を検出した。4基のうち3基の経塚

は、 60～llOcmの方形ないし円形の坑を掘り、さらに横方向に坑を穿って、教典等を納めたと考

えられる容器を埋置している。今回の経塚で見つかった容器の中からは、経筒や教典等は全く見

つからなかった。こういった経塚状遺構の容器の中に火葬骨が納められている例もあり、すべて

が経塚であることを疑問視する研究もある（杉原1987）。ところが、このエノク経塚の場合は、経

塚SX02や経塚SX04では須恵器聾を倒立して置いており、火葬骨を納めるのには不適当である。

そのため、少なくとも今回の例は、経塚と判断してよいであろう。福知山市大道寺経塚や高田山

経塚では、外容器の中に竹製の経簡が入っており（竹原1983、小池1994）、今回のエノク経塚につ

いても、有機質の経筒が納められていたものと推定される。経塚SX02・04では、外容器の口縁

に相当する平石部分が赤変していたのはそのためであろう。

次いで、、主土坑が埋め戻されていたかどうかについて見ておきたい。石崎は左坂経塚群の報告

で、大形土坑中の埋土に堅いもの（埋納土坑の閉塞石あり）と軟らかいもの（埋納土坑の閉塞石な

口バ
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し）があることに着目し、前者は人為的に埋め戻されたものとし、後者は木蓋等によ り覆われて

いたと考えている（石崎2000）。このように、経塚では、主土坑が埋め戻されたものとそうでない

ものとが想定されているが、エノク経塚にあっては、主土坑内埋土と埋納土坑内埋土との土質の

硬さの違いから、主土坑は埋め戻されたものと推定している。実際、経塚SX04では、主土坑の

底面よりかなり上位で人頭大の石が出土しているので、須恵器室の埋納後、直ちに主土坑は埋め

戻されたと判断される。

検出遺構の項で述べたように、塚SXOlの石組は元来表面に露出しており、その石組上に土師

製筒形容器と同蓋が置かれているが、これらは塚に“供え”られたものではないだろうか。元の

位置からは動いているが、塚の表面および裾部の堆積土中から照寧元豊、元豊通賓が出土した。

これらの銭貨も塚に“供え”られたものと判断できょう。

さて、エノク経塚群の場合、経塚2～5は、規則的に「LJ字に配置されていること、隣り合

う経塚の埋納土坑と近接して穿たれていること、これらの経塚の直上をきっちりと覆うように塚

S XOlが盛り上げられていることから、これら4基の経塚は同時もしくはその位置に関する記憶

が失せない程度の比較的短い時間幅の中で造られたものと推測される。例え、経塚の閉塞石の石

組が地表にわずかに見えて、それが標識と機能していたとしても、その集石のどの方向に経塚を

構築したかが、長期間の聞に忘れ去られてしまうならば、経塚自体の重複が見られるであろう。

ところが、そのような配置にはなっていない。そのため、比較的短期間の聞に経塚の構築が行わ

れたと考えられ、もしそうならば、これらの経塚の配置は“計画的”に行われたと考えられよ

つ。

さらに、エノク経塚では主土坑を伴うものと伴わないものとが認められる。経塚SX02～04が

主土坑＋埋納土坑であり、経塚SX05は斜めに掘られた土坑だけで、埋納土坑は認められない。

これについては、肥後や石崎は前者から後者への時間的な変遷を想定しており （肥後1992、石崎

2000）、この見解に従うならば、経塚SX05は最も新しいものと言えよう。

ところが、出土遺物の項で述べたよう に、経塚SX03の越前焼三耳査・土師器皿が13世紀中葉

から後半、経塚SX05の東播系の須恵器聾が12世紀中葉頃というように、その実年代に100年以

上の聞きがある。この年代観に従うならば、「短期間の間に計画的に埋納された」、「経塚SX05 

が後出するjという先の想定に反するものとなる。外容器として伝世品を用いたのか、もしくは

先の想定が誤りで100年以上にわたって埋納が追加されたのか、それぞれの外容器の年代観に誤

りがあるのか、現時点では不明である。今後の検討課題である。

（岩松保）
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肥後弘幸「豊谷遺跡Jr埋蔵文化財発掘調査概報(1992)J 京都府教育委員会 1992 
増田孝彦・岡崎研一1999「桑原口遺跡第4次 鳥取豊岡宮津自動車道関係遺跡平成10年度発掘調査概要」

『京都府遺跡調査概報j第88冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

注1 （敬称略）大槻伸、田中照久、江西寺尾関義昭、宮津市教育委員会中罵陽太郎 ・東 高志、須津地

区自治会長野原雄三

作業員 浜野良幸、糸井勲、加賀谷綱男、小谷英昭、尾関藤一郎、河嶋隆、伊達憲三、笠井幸

男、藤原誠一、笠井健一

整理員 松下道子、中島恵美子、山中道代

注2 以下の叙述は、 肥後(1992）にならい、それぞれの経塚でlm内外の規模で穿たれた竪坑を主土坑、

主土坑の側面に穿たれて経を納めるための容器を置いた横穴を埋納土坑と呼ぶ。

注3 田中照久氏のご教示による。ただし、実物を実見する機会を得ていただいていないので、その年代

観が変わる可能性がある。
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2.南稲葉遺跡第 2次発掘調査概要

1 .はじめに

今回の発掘調査は、京都縦貫自動車道の建設工事に伴い、国土交通省近畿地方整備局の依頼を

受けて実施したものである。南稲葉遺跡は京都府綾部市安国寺町南稲葉に所在し、綾部市教育委
｛注 I)

員会発行の遺跡地図によると、五輪塔が散在する中世の遺跡となっている。遺跡北西部の丘陵上

には五輪塔 ・石仏が大量に集積する地点があり、当初はそういった中世の古墓が検出されるので

はと考えられた。さらに同じ安国寺町の平山古墳の調査例や、この八田川中流域に多く分布して

いる古墳から、古墳の存在も予想された。現地では昨年度の試掘調査によって、およその遺構・

遺物の広がりが押えられた。その結果、当初予想していた古墳や古墓は検出されず、飛鳥時代

( 7世紀）～平安時代(11世紀）における集落跡の広がりを確認することができた。今回は遺構・遺

物を多く確認した地点について本格的な発掘調査を行った。調査期間は平成12年5月8日～8月

11日までである。また調査面積は約1,000ばである。調査は、当調査研究センタ 調査第2課課

長補佐兼調査第 l係長水谷書克、同主査調査員黒坪一樹が担当した。全調査期間を通じ、京都府

教育庁指導部文化財保護課・綾部市教育委員会 ・安国寺町自治会からはご指導 ・ご協力をいただ

いた。また現地の作業員各位は、昨年度に引き続き、社団法人綾部市シルバ一人材センターから

の派遣で、地元周辺から多くの方々が酷暑のなか熱心に従事していただ、♂た。 さらに調査補助

員・整理員の方々にも、 測量作業・遺構実測や遺物に関する諸整理でご協力をいただいた。以上

の方々に心より御礼申し上げたい。

なお、調査にかかる費用は原因者である国土交通省近畿地方整備局が負担した。

2.位置と環境

南稲葉遺跡のある安国寺町は、綾部市北東部を流れる八田川の中流域に位置している（第16図

1 ）。 谷合いを国道27号線やJR西日本舞鶴線が縦定し、北に向かつては丹後・若狭地方に通じ

る道のいわば要衝地に当たっている。八田川中流域のこの辺りは、北東から南西に縦走する狭い

谷平野で、いくつもの丘陵が平野部に向かつて延びている。八田川下流域（久田山正陵～吉見盆

地）や八田川上流域（高槻・上杉町周辺）に比較して、発掘調査例は少ない。これまでのところ旧

石器～弥生時代にかけての遺跡は確認されていない。次の古墳時代の調査では第16図2の安国寺

平山古墳 l号墳（古墳時代後期、 6世紀前半）が重要で、ii。この古墳は直径約20m・墳丘高2.2
～3.3mの規模で、木棺直葬の主体部内からは須恵器・土師器などの土器のほか、豊富な鉄製馬

具や刀 ・土玉などが出土している。また古墳の周辺において中世墓関連遺構の存在も明らかとな

っている。南稲葉遺跡の北側の谷をへだてた正陵上には宮ノ腰古墳群（第16図3）の8基の円墳が
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による掘削および精査に切り換えた。

その結果、およそ半分の試掘トレンチからなんらかの遺構・遺物が得られた。試掘トレンチの

うちで竪穴式住居跡や柱穴などの遺構が検出されたのはHトレンチとGトレンチ周辺であった。

今年度の調査地は、このGトレンチ周辺を中心にA・C・F・G・Rl・R2の6つのトレンチ

(A・ C ・ Fは部分）を併合したものである。丘陵平坦地とその下の谷部である。標高は丘陵平坦

部で、約lOOm、谷部の最下部で、94mを測る。

昨年度同様、表土および包含層を重機にて除去していった。正陵上は士層の堆積状況が極めて

浅く、地表下約lOcmで、堅くて鮮やかな色調の赤灰色シルト面（地山面）が露出した。この地山面を

揃えるように精査をかけていくと、 Aトレンチの西側で竪穴式住居跡3が、 Fトレンチ東側のE

陵端部の狭いテラス面上で多量の土師器と小量の須恵器が出土した。上の層位が浅かったため、

重機によって大量の土器が露出してしまった。土器の出土範囲を早急に絞り込みつつ、周囲に掘

形がないか慎重に精査を重ねた。その結果、ほぼ楕円形に掘られた土坑（土坑 1）であることが明

らかとなった。またこのE陵上にも小規模な浅谷があり、飛鳥時代～奈良時代初頭には形成され

ていた。奈良時代の土師器聾や馬形土製品などが出土した。この浅谷を埋めて、次の平安時代に

は掘立柱建物を建てていたようで、直径20cm前後の柱穴がまとまって検出された。さらに、丘陵

上と並行して、谷部における多数の柱穴の掘削を行い、これらの広がりを精査していった。柱穴

の残りが悪く、掘立柱建物跡の確定は困難であった。また、 2基の竪穴式住居跡（昨年度検出済）
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第17図 トレンチ・調査区配置図

の完掘も行った。多量の遺物が出土する谷部、特に試掘トレンチRlより下位について層位ごと

の掘削を進めた。遺物が多量に出土する層（第皿層）の上面まで重機で除去し、以下はすべて人力

で掘削していった。谷に直交するセクション断面を 2本設定し、第E～V層中の遺物をとりあげ

ていき、谷部の形状を復原することにも注意した。調査の最終段階で、正陵上の北西縁辺部に関
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連遺構の広がりを確認するため、 2か所に調査区を設定した。掘削の結果、近世以降と思われる

墓坑と柱穴を検出したが、飛鳥時代～平安時代に関する遺構・遺物は検出されなかった。竪穴式

住居跡や土坑の記録を終了し、谷部の下層が掘り上がった段階で、 8月6日に調査範囲の空中写

真撮影および測量を、8月9日に現地説明会を実施し、8月11日には全ての作業を終了した。

4. H 卜レンチ拡張区の調査

柱穴が検出されたHトレンチについては、周辺を拡張して遺構の広がりを確認した上で、平成

11年度中に調査を終了した。 Hトレンチを含めた試掘調査の結果については、昨年度に報告した。

しかしながら、竪穴式住居跡が検出されたGトレンチ周辺の報告が中心となってしまい、 Hトレ

ンチについてはほとんど記述できなかった。以下に若干の補足をしておきたい。

昨年度の概要報告では、暗褐色土の詰まった竪穴状の落ち込みと柱穴が検出されたと報告した

が、再検討の結果、谷部に堆積した暗褐色土層の底を竪穴状の遺構と一見認識したものであった。

この点については、トレンチ平面図と土層断面図を提示して訂正しておきたい。第18図でスク

リーントーンを貼った暗褐色土層の最下底が面的に広がったもので、竪穴状遺構ではない。また、

この暗褐色土層からその下層（暗黄褐色粘質土）にまで掘り込まれた柱穴を4基検出した。いずれ

の柱穴も直径は20cmほどで、埋土は灰褐色土である。

周辺からは須恵器と土師器の細片が数点と土製品がl点（第30図11）出土した。土製品以外はい

ずれも細片で図化できなかったが、奈良時代のものと考えられる。

5.層位

調査における掘削の深度は、丘陵上においては浅く約15cmの土層の堆積状況であるが、谷部に

おいては複数の堆積層が確認される（第四図）。 谷部を横断して設定した畦の断面でみると、田層

および、平安時代の柱穴群検出面（N層りDト…

試掘ト レンチ

柱穴

a 

。

第18図 H区平面図・土層断面図

A
生
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上面）は遺物包含層である。最上層（第

困層）は淡灰褐色砂質土で、瓦器椀の破

片が数点出土し、おそらく中世以降に

堆積したものと思われる。第W層は暗

灰褐色粘質土で、その上面は平安時代

(10世紀後半～11世紀前半）の遺構面で

ある。包含されている遺物は飛鳥時代

から奈良時代のものが圧倒的に多く 、

平安時代のものは少ない。丘陵上位に

あった遺構が壊されて、土砂と一緒に

転落してきたものと思われる。第W層

の下半（第W下層）は暗褐色粘質土（砂喋
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混じり ）で、色調がより暗くなる。出土

遺物はこの層からも多く、時期は飛鳥時

代～奈良時代のもので、平安時代の遺物

は出土していない。第V層は暗黒褐色粘

質土（細砂混じり）である。E～町下層に

比べて堆積が薄いため、出土遺物は相対

的に少ない。飛鳥時代（7世紀後半）を中

心とする時期に形成されたものと考え

る。このV層よ り下位は、堅くてよくし

まった粗い樟褐色細砂磯面（地山）とな

る。断ち割りによる作業でも出土遺物の

谷部の斜面地においても、崖面を人工的

調査地のほぼ全域に広がる柱穴群であ

にカ ットしてその分の土砂で斜面を埋め

る。立地条件のいい丘陵上のみならず、
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(1)平安時代～近世の遺構
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認するには至らなかった。

なお、谷部を南北にまわり込むE陵縁辺部から、直径約20crnの柱穴や一辺約l.2m ・深さ約l

mの土坑などを検出した。土坑の底面は平坦で、幅20crnほどの溝が土坑のー画を壊し、底面まで

達して掘られている。土器などの出土遺物はないが、近世以降の墓墳であると考える。
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第20図 上層遺構配置図（平安時代～近世）
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(2）飛鳥～奈良時代の遺構

竪穴式住居跡3基、多数の柱穴と土坑、竃形土製品や土師器などを壊して投棄した痕跡を示す

土坑（土坑 1）がある（第21図）。

竪穴式住居跡1 一辺約Smを測る（第22図）。残存する深さは約15cmと浅いものである。柱穴
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第21図 下層遺構配置図（飛鳥～奈良時代）
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も検出された。竪穴式住居跡2や溝lさらに落ち込み（S XOl）で大きく壊されている。 7世紀後

半から8世紀初頭にかけての須恵器杯身・杯蓋が埋め土や機能面上から出土しており、8世紀初

頭に建てられたものと考えられる。

竪穴式住居跡2 谷部の落ち込みで大きく壊されているため、約4mを測る一辺が知れるのみ

である（第22図）。掘形の深さは約15cmにも満たず、かなり上面は削平されたものと思われる。竃

などの施設や柱穴は確認できなかった。竪穴式住居跡lの西辺を大きく壊していることから、竪

穴式住居跡lよりも新しい。さらに、竪穴式住居跡lの壁にほぼ沿って掘られた溝が検出された。

この溝は竪穴式住居跡lの壁を壊し、竪穴式住居跡2を囲むように掘られており、竪穴式住居跡
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2を取り巻く排水溝と思われる。住居床面からの出土遺物はいずれも細片で、時期の明確なもの

はなく住居の時期も不明で、ある。竪穴式住居跡1に近い8世紀のものと推察される。

竪穴式住居跡3 丘陵上で見つかった一辺約5mの方形のものである（第23図）。掘りくほめら

れた深さは約lOcmで、かなり上部が削平されて非常に浅いものである。土坑が2つあったが、主

柱穴は検出されなかった。壁に沿う幅約lOcmの周壁溝を部分的に確認した。また、南辺の外に竃

が造りつけられており、焼けた粘土や炭がよく残っていた。燃焼部内から小型で片口の土師器鉢

（第26図8）がl点出土した。建てられた時期は明確ではないが、飛鳥時代末から奈良時代初頭に

かけてのもの（7世紀末～8世紀初頭）である。

土坑1 北西方向に回り込んだ丘陵上の縁辺部にある（第21図）。溝状にカットされたテラス面

に楕円形に近い不定形な穴（3.2m×l. 2m）を掘り、そこに多量の土器が投棄されていた（第24・

25図）。土器はほとんどを占める土師器と、若干の須恵器である。土師器は大部分、移動式の竃

型土製品とそれに伴う甑や蓋などの炊飯具である。完全な形のものは皆無で、すべて細かく破砕

していた。部分的に焼けた土や炭も層で確認された。また長軸の中心ラインの南側でさらに深く

掘られた隅丸方形の土坑を検出し、上半部から炭や土師器などの土器がまとまって出土した。下

半部からは須恵器査の断片（第26図19）が1点出土した。何のために掘られた土坑かは判然、としな

い。土坑Iの時期は竪穴式住居跡1と同様、奈良時代初頭（8世紀初頭）のものと言える。

土坑2 隅丸の不定形な土坑である（第22図）。 長軸75cm・短軸95cm・深さ40cmを測る。埋土は

暗褐色粘質土で、飛鳥時代～奈良時代初頭の須恵器と土師器がまとまって出土した。同様の土坑

はほかにも数基ある。この土坑の上面には谷部のくぼみを埋め立てたと思われる暗黒褐色粘質土

が厚く堆積している。この暗褐色粘質土の広がりをSXOlとした。形成時期は出土遺物から、奈

良時代である。

柱穴 柱穴は上層の平安時代に比較して一回り大きく 、直径は25cm前後を測る。埋土は暗褐色

粘質土である。谷部の斜面ということで残存状況はよくない。竪穴式住居跡や掘立柱建物跡など

の抽出はかなわなかった。

7.出土 遺 物（第26～30図）

出土遺物は、遺構に伴うものの他、斜面地である谷部に埋没していた土器をあわせると非常に

多い。出土遺物のほとんどは、土師器と須恵器である。なかでも土師器の量は圧倒的で全体のお

よそ95%以上を占めると思われる。以下に、遺構（竪穴式住居跡 ・土坑・ Sx 0 1）および層（第
E～V層）ごとに代表的なものについて記していく。

竪穴式住居跡1出土遺物（第26図l～7) l～4はつまみをもっ須恵器蓋である。時期差があ

り、 lは7世紀後半（TK217）、2～4は8世紀に入るものである。5・6は高台付きの須恵器

杯（杯B）である。6の高台はややふんばった形態である。 7は土師器聾の口縁部である。外面に

キ宜いハケ目カfある。

竪穴式住居跡3出土遺物（第26図8) l点のみである。竃部の燃焼部から出土したもので、口

ハ同d
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縁部残存25%の土師器片口鉢である。復原口径lOcmを測り、体部外面にハケ目、内面に整形の際

の指頭圧痕をとどめる。

土坑2出土遺物（第26図9～11) 9は宝珠つまみや端部内面に返りをもっ須恵器蓋で、 TK 

217の時期である。10は土師器杯である 。11は土師器の鍋である。

土坑1出土遺物（第26図12～21) 12～14は須恵器の蓋である。竪穴式住居跡lのものと同様な

時期差があり、 7世紀後半から8世紀にかけてのものといえる。15・16は高台をもたない須恵器

杯（杯A）、17は須恵器杯Bである。時期差は明瞭で、 15・16はTK217型式で7世紀後半、17は

8世紀前半と思われる。18は肩部より上を欠損するが、須恵器の長頚査である。19は細長い体部

の長頚査である。20は頚部はないが丸底の長頚査である。本遺構中から出土した須恵器は、その

他には細片があるのみで、以上のものがすべての形態である。21は土師器棄である。土師器につ

いては整理箱にして数箱以上ある。土師器斐の他に重要なものとして移動式の竃形土器がある。

竃形土器は、一般的な造り付け竃と同様に日常の炊飯具か、また煤の付着が明瞭でないものがあ

ることや出土例が住居跡に比べて著しく少ないことなどから祭記具とする説もある。
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第23図 竪穴式住居跡3平・断面図
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s x 01出土遺物（第26図22～30)

22～25は須恵器蓋である。22・23

は宝珠つまみと端部内側の返りを

有するもので24・25と比較して古

い。TK217型式のものであろう。

26・27は須恵器杯である。28は須

恵器椀であろう。体部内外面に一

定間隔にヘラ状工具の圧痕のよう

な痕跡が観察される。29は須恵器

聾の口縁部の断片である。30は須

恵器壷の高台付底部からの体部下

半の断片である。

x~ 73, 629 

。 2m 

第24図土坑1，溝（テラス部）全体図
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第26図 出土土器実測図

竪穴式住居跡 1: 1～ 7、竪穴式住居跡3: 8、土坑 2: 9～ 11、土坑 1: 12～21、SXOl : 22～30 

111層五土遺物（第27図） 数量は整理箱約4箱分である。圧倒的に土師器が多い。本層の形成さ

れた時期は鎌倉時代で、2～3点の瓦器椀細片（いずれも図化し得ない）が出土している。しかし

ながら、 量的には8世紀前半のものが圧倒的である。主なものを記す。1～4は須恵器蓋(1）、

杯A(2）、杯B(3・4）である。 5. 6は須恵器壷である。7・8は土師器の聾と思われる。8は
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先細りの把手部がついている。9は扇平な直方体に面取りされた土師器で、竃形土器の部材（底

部片か）の可能性がある。

柱穴（P-20）内の遺物（第28図1) 上層遺構の柱穴は多いが、中からの出土遺物はきわめて少な

く、しかも時期のわかる遺物が出土したものとなると柱穴（P-20）のみである。中から底部糸切り

の土師器杯の底部断片、須恵器杯A、そしてこの黒色土器の椀が出土した。黒色土器の口縁端部

の内側には、ごく浅い沈線がめぐる。底部を欠損しているが、高台付のものとみられる。内外面

とも黒色に炭素凝着されている。時期は特定しがたいが、 10世紀後半～11世紀前半のものであ

る。

IV層の遺物（第28図2～22、第29図1) 数量は非常に多く、整理箱約25箱分である。土師器の

割合が圧倒的である。2は糸切り底をもっ須恵器杯である。10世紀後半のものである。3～6は

須恵器蓋である。7世紀後半から 8世紀前半にかけてのものである。7～13は須恵器杯である。

年代の幅は蓋と同様である。14は須恵器鉢の体部である。焼成があまいために風化がすすんでい

る。15は厚い円板の底部をもっすり鉢である。底部外面にはヘラ状工具で突いた無数の穴がある。

16～18は土師器杯である。17は内面に暗文をとどめる。18は一部の縁辺部に煤が付着している。

また口縁近くに相対する 4つの小孔がある。天秤のように吊り下げて用いられたものか、あるい

は蓋かもしれない。20は手控ねのミニチュア土器である。18は土師器の高杯である。21は土師器

聾である。22は土師器甑であろう。第29図lは土師器鍋である。

IV下層の遺物（第28図23～31、第29図2) 数量は整理箱約15箱分である。やはり土師器がほと

んどで、須恵器は少ない。23・24は須恵器蓋である。25～27は須恵器杯Aである。28は須恵器壷

の断片である。29は土師器棄である。30は丸底の土師器短頚壷である。体部径8.6cmと小型であ

る。31は土師器高杯の断片である。第29図2は土師器鍋である。

V層の遺物（第29図3～6)

谷部最下層で、整理箱約3箱

分ある。土師器が多く、須恵器

は細片で図化し得ないものであ

る。3は土師器鍋である。4・

5は土師器杯、 6は土師器高杯

である。体部外面にケズリの単

位が観察される。また、図示し

ていないが緑紬陶器の口縁部細

片（1 cm大）と鉄淳がl点ずつあ

る。以上、 8世紀前半のものが

中心と考える。

土製品（第30図） 特徴的な遺

物であるためここに集めた。l

~1 L二E:W
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第27図 出土土器実測図（皿層）
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柱穴（P-20): 1、N層 ：2～22、W下層： 23～31

～ 9は土馬の断片である。いずれも裸馬で、馬具の明確な表現はない。また3・5～ 7には体部

に細い穴が貫通している。土馬は、当時の疫病をもたらす疫神を排除する道具と考えられている。

本遺跡における土坑の周辺でも何らかの祭杷が行われた可能性がある。こうした竃形土製品と土

馬が一緒に出土している例は、周辺では綾部市新庄町の長遺跡（奈良時代）で知られて♂る。10は

円錐形の不明土製品。11はH地区出土の陽物形土製品である。12・13は紡錘車である。

34-
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第29図 出土土器実測図（N層： l、W下層 ：2、V層： 3～6)
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ー第30図土製品実測図

丘陵上： lS XOl: 2 ・10 W層 ：6・8・9・12・13 W下層：7v層： 3・4 竪穴式住居跡1: 5 H区： lI 

3.まとめ

調査の結果、南稲葉遺跡、は飛鳥時代から平安時代にかけての集落遺跡であることが明確になっ

た。検出遺構は、竪穴式住居跡3基、多数の柱穴と土坑などである。飛鳥時代から平安時代にか

けて正陵上の平坦地ばかりでなく、谷部のゆるやかな斜面部にも竪穴式住居や掘立柱建物を建て
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て生活していた。出土遺物はほとんどが土師器と須恵器で、とくに土師器の割合は圧倒的である。

この土師器と須恵器の出土割合に関して、綾部市西坂町の高倉遺跡は時代も奈良時代で南稲葉遣
（注5)

跡と同じであるが、そこでは須恵器の割合が土師器に比べて高く、全体の94%を占める。高倉遺

跡ではまた墨書土器も出土している。墨書土器の出土はなく 、炊飯具や貯蔵具が圧倒的に多く出

土する南稲葉遺跡とは対照的である。高倉遺跡が一般庶民の生活臭の少ない特殊な性格を帯びた

集落とすると、この南稲葉遺跡は日々の炊事や、行事や季節ごとに行う祭把も含め、ごく日常的

な生活が営まれた普通の集落といえる。

（黒坪一樹）

注l f綾部市遺跡地図j 綾部市教育委員会 1998 

注2 調査参加者は、以下の通りである（順不同・敬称略）。

作業員 田中健之助・原田二郎・原田俊之・上原克己・森本一男・井上致夫・ 高田朋子・柏原幸

雄 ・今井弘司 ・吉崎次雄 ・沢井史朗 ・藤田利枝・塩尻悦・鈴木信太郎 ・杉井豊 ・石角 修・大

槻米治・白波瀬明 ・能勢芳夫・大槻寄治・福田明秩

調査補助員 工藤信・伊藤裕康

整理員 川端文子・川端裕子・田中美恵子・村井裕香 ・森 京子 ・山田美和子・ 渡辺あやみ・渡辺

文子 ・渡辺洋子・渡辺法子・山本弥生・及川あや子

注3 中村孝之「安国寺平山古墳発掘調査概報J（『綾部市文化財調査報告J第14集 綾部市教育委員会）
1987 

注4 井口一三 「長遺跡発掘調査報告J（『綾部市文化財調査報告j第21集 綾部市教育委員会） 1995 

注5 近海豊明・井口一三・森正 「高倉遺跡発掘調査概報J（『綾部市文化財調査報告j第20集綾部市
教育委員会） 1994 

なお、京都府埋蔵文化財情報第77号の略報（22頁）では全体図の座標値を誤って表示した。今回は航

空測量図をもとに全面的に作成し直した。
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3 .善願寺遺跡第 2次発掘調査概要

1 .はじめに

今回の調査は京都縦貫道木崎高架工事に先立ち、橋脚建設工事により遺跡の損壊する部分を対

象として、日本道路公団関西支社の依頼を受けて実施した。善願寺遺跡は昭和51年に京都縦貫道

建設工事に先立って発掘調査がなされ、古墳時代後期の横穴式石室墳2基の他、平安時代後期か
（注！ ）

ら中世にかけての遺物散布地であることが確認された。また、中世寺院である善願寺の所在地で

ある可能性が指摘されている。

現地調査は、当調査研究センター調査第2課課長補佐兼調査第l係長水谷寄克、同調査員石崎

善久が担当した。現地調査に際しては、作業員 ・補助員として現地の方々、学生に従事していた
（注2)

だいた。また、関係諸機関からご教示を得ることもできた。本概要報告の執筆は、位置と環境の

項目を村上計太（京都教育大学生）が執筆し、その他を石崎が執筆 ・編集した。現地写真は石崎が

その都度行った。なお、本概要報告で用いた方位は座標北・標高はT.P.である。調査に係る経

費は全額日本道路公団関西支社が負担した。

調査は平成12年5月8日より着手し、 6月21日にはラジコンヘリコプターによる空中写真撮影

を実施した。6月29日には関係者説明会を行い、同日全ての機材を撤収し現地作業を終了した。

調査の方法は盛土層および旧耕作土層 ・耕作土床土を重機により除去した後、順次、人力によ

る掘削を行うこととした。また、重機による表土・盛土層を除去する過程で遺構面まで2m以上

を測ることが明らかとなったため、調査範囲は狭くなるものの作業上の安全を考慮して複数のス

テップをつけて掘削する方法を採ることとした。調査対象地の南半部分については町道付け替え

に先行して隣接部分の試掘調査を実施し、その結果、遺構・遺物とも確認することができなかっ

たため遺跡の範囲外と判断し、土層断面図を作成するにとどめ、面的な調査は実施しなかった。

北側部分ではP13・17トレンチを除き遺構 ・遺物を検出することができた。時期は弥生時代中

期から中世に至る各時期のものが認められたが、既設の橋脚により調査トレンチの西側部分が大

きく削平・撹乱を受け、調査範囲が狭小なため全容を知りうることのできた遺構は少なかった。

なお、本稿では遺構番号についてトレンチ番号を冒頭に付す形で呼称することとした（例えば

溝SD 1401）。 現地では各トレンチごとに遺構に通し番号をつけて遺物を取り上げた。そのため、

遺物にはトレンチ・遺構番号のみを記している。

2.位置と環境

善願寺遺跡は、京都府船井郡園部町字木崎に位置する。園部町は桂川上流域の大堰川水系の最

北端に位置し、丹波高原を源流とする園部川 ・半田川などの小河川により形成された小盆地、通
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材、園部盆地をその町域とする。善願寺遺跡は園部川の一支流である陣田川東岸に展開する丘陵裾

部分に立地しており、現状で、の遺跡周辺部分は標高約13lmを測る。

現在、遺跡内には京都縦貫道木崎高架橋が建設され、大部分が縦貫道盛土によって覆われてい

る。遺跡の東側には北から南へ流れる陣田川が存在し、この川に沿う形でJR嵯峨野線が敷設さ

れている。現在の陣田川は河川改修工事のため川幅lOm前後の河川となっているが、改修以前は

川幅lm程度の小河川であったと地元の方からうかがった。以上のような点から、遺跡は本来、

陣田川東岸に展開する丘陵裾部の微高地を利用して土地利用がなされていたものと推定する。

園部盆地で確認されているもっとも古い考古資料は縄文時代にまで遡る。曽我谷選跡で、は尖頭

器などの石器が出土している。また、園部垣内苦績の墳丘盛土内から縄文土器片・石鍛が出土し

ているが、いずれも遺構に伴うものではない。

弥生時代には集落遺跡や墳墓遺跡が確認される。中期の遺跡として詳細は不明ながらも横回

選跡（中期後半）をあげることができる。また、善願寺遺跡も今回の調査で弥生時代中期の集落遺

跡であることが明らかとなった。後期に属する集落遺跡として、半田i筆跡・今林選跡・曽我谷遺

跡をあげることができる。なかでも今林遺跡は丘陵斜面部分を利用した高地性集落であり、竪穴

式住居跡 ・溝・ ピット群などが検出されている。住居の平面プランは円形 ・方形のものの他、多

角形住居が存在する点が注目される。曽我谷遺跡では流路内から多数の土器が出土しており、圧

内併行期の集落と見られる。また、遺物の散布範囲から見て、当該期の大形集落と推定される。

また、後期を中心に墳墓資料も蓄積されつつある。狭間墳基幹（旧称瓜生野古墳群）では13基の方

形台状墓が調査されている。いずれも一辺lOm前後を測り、盛土で構築されている。埋葬施設は

木棺直葬が主体である。副葬品には錨の他、ガラス小玉などが出土している。同一正陵上にある

今林8害基は庄内併行期に造墓された方形台状墓で、ある。箱形木棺を納めた第l主体部からは銅

鏡l面・ 玉類 ・タピなどが出土し庄内併行期の豊富な副葬品をもっ墳丘墓の調査事例として注目

される。今林l亨最も後期の台状墓で、あり、土器棺が検出されている。

園部黒田l鞘は全長52mを測る前方後円形の墳正をもっ墳正墓である。墳丘はパチ形に開く前

方部と長楕円形を呈する後円部に特徴を見いだすことができる。埋葬施設は後円部で2基が確認

され中心埋葬施設は大形の二段墓壌を呈し、墓境底に構築された喋床状の施設の上に舟形木棺が

安置されたものと見られる。副葬品には破砕された位至三公鏡l面・ 玉類 ・鉄鉱などが検出され

た。定型化する以前の前方後円形墳丘墓の例として注目される。

古墳時代前期の遺跡として、著名なものに中畷苦最・園部垣内古墳がある。中畷古墳は全長64

mを測る前方後方墳であり、筒形銅器が出土したと伝えられる。園部垣内古墳は全長82mを測る

埴輪・葺石を完備した前方後円墳であり、埋葬施設として後円部中央に割竹形木棺を安置した粘

土榔を構築している。出土遺物には多量のヤリ・剣・万・鉄鉱などの武器類、方形板革綴短甲・

靭といった武具類、農工具、車輪石・石甜｜｜・石製鉱・玉類・ 三角縁神獣鏡をはじめとする 5面の

銅鏡などがあり、南丹波を代表する前期古墳といえる。園部黒田古墳にはじまる前方後円墳や前

方後方墳といった首長墓の系譜は同時期の南丹波をみても突出した内容をもち、その優位性が注
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第31図調査地周辺遺跡分布図（1/25,000)

1.善願寺遺跡 2.曽我谷遺跡 3.園部垣内古墳 4.横田遺跡 5.半田遺跡

6.今林古墳群 7.挟間墳墓群 8.今林遺跡 9.黒田古墳 10.中畷古墳

11.岸ヶ前2号墳 12.徳雲寺北古墳群 13.天神山古墳群 14.温井古墳群 15.町田東古墳群

16.黒田北古墳群 17.大向窯跡群 18.査の谷窯跡群 19.宮ノ口遺跡 20.黒田城跡

21.大村城跡 22.小山（五合山）城跡 23.園部城跡

目される。そのひとつの背景として、古山陰道が盆地南端を通過することから交通の要衝をおさ

えたものとみる見解がある。

古墳時代中期には大形前方後円墳は築造されず、直径もしくは一辺20～30mクラスの円・方墳

が築造される。代表的なものとして今林6亨議・岸ケ前2専横などを例示することができる。今

林6号墳は20mクラスの埴輪をともなう中規模方墳であり短甲・鉄剣 ・鉄万 ・鉄鉱・農工具類・

玉類・鏡とひとそろいの副葬品をもっており、典型的な中期古墳の内容を示している。岸ケ前2

ハ同
d
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号墳もほぼ同様の内容をもつが、鏡が欠落する。また、こうした短甲をはじめとする武具類を副

葬する古墳の他に、徳雲寺北古議齢のように、埴輪を採用する小古墳が見られる。また同古墳群

内には棺内喋床を採用する埋葬施設が認められることもひとつの特徴といえよう。中期後半の事

例として今林2手品を例示する。同古墳は直径20mの円墳で、あり、埋葬施設は木棺直葬を採用し

ていた。武器類の他、馬具を副葬している。

古墳時代後期、横穴式石室の導入に伴い群集墳が形成されるよつになる。代表的なものとして

天神山古墳群をあげることができる。天神山古議暴は古式の横穴式石室をもっ円墳により構成さ

れる群集墳であり、総数21基を数える。同時期の横穴式石室は亀岡盆地を中心にみられ、短い羨

道部に正方形に近いプランを呈する玄室をもっ。これらの石室墳は6世紀中葉を前後して築造さ

れ、南丹波における導入期横穴式石室を検討する上で重要な存在である。

一方、温井古着暴・町田東古墳群・黒田北古議齢のように木棺直葬墳から構成される後期群集

墳も確認されている。須恵器転用枕を採用するものや小口に粘土と礁を用いた裏込め構造を示す

ものがあり、北丹波地方や丹後地方との類似性が指摘される。

園部町で注目される古墳時代の遺跡として須恵器窯社群をあげておきたい。大向窯厳詐で、はT

K47型式併行期と考えられる段階から須恵器生産を行っており、地方窯の出現を見る上で貴重な

存在である。先の導入期横穴式石室の受容とともに、古墳時代後期にこの地域が重視されたこと

を示すものと考えたい。

その一方で、古墳時代の集落遺跡の動態については不明瞭な部分が多い。布留式併行期の集落

の実体は全くと言っていいほど不明であり、曽我谷遺跡で小形丸底査が採集されているにすぎな

い。古墳時代中期の例としては、今林2号墳の南側斜面で5世紀後半とされる 「青野型住居jが

1棟のみ検出されているが、大規模な集落を構成していたとは言い難い。平成12年に調査された

今林遺跡は古墳時代後期末葉を中心とする集落であるが、立地の特異性から、この地域の拠点集

落と考えるにはやや難がある。今後、低湿地部分を含めた集落遺跡の調査が課題と考える。

飛鳥時代以降の遺跡としては、先述の窯祉群のうち、査ノ谷窯症辞は平安時代まで、継続して操

業される。中でも査ノ内7号窯は瓦と須恵器の兼業窯であり、その供給先を検討する必要性があ

る。奈良 ・平安時代の遺跡と しては、 宮ノ口i筆跡が知られるが、集落構造などの実体は不明であ

る。また、盆地の西端を通過すると考えられる古代山陰道に付随して、埴生の地に「野口駅」の

存在が比定されているものの、遺跡としての実体は不明である。

中世を代表する遺跡としては、当善願寺遺跡、の他に多数の山城が知られている。現在のところ

20余の山城が確認されている。代表的なものとして、黒田城、大村城、小山城などがある。黒田

域は平安時代末期に築城された片山氏の居城である。大村城・小山城は室町時代に築城され、そ

れぞれ田中氏・荘林氏の居城である。

近世になると園部城が築かれる。小出氏の居城である。この園部城が築城される以前、同地に

荒木氏の薗部城があったとされる説がある。この薗部城は天正6(1578）年に織田軍により攻め落

とされた。
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江戸時代の園部は、園部藩2万9千石の治下のもと園部城の城

下町として発展を遂げ現在に至ることとなる。

3.各卜レンチの設定

今回の調査では橋脚建造に伴い、遺跡の損壊する地点を限定的

に調査することとなった。そのため、各々のトレンチは約lOrnご

との間隔をおくように設置することとなった。各トレンチの名称

は建設される橋脚の番号を頭に付し、 P8～17トレンチの計10か

所について調査を実施した。これは、善願寺遺跡として周知され

る遺跡の範囲をほぼ南北に縦断するものであり、 P8～17トレン

チまで、の距離は約230rnを測る。

また、第 1次調査との位置関係を把握することにも努めたが、

報告されている文章と図が整合せず、また、 縦貫道建設により旧

地形がかなり改変され、当時の基準となるポイントを見いだすこ

とができなかった。そのため、図示しえたのは概略図であり、厳

密な l次調査との整合性を示すものではないが、おおむね旧地形

に合致させるならばP14～17トレンチは遺跡北側に展開する微高

地上に、 P13トレンチは小谷地形に、 pg～12トレンチは若干の

起伏はあるものの、おおむね南から北へ傾斜する丘陵裾部分に相

当するものと思われる。

4.基本層序

基本的な層序は第34図に図示するとおり、上層から、現地表面

→橋脚盛土層→旧路面（アスフアルト ・パラス）→旧盛土層→旧耕

作土層→耕作土床土→黒灰色粘質土層（遺物包含層）→黄灰色粘質

土層（遺構ベース土）→黒灰色シルト→黄褐色粘質土の順である。

また、削平や地形上の制約からか遺物包含層の形成されていな

いトレンチもあり、南側のP8～10トレンチでは、丘陵の斜面部

分に相当する場所に位置したためもあり遺構・遺物包含層などは

確認されなかった。また、最下層の安定地盤となる黄褐色粘質土

層のレベルから見て、 P17トレンチを最高所に、 p13トレンチの

小谷地形を介して再びp12トレンチに舌状の徴高地が存在し、 P

11トレンチに大きな谷状地形が形成されていると推測される。
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第32図 善願寺遺跡トレンチ配置

図（1/3,000) 



第98冊京都府遺跡調査概報

レンチの概要卜5.各

各トレンチの概略について北から順にロ
説明を加える。

現盛土面から約2.5m掘

トレンチ西

などを検出した。また、 同一面上で近・

現代のものと考えられる暗渠を検出した。

る断面弧状を呈する溝である。埋土は暗

削した段階で、基盤土壌と考えられる黄

褐色粘質土を検出した。黄褐色粘質土上

面には、旧路面養生のための盛土が存在

現盛土層から約2.lm掘

削した段階で、旧耕作土と考えられる黒

破壊を受けていた。遺構は旧表土を除去

j茸SD 1601 は中高0.2m ・ i菜さ0.1 mを測

ピット群は建物としてのまとまり を見

しており、遺構・遺物包含層については

すでに削平されてしまったものと判断さ

灰褐色砂質土の単層であ り、埋土中から

師器片 ・瓦器片を出土したものもあり 、

した黄褐色粘質土層上面で、溝・ピット

半部分は、既設の橋脚工事により大きく

褐色土層を検出した。また、

Pl？卜レンチ

れた。

P16卜レンチ

おおむね溝SD 1601と前後する時期のも

のと考える。
100m 。
暗渠状遺構は、幅0.3m・深さ0.3mを善願寺遺跡第l次調査時地形測量図と第2次調査

トレンチ配置略図（1/2,000) 

第33図

測る断面逆台形状の溝を掘削し、溝底部

トレに竹・棒を据え付けた後、角離を用いて埋め戻し暗渠として機能させたものである。 また、

ンチ北東隅部で直交しており、畑地の区画を示すものと考える。暗渠状遺構に伴う出土遺物はな

かったが、土層の観察結果から、旧耕作土に伴う暗渠と判断した。

現地表下部は厚い盛土層に覆われており、盛土層を除去した段階で遺構面と考P15トレンチ

ピット 3基を確認したにすえられる黄灰色粘質土層に達した。遺構の遺存状況はきわめて悪く 、

ぎない。なお、遺構面直上で瓦器片1点を検出した。
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第34図善願寺遺跡土層柱状図

1.盛土 2.パラス・アスフアルト 3盛土 4.旧耕作土 5.耕作土床土

6.黒褐色粘質土（遺物包含層） 7.黄灰色粘質土（遺構ベース） 8.淡黄褐色粘質土 9.灰色粘質土

10.淡黄灰色粘質土 11.黒灰色粘質土 12.黄灰色粘質土 13.暗茶褐色粘質土

P14卜レンチ 現盛土層から約1.8m掘削した段階で、旧耕作地に伴い敷設されたと思われる

瓦・レンガ・磯敷きの旧農道と考えられる路面を検出した。ほほ同一面で、遺構面と考えられる

黄灰色粘質土層を確認したため精査を実施した結果、竪穴式住居跡1・溝・ ピット群など多数の

遺構を確認することができた。また、遺物包含層は旧地形の傾斜に沿った形で南側部分のみに薄

く遺存していた。

竪穴式住居跡SHl401はトレンチ南西部で確認した。西側は大きく橋脚設置時の撹乱により損

壊しており、北東コーナ一部分を確認したにすぎない。残存する部分から判断して掘形の平面プ

ランは隅丸方形を呈していたものと推定する。残存部で南北2.lm －東西0.9m・深さO.lmを測

る。住居内の施設として周壁溝を確認した。周壁溝は残存部では完周しており、その規模は幅

0.2m、床面からの深さ0.lmを測る。また、北東隅部分のみ探く掘削されている。主柱穴と思わ

れる柱穴、炉などは検出することができなかった。遺物は埋土中から細片化した弥生土器（第38

図1・2. 4～ 8）が、周壁溝北東隅部分では高杯（第38図3）が出土した。出土遺物からみてこ

の竪穴式住居跡は弥生後期後半に機能していたものと判断する。また、住居埋土中からはサヌカ

イト剥片も出土しているが、これは包含層からの流入と考える。

溝SDl436は東西方向に掘削された幅0.3m・深さO.lmを測る素掘り溝である。他のすべての

遺構に切られることから、この トレンチ内ではもっとも古い遺構と見られる。わずかに弧を描い

ていることから竪穴式住居跡の周壁溝である可能性も考えることができるが詳細は不明。埋土中

から突帯文をもっ査細片（第38図9）が出土しているので弥生時代中期中葉の遺構と判断される。

溝SDl435は南北方向の素掘り溝であり、幅0.3m・深さ0.3mを測る。埋土中からは瓦器片が
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第35図 p 11～15トレンチ検出遺構全体図およびP15・16トレンチ検出遺構実測図
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第36図 p 14トレンチ検出遺構実測図およびSHl401実測図

出土している。

ピット群は多数を検出した。調査範囲が狭小なため確実に建物として復原するのは困難である

が、第36図のように2棟の掘立柱建物跡があるものと想定した。 SB 1401はSD 1435に、 SB 

1402はSD 1601に、それぞれ主軸方向をそろえるものと考える。

P13卜レンチ 現盛土層から約4.5mまで掘削したが、調査域全体が橋脚の既掘坑により破壊

されていた。基本層序の項で述べたように、この部分には小谷地形が形成されているものと判断

され、橋脚工事も安定した地盤を得るため、予想以上に大きな埋設坑を掘削する必要があったも

のと考えられる。このトレンチについては崩落の危険’性が高かったため、写真撮影の後埋め戻し

を行った。

P12卜レンチ 現盛土層から約2.5m掘削した段階で安定した遺構面を確認した。遺構面の上

には包含層が形成されており、同層中からは瓦器 ・土師器 ・須恵器 ・弥生土器などが出土した。

いずれも出土レベルに一定性がなく ローリ ングを受けていることから二次的な堆積に伴うものと

考える。

また、調査区西側1/3は完全に削平され遺構面自体が失われ、中央1/3は遺構面である黄灰色粘

質土層が掘削されその下層の黒色粘質土が露出した状態であった。

遺構は トレンチ北側で土坑l基の他、 ビッ ト3基を確認した。土坑SKl201は西側部分を削平

され、東側部分のみ遺存する。残存部分で長軸1.2m ・短軸0.4m・深さ0.15mを測る。残存する

平面形態は楕円形を呈し、断面形は浅い播り鉢状を呈している。埋土中からは炭の小片に混じっ

「
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て土師質の蓋と思われる体部片が出土したが詳細な時期を知

りうる資料ではない。ピット内からは瓦器片が出土した。

p 11卜レンチ 表土から2.8m掘削した段階で安定した黄

灰色土層を検出した。この面でピット群等を検出した。遺構

面上にはわずかに遺物包含層が形成され、瓦器・土師器の小

片が出土した。

ピットは総数8基を検出したが、建物としてのまとまりを

見いだすことはできない。また、トレンチ北側で直線的な落

ち込みを検出した。深さ約15cmを測る。この落込みの性格に

ついては埋土中の出土遺物がなく、また調査範囲が狭小なた

め明らかにすることができなかった。落込み内の埋土を除去

した段階で2基のピットを検出した。

PlO卜レンチ 表土から2.5m掘削した段階で旧耕作土を

確認した。この耕作土直下が黄灰色土層となっている。しか

しながらこのトレンチでは遺構・遺物とも確認することがで

きなかった。近世の耕作による削平の可能性がある。

p 9トレンチ 表土から3.5m掘削した段階で黄灰色土層

を確認した。この黄灰色土層直上まで縦貫道建設時の盛土が

存在し、遺構・遺物の存在を確認することはできなかった。

p 8トレンチ 表土から1.8m掘削した段階で暗茶褐色粘

質土を検出した。この土層は均質で安定した土層であったが

遺物はなく、また下層の黄灰色土層上でも遺構・遺物を確認

することはできなかった。地形的に見てこの暗茶褐色粘質土

は丘陵側からの流入土であると考えられ、この地点は旧地形

の丘陵斜面に相当するものと判断した。

6.出土遺物

今回の調査で出土した遺物の総量はコンテナ2箱分に満た

ない。また、大部分が小片であり、完形個体として認識しう

る個体がない。その中で図示し得たのは第38・39図の23点で

ある。

出土遺物には、弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・瓦器・石器が

ある。

l～8・22は竪穴式住居跡SHl401から出土した。このう
第37図 p 11・12トレンチ検出遺構実

測図 ち、 3は周壁溝北東隅床面上から出土しており、この住居で
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使用されたと考えられる個体である。その他のものは住居跡の埋土中から出土しており、使用状

況を特定できるものではない。1は聾の口縁部である。複合口縁の形状を示し、口縁外面には3

条の擬凹線を施す。2はやや内湾気味に立ち上がる聾の口縁である。口縁端面にはヘラ状工具に

よる刻目を施す。3は高杯脚部である。中実の脚柱部に大きく広がる脚部をもっ。スカシは4方

向に施される。調整は外面が縦方向のヘラミガキ、脚部内面は横方向のハケにより行われる。4

は高杯脚柱部である。3とは異なり短く中空の形態を呈する。5は聾底部である。狭小な平底を

もっ。内面にはハケ工具の圧痕と思われる工具痕が遺存する。外面の調整については磨滅のため

不明である。6は大形の窒底部と思われる。復原底径16cmを測る大形品である。7は外面にハケ

調整を施す聾の底部である。8は聾体部の小片である。外面にタタキ目が顕著に認められる。 22

は磨製石器の破片である。残存長5.2cm ・幅2.7cm・厚さ0.5cmを測る。表裏面とも平坦に磨かれ、

両側辺に向かい傾斜する。周縁部には研磨痕以前の剥離調整痕が認められる。材質は粘板岩であ

り、その形状から磨製石鍛の可能性が高い。

9は溝SDl436から出土した。細片の上、磨耗が著しいが、突帯を付す査の頚部と思われる。

10はピット Sp 1407から出土した査の口縁部である。口縁外側面および内面に波状文と恩われ

る文様がわずかに認められる。

11・12はピットSp 1443から出土した。11は深手の土師器杯である。12は小片であるが、非常

て一一 「 ープ1 て一一1 ?2 

れ
い
い

i
l
l
l／
 

グ6¥Jd5 

：阻止<21 ~ －急

~17 

医三司 ~ 9 

「 lプ2
~ r ~ ~イ

τ「ーコ97アて
し一区ニゴ18

＼～一一 I ~グ 20 。

3 。
Cご三竺竺丁ートヲヨ

10 

て 715 

＼ー＝ニニヒ工~
16 

τ一匡721
20cm 

第38図 善願寺遺跡出土土器実波lj図

司
id4
 



京都府遺跡調査概報第98冊

に薄手の作りであり、直線的に立ち上がる。広口壷の口縁部の可能性がある。

13～16・23はP14トレンチ包含層から出土した。13・14は瓦器である。13は口縁端部にやや強

い横方向のナデを施す椀である。磨滅が著しいが内面にヘラミガキが認められる。14は椀の底部

である。断面三角形を呈する高台を付す。調整については磨滅のため不明。15・16は土師器であ

る。15は直線的に立ち上がる杯である。16は口縁外側面に強いナデを施す皿である。23はサヌカ

イト製の削器である。裏面に明瞭な打痕を残す大形の剥片を用い、一方に単純な刃部を設けるこ

とにより削器として仕上げている。

17～21はp12トレンチ包含層から出土した。17・18は弥生土器である。17は口縁端部に面をも

っ広口壷である。磨耗が著しく調整や施文については不明。 18は復原底径4cmを測る聾の底部で

ある。両者とも中期中葉と思われる。19・20は土師器である。19は内湾する体部をもち、口縁下

端部をやや強くなでることにより整形している。20は復原口径3.8cmを測る皿である。21は瓦器

椀である。磨滅が著しいが内面にヘラミガキが認められる。

6.まとめ

今回の調査により、善願寺遺跡の実体の断片を知りうる資料を得ることができた。調査範囲が

狭小でしかも大部分が縦貫道建設に伴い破壊されていた点は非常に残念ではあるが、以下、いく

つか明らかとなった点を言己しまとめとしたい。

大きな成果のひとつとして、弥生時代の遺構・遺物を確認し得た点を挙げることができる。P

14トレンチで検出した溝SDl501は中期中葉の竪穴式住居跡の残欠である可能性がある。この溝

SD 1501の南側包含層中から多数のサヌカイ ト剥片が出土した点はこれを裏付けるものといえよ

う。これまで、当地域では中期中葉に該当する遺跡は確認されておらず、確実な居住域と見なす

ことのできる初例となった。中期中葉に属する遺物が確認されたのはP14・12トレンチの2か所

のみであるが、この部分を中心として、さらに周辺部に遺構が広がることは明確で、ある。

後期の住居祉として竪穴式住居跡S担1501を検出できた点も重要である。出土遺物が細片のた

め、詳細な時期決定を行う根拠には乏しいものの、敢えて同時期の遺構を見出すならば、擬凹線

をもっ複合口縁の輩と中実の高杯脚柱部、短い中空の脚柱部をもつものとして、今林遺跡竪穴式

住居跡SHllを例示することができる。今林遺跡の土器は弥生時代後期後半代に位置づけられて

くこ二〉 22 
23 

0 5cm 

第39図 善願寺遺跡出土石器実測図
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おり、ほぼ同時期にE陵上に展開する集

落（今林遺跡）と、低地に立地する集落

（善願寺遺跡）が存在していることとな

り、後続する曽我谷遺跡への展開を考え

る上で注目すべきである。

中世の遺構・遺物では、 P16トレンチ

からP11トレンチまでの広がりを確認す

ることができた。瓦器はいずれも外面に
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ミガキの痕跡が認められ、断面三角形の高台をもっ点から13世紀前半代に位置づけられるもので

ある。また、 P15トレンチでは複数の掘立柱建物跡が重複して検出された点から見て、継続的に

営まれた集落遺跡として見ることができる。伝承にある中世寺院善願寺についてはその所在ある

いは関連遺構を確認することはできなかったが、調査期間中に地元の古老から、いまは散逸して

しまったものの、近年まで、善願寺を記した江戸時代の絵図が残っていたというお話を伺うこと

ができた。善願寺については「親元日記j寛政6(1794）年5月4日条に高山寺別当を兼ねる善願

寺中坊重海が、この時、桐野河内村内の高山寺田を巡って高屋の幡根寺と相論した。という記事

が~2£ 。 こうした、文献資料から 15世紀後半に善願寺が存在したと仮定した場合、実際に出土し
た考古資料は13世紀後半代のものが中心となるため、この資料にみられる年代に比定される資料

はない。口碑によると七堂伽藍を構え、明智光秀の丹波攻略の際消失したとされているため、そ

の寺域は広範にわたるものと推測される。第 l次調査ではC地区の第 l地点CG 14 （報告文のま

ま、図に注記等がないので位置を確定できず）から焼土層が確認されている。このことは前述の

消失伝承を考える上で示唆的であり、あるいは戦国期の善願寺に関連した焼土層であったのかも

しれない。この寺院の建立が中世段階まで遡るかどうかの確証は今回の調査成果から窺うことは

できないが、少なくとも掘立柱建物跡等の存在から中世集落が形成されていたのは間違いない。

中世集落として見た場合、遺構・遺物はP16トレンチから p11トレンチまで、直線距離にして

約llOmの範囲で、確認することができた。とくにP16トレンチで検出した溝SD 1601やP14トレ

ンチで検出したピット群から一定の方向性をもっ建物群が存在する可能性が高い。今回の調査で

は集落の様相をうかがい知ることができるだけの成果をあげることはできなかったものの、大形

の集落遺跡になる可能性も秘めており、今後、周辺部の開発に当たっては十分な注意が必要と判

断される。

（石崎善久）

注l 安藤信策ほか「7 国道9号バイパス関係遺跡発掘調査概要J（『埋蔵文化財調査概報11977 京都

府教育委員会） 1977 

注2 調査参加者は以下のとおり（順不同・敬称略）。

調査補助員 村上計太

作業員 前田富士子 ・矢野ふさゑ・佐々谷きみ子・吉田修一・野口和子

注3 平良泰久ほか「曽我谷遺跡発掘調査概報J（『園部町文化財調査報告j第2集 園部町教育委員会）

1977 

注4 森浩一編『園部垣内古墳J（同志社大学考古学研究室） 1990 

注5 同志社大学考古学実習室園部町遺跡分布調査研究会編『園部盆地における考古学的調査一分布調査

の成果皿－J（同志社大学考古学実習室園部町遺跡分布調査研究会） 1981 

注6 前掲注（5)

注7 野々口陽子「 l．今林2号墳・今林遺跡」（『京都府遺跡調査概報』第68冊 （財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター） 1996 

注8 『狭間墳墓群・平山古墳・カチ山北古墳J（現地説明会資料） （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

タ－ 2000 
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注9 福島孝行「今林古墳群の発掘調査J（『京都府埋蔵文化財情報j第78号 （財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター） 2000 

注10 柴 暁彦「（1））今林古墳群」（ 『京都府遺跡調査概報J第62冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター） 1995 

注11 森下 衛・高野陽子ほか「船阪・黒田工業団地予定地内遺跡発掘調査概報」 （r園部町発掘調査調査
報告書j第8集園部町教育委員会） 1991 

注12 前掲注（4)

注目前掲注（9)

注14 門田誠一 r1~弗教大学園部校地の遺跡 考古学調査のあらまし－J （悌教大学） 1999 
注目 辻健二郎「園部町小山東町土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書（徳雲寺谷遺跡群）」（『園部町文

化財調査報告書j第13集 園部町教育委員会） 1997 

注目前掲注（7)

注17 辻健二郎「園部天神山古墳群発掘調査報告書J（『園部町文化財調査報告書j第10集 園部町教育委

員会） 1995 

注18 安藤信策 ・山口 簿ほか「温井13号墳発掘調査概報J（『園部町埋蔵文化財調査報告j第3集 園部

町教育委員会） 1981 

注目前掲注(11)

注20 丸川義広「口丹波における須恵器生産の開始」 （『盾列j創刊号 奈良大学考古学研究会） 1975 

注21 二ノ宮早緒里・浜中有紀ほか 『査ノ内窯祉群 ・桑ノ内遺跡発掘調査報告書J（悌教大学校地調査委員

会） 2000 

注22 辻健二郎「園部町内遺跡発掘調査概報 平成7年度（宮ノ口遺跡）」（『園部町文化財調査報告書j第

11集園部町教育委員会） 1996 

辻健二郎「闘部町内遺跡発掘調査概報 平成8年度（宮ノ口遺跡）」（r園部町文化財調査報告書j第
12集園部町教育委員会） 1997 

注23 『京都府の地名』 平凡社 1995 
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4.池上遺跡第 7次発掘調査概要

1 .はじめに

この調査は、平成12年度主要地方道亀岡園部線関係遺跡埋蔵文化財発掘調査として、京都府土

木建築部の依頼を受けて当調査研究センターが実施した。池上遺跡は、平成9年の八木町教育委

員会による試掘調査で確認され、過去6度にわたる発掘調査が実施された（第1表）。 これまでの

発掘調査によって、弥生時代の集落跡・墓地や古墳時代の建物跡、またそれ以降の中世の遺構な

どが確認されている。今回の調査地は、平成10年度に当調査研究センターが調査した第5次調査

地の北延長部に相当する野条地区手前までの道路建設予定地において約2,OOOm2の発掘調査を実

施した。過去の調査地に隣接しているため、第3～5次調査で検出されたものと同時期の遺構・

遺物の検出や遺跡北側の遺構の広がりが確認できると予測された。また、池上遺跡の遺跡範囲の

北限を確認できる可能性が期待された。

発掘調査は、当調査研究センター調査2課課長補佐兼調査第l係長水谷書克と同調査員村田和

弘が担当し、現地調査および本概要報告の執筆は村田が担当した。調査期間は、平成12年6月21

日から同年11月8日である。調査面積は、面的な調査と遺構の有無の確認を目的とする試掘調査

を合わせ、約2,OOOm2である。平成12年11月7日には、遺跡の説明会を行い（写真4）、およそ40

名の参加を得た。調査に当たっては、作業員・整蓮員として八木町住民の方々、園部土木事務所

および京都府教育委員会・八木町教育委員会はもとより、諸機関のご協力をいただいた。記して

御礼を申し述べたい。

2.位置と環境

八木町は、京都府のほぼ中央部にあたり、亀岡盆地の北端に位置している。東は北桑田郡京北

表l 池上遺跡調査経過一覧表

次数 調査原因 調査期間 調査面積 調査機関

遺跡、分布調査と試掘調査
平成7年2月27日

約24m'八木町教育委員会
～平成7年3月9日

2 
ほ場整備事業に伴う 平成9年11月27日

約200m'
範囲確認試掘調査 ～平成10年 1月27日

八木町教育委員会

3 
八木工場団地 平成10年1月19日
開発事業に伴う試掘調査 ～平成10年3月18日

約720m'八木町教育委員会

4 
八木工場団地 平成10年5月7日
開発事業に伴う本調査 ～平成11年2月6日 約4,600m' 八木町教育委員会

5 
主要地方道亀岡園部線に 平成10年10月22日
伴う本調査 ～平成11年3月5日

約2,OOOm' 当調査研究センター

6 
ほ場整備事業に伴う試掘 平成11年10月20日

約400m'
調査 ～平成11年12月3日 尽都府教育委員会
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1.調査地
6.寺内東古墳群
11.南尾西古墳群
16.筏森山古墳群
21.野条砦跡
26.石谷古墳
31.船技遺跡

36.天王古墳
41.諸畑遺跡

46.西上里古墳群

第40図
2.池上遺跡
7.北広瀬城古墳群
12.寺内古墳群
17.池上院北古墳
22.沢ノ谷遺跡
27.山室古墳群
32.1青谷古墳群
37.美津谷古墳群
42.福本古墳群

47.日置遺跡

調査地位置図（s = 1/25, 000) 
3.狐塚古墳群 4.多国山古墳群
8.北広瀬城跡 9.南尾東古墳群
13.寺内経塚 14.寺内西古墳群
18.八幡宮古墳 19.三万崎古墳
23.八幡山古墳群 24.新田古墳
28.新庄城跡 29.佐切城跡
33.船枝館跡 34.新庄遺跡

38.畑中城跡 39.大谷口古墳群

43.鎧塚古墳 44.八木田遺跡

5.刑部城跡
10.南尾古墳群
15.池上院裏古墳
20.野条遺跡
25.草福古墳
30.杓ヶ谷古墳
35.室橋遺跡

40.松本古墳群

45.西山古墳
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町、南は亀岡市、西は船井郡園部町、北は船井郡日吉町に接す ， 

る。 ハ

池上遺跡は、亀岡盆地の北端に位置し、 北側の盆地狭陸部が 卜

平坦な地形に変化する場所にあたる（第40図）。遺跡の西側には ｜ 

筏森山（標高295m）があり、亀岡盆地の北側の入り口をふさぐ

ように存在している。亀岡盆地を流れる桂J11 （大堰川）は、筏森

山の西側を流れている。遺跡の東側には、官山川という天井川

が流れている。

遺跡が立地するところは、筏森山から東の沖積地に向かつて

延びる微高地上にある池上地区の集落の東側に所在する。池上＝＝，

遺跡の現状は、水田地として利用されている（第41図） a - II 

池上遺跡の北側には、野条遺跡が隣接して所在している。野

条遺跡、は数度にわたって試掘調査が行われ、ピットなどの遺構

が散在していることが確認されている。

池上遺跡、の推定範囲内には、狐塚古墳群が確認されている。

池上遺跡第7次発掘調査概要

100m 

この古墳群は筏森山の東側微高地に立地していが、水田造成時

に削平され、 6基の古墳はすべてが破壊されている。その存在

の裏付けとして、周辺の聞き込み調査による出土遺物の確認が

なされた。遺物は須恵器杯身・杯蓋・査などであった。また、

第l次調査において、古墳推定地付近で器台を含めた古墳時代

後期の須恵器片が多量に出土している。

池上地区の集落を取り巻く周辺丘陵や筏森山山麓および稜線 llo

上において、多数の古墳群が確認されている。池上院北古墳第41図第7次調査トレンチ配置図

群 ・八幡宮古墳・池上院裏古墳 ・寺内古墳群・寺内東古墳群・寺内西古墳群・南尾古墳群・南尾

東古墳群 ・南尾西古墳群・北広瀬城古墳群・筏森山古墳群などの数多くの古墳群が分布する。

西側の筏森山の東麓には、かつて池上院（ちじよういん）という天台宗の寺院が所在する。この

池上院は、 天台密教の法流谷流の祖皇慶（977～1089年）が住した池上房に始まり、現在も、延暦

寺の末寺（池上寺）としてその法灯を伝えている。伝承では、池上院（池上寺）は大規模な伽藍を備

え、六院を有していたといわれ、現在の地名にも、塔の本や観音谷などの施設の名を残すところ

がある。

池上院には平安時代初期の千住観音像が安置されており 、寺歴の古さを示すものと考えられる。

また、承安4(1174）年に模写された『丹波国吉富荘絵図』にも様子が描かれている。この絵図に

は「国人庁Jと記されたひときわ目立つ建造物があり、これが国庁とも考える説もあり、その場

所は屋賀あるいは池尻に比定で、ぎ誌。また、そのなかに池上在家として数軒の屋敷が描かれてい

る。この数軒の屋敷が発掘調査で検出された中世の建物跡に関連するのか興味深い。
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池上遺跡第7次発掘調査概要

桂川の右岸には八木嶋蓋動がある。この遺跡は古墳時代か

ら鎌倉時代におよぶ集落跡である。そのなかでも古墳時代の

掘立柱建物跡群は、その規模 ・配置から「豪族居館jである G斗－6

可能性が指摘されている。また、平安時代の掘立柱建物跡群試掘 卜レンチC

もまとまって検出され、風字硯 ・円面硯・墨書土器などが出

土したこととあわせて考えると、官街的な施設の存在も想定

できる。

その他にも中世を代表する遺跡として、八木城跡・新庄城

跡・刑部城跡・西田城跡・神吉城跡などの山城がある。特に
（注4)

八木城跡は国内有数の規模を誇る山城跡で、その北東側の発

掘調査によって城を取り囲む山裾の曲輪跡や石垣で固まれた

屋敷跡が確認された。また、出土遺物として土師皿や丹波・

瀬戸の陶器、中国製の陶磁器などさまざまなものが多量に出

土し、城下の形状を知るうえで貴重な成果が得られている。

このように八木町内の正陵上や平地には、多くの遺跡が所

在し、発掘調査によって八木町の歴史を知るうえで重要な資

料が得られている。

3.過去の調査

これまでの調査によって、池上遺跡は、南北約600m・東

西約550mの範囲が指定され、弥生時代から中世におよぶ複

合遺跡であることが明らかになっている。

まず、池上遺跡、のこれまでの6度にわたる調査について整

理しておく （第l表・第42図）。

池上遺跡は、 平成6～ 8年度に八木町教育委員会が実施し

た町内遺跡詳細分布調査によって新たに確認された。この時

1
4卜
TX

 

×＝ー101,350

3 

X＝ー101,400

第1卜レンチ

100m 
X=-101,450 

cフ

X=-101,500 

IY=-41,950 

に6か所のグリッド設定による試掘調査が行われ、弥生時代 u.o

中期の溝を検出するなど弥生時代から中世におよぶ遺構・遺第43図調査トレンチと模式柱状図

物の検出が確認されている。この試掘調査を第1次調査とし 作成ポイント (1/1,600) 
（注5)

て、池上遺跡の調査が開始された。

第2次請釜は、八木町教育委員会がほ場整備に先立つ範囲確認を目的とした試掘調査として、

広範囲に10か所のトレンチを設定して調査を実施した。その結果、水田下に埋没した低台地上に

展開する弥生時代から中世にわたる集落の一端が確認されている。

第3次議益は、遺跡範囲内に八木町が企業誘致事業の計画を進めるに先立って実施された試掘

F
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調査である。試掘調査は八木町教育委員会が実施した。第2次調査の成果も踏まえて、計画の遺

跡範囲内に6か所のトレンチを設定した。その結果、高密度の遺構の分布が確認されたため、第

4次の面的な調査となった。

第4次調査は、八木町教育委員会が第3次の試掘調査の成果をもとに行った面的調査である。

調査地は広範囲の面積を調査し、まとまった遺構と遺物が検出された。調査の結果、遺跡の性格

を知る上で良い資料が得られた。弥生時代については、中期の住居跡と墓域が検出された。古墳

時代では、中期から後期の住居跡が検出された。調査によって集落と墓域の変遷を追うことがで

きる。また、玉作り工房跡が検出され、集落内で管玉生産が行われていたことがわかった。遺物

からは製作工程が復原でき、南丹地域では余部量動、（亀岡市）に次ぐ例として、貴重な資料が得ら

れた。

第5次請益は、平成10年度に当調査研究センターが発掘調査を担当した。調査地は第4次調査

地の西側の亀岡園部線の道路整備部分にあたり、第4次調査区に隣接して調査した。検出した遺

構は、弥生時代の溝や竪穴式住居跡 ・周溝墓、古墳時代の掘立柱建物跡や竪穴式住居跡などであ

る。その他に平安時代(10世紀末）の遺構・遺物や中・近世の遺構・遺物もが検出された。

第6次請峯は、京都府農林水産部耕地課が進める担い手育成型府営ほ場整備事業「川東地区j

の事業に先立つて実施された試掘調査である。発掘調査は京都府教育委員会が行い、遺跡内部に

おける遺跡の密度と現地表からの遺構の深さを把握することを目的として、調査地全域に44か所

の試掘グリッド・トレンチを設定して調査した。その結果、弥生時代から中世にかけての遺構が

表土直下で検出される傾向が全域でみられることが確認された。また、狐塚古墳群付近で行われ

た調査では古墳の周濠と思われる溝が確認された。このことは、今は削平されてしまい当時の姿

はとどめていない狐塚古墳群の分布が広がる可能性を示唆するもので、貴重な成果が得られた。

4.旧地形と基本層序

調査地の周辺の地形を観察すると、地形は西の筏森山から東に向かつて水田や耕作地が傾斜し

ている。水田は西から東に徐々に官山川に向かつて傾斜している。この地に水田が造成される際

に、削平・盛土が行われたと推測する。その根拠として、調査地の西側に隣接して狐塚古墳群が

分布しているが、墳Eは削平され埋没していることが試掘調査などによって確認されていること

が挙げられる。

断面 I

断面 2。 2m 

第44図土層模式柱状図（1/80)
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今回の調査で検出した遺跡のほとんどは、黄褐色粘質土層の上面で検出した。基本的に遺構検

出面は、水田の床土（2層）の直下で検出される。

土層模式柱状図（第44図）で示すとおり、基本的には黄褐色粘質土層（遺構検出面）は南から北へ

徐々に高くなっているが、第2トレンチあたりで深くなっている。

調査地の南側の断面Iは、第5次調査区に隣接していることから、おおむね同じ層が堆積して

いる。遺構は水田の床土直下で検出した。検出した柱穴などの遺構の深さからみて、多少の削平

を受けていると思われる。断面2では黄褐色粘質土層を他の断面に比べて深い地点で検出した。

この断面の観察から、 6層は黒灰色粘質土（黒ボク）層で流路の堆積と考えられる。断面3では6

層の堆積が浅くなり、試掘トレンチAの北側である断面4の南側で立ち上がる。また、第lトレ

ンチの座標X=-101,450あたりでも、南側の立ち上がりを確認した。このことから、 6層が堆積

している地点には自然流路が存在することが確認できた。断面4と断面5は基本的な層序である

が、断面5の耕作土(1層）上層には二次的な耕作土が盛られている。断面6も同様であるが、遺

構検出面と 7層の間に遺構面（黄褐色粘質土層）に似た8層が堆積していた。しかし、 8層の上面

では遺構は検出されなかった。

遺物包含層には時期幅が広い遺物が含まれ、どのト レンチで検出した遺構も比較的浅かった。

また、第 lトレンチでは喋層も広く検出したことからも、現在の水田面を造成するにあたり大き

く地表面が削平され、また低い地盤には盛土を行い整地されたと思われる。

5.調査概要

調査対象地は、南北方向に長い主要地方道亀岡園部線の道路部分（約260m）である（第41図）。

調査面積は、試掘調査が約400m2、本調査が約1,600m2で、合計約2,OOOm2を測る。

面的調査のトレンチは、現在の農道や農業用水路が調査時も使用されていたため、 2つに分割

し設定した。設定したトレンチは、掘削作業開始順に南からトレンチ番号を設定した。また、調

査対象地の北半分は京都府教育委員会による周辺部の試掘調査によって遺構が希薄であることが

確認されている。このことから、調査対象内に現地表面の高さに段差があるところに3か所の試

掘トレンチ（A～C）を設定し調査した（第45図）。

水田の耕作土と床土は、重機で掘削し搬出した。その後、遺構面直上まで再び重機による掘削

を行い、そののち人力による掘削作業を実施した。すべてのトレンチの重機掘削作業後、試掘ト

レンチ3か所を先行して調査した。

( 1）試掘卜レンチA～C

①試掘卜レンチA

この地点では、調査できる範囲の関係から、南北約3m・ 東西約 2mの長方形のトレンチと、

南側の南北約6m・ 東西約8mの方形のトレンチを「LJ形に配置した（第45図）。トレンチの南

側では数条の近代の暗渠が設けられていた。この暗渠は聞き取りによって、戦後すぐに作ったも

のであることが判明した。暗渠の埋土からは、当時の茶碗の破片などのほかに古代末から中世に

-57-
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かけての遺物も出土している。

黄褐色粘質土の遺構検出面は、標高約113.4mを測る。ただし、黄褐色粘質土は、北端部での

みに認められた。検出した遺構は、北端部の斜行する溝と数基の直径約lOcmほどのピットであっ

た。斜行する溝は、幅約 lm・深さ約0.2mで、逆台形の底部をもっ。埋土からは、土師器の小片

が出土したが、時期を示すような遺物は出土しなかった。

遺構検出面の黄褐色粘質土層は、斜行溝の南肩から南へ傾斜して下がる。また、南側肩部から

南端部まで黒灰色粘質土（黒ボク）が堆積している状況が確認できた。この黒灰色粘質土（黒ボク）

の堆積は、斜行溝の南側に深い溝が存在していることを示唆している。そのほかに、黒灰色粘質

土の上面には東西方向と南北方向の暗渠を検出した。遺構からは時期を示すような遺物は出土し

なかったが、上層の遺物包含層からは、少量であるが土師器の皿や須恵器杯の破片など10世紀後

半の遺物が出土した。

②試掘卜レンチB

調査地点は試掘トレンチAと農道を挟んだ西側の水田に設定した。トレンチは南北約17m・東

西約3mの長方形に設定した（第45図）。 現地表は試掘トレンチAに比べると標高は高いが、模式

柱状図（第44図の断面5）で示したとおり、 二次的な耕作土の盛土がみられる。遺構検出面は標高

約113.3mであった。

検出した遺構は、直径lOcmほどのピットや溝などである。それぞれの遺構の深さはlOcm程度と

浅かった。検出した遺構の埋土からは遺物は出土しなかった。トレンチの北側にピットが3基等

間隔に並んで、いるが、トレンチの幅が狭いため、建物跡になるか柵になるかは現段階では不明で

ある。

③試掘トレンチC

調査地点、は調査範囲の北端に、南北約llm・東西約5.5mの長方形のトレンチを設定した（第45

図）。 遺構面は現地表面から約0.6m掘り下げた、標高約113.5mで、検出した。

検出した遺構は、十数基の小規模なビットや不定形の土坑であった。ピットはまばらに散って

おり、建物跡などの遺構としてなり得ないものであった。トレンチの北端で検出した不定型な土

坑は、深さ約0.8mを測る。しかし、これらの遺構の埋土からは、遺物は出土しなかった。

④試掘調査の結果

調査範囲内の北半分で、 3か所の試掘トレンチを設定し調査した結果、土坑やピット・溝など

の遺構を検出した。しかし、検出した遺構の密度は希薄で、時期を特定する遺物も出土しなかっ

た。ただ、上層の遺物包含層からは、 9～11世紀頃の遺物が少量出土ていることや、試掘調査に

よって散漫で、はあるが遺構は分布していることが確認でき、周辺に遺構・遺物が広がっている可

能性を示唆する成果を得ることはできるものと判断している。

(2）本調査トレンチ

①第1トレンチ

面的な調査は、農道や用水路の関係から 2か所に分けてトレンチを設定した（第46図）。人力に
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よる調査を開始した順からトレンチに番号を付けた。南側長いトレンチを第1トレンチ、北側を

第2トレンチとした。

第1トレンチは、第5次調査の第lトレンチに隣接する。第5次調査の第lトレンチとの間隔

は、東西方向の農道部分の幅約5mあり、この農道部分は未調査部分である。

第lトレンチは、南北の長さが約llOm、東西の幅が約12mを測る南北に長い長方形のトレン

チである（第46図）。

現地表から黄褐色粘質土層の遺構検出面までは浅く、耕作土と床土を除去すると精査前でも遺

構を確認することができた。遺構面となる黄褐色粘質土層は、 トレンチの南半部では標高約

113. 2mで検出したが、北半部では黒灰色粘質土（黒ボク）が堆積していた。この層は、南から北

に向かつて堆積が厚くなり深くなっていることを確認した。

北半部で検出した黒灰色粘質土（黒ボク）層内には遺物は含まれていなかったが、その上層に遺

物包含層があり、平安時代から中世にかけての遺物が出土している。また、 黒灰色粘質土（黒ボ

ク）層の上面では戦後に掘られた暗渠や中世以降に掘削された南北方向の耕作溝を検出した。耕

作溝の埋土からは、須恵器・土師器をはじめ、瓦器・黒色土器・陶磁器の破片が出土した。

第lトレンチで検出した遺構の小規模な土坑やピットなどは南半部に点在するが、建物跡や大

型の土坑などの主要遺構はトレンチの南端部に集中している。

この第lトレンチは、第5次調査の北側に隣接することから遺構が密集していることも考えら

れたが、遺構の密度は低かった。

総柱建物跡S801 トレンチの南端部で、隅丸方形の柱穴掘形をもっ総柱建物跡を l棟検出し

た（第47図）。 この総

柱建物跡SB 01の規

模は、東西2間で柱

聞は西から約 2m・

約1.9m （約12.83尺）、

南北に3間以上で柱

聞は北から約l.2m ・ 

約l.2m ・約l.6m （約

13.2尺）を測る。建物

跡の方位は、真北で

はなくやや北西方向

(Nll'W）に傾いてい

る。

柱穴はトレンチ内

で10基検出したが、

後世の溝である溝S
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SDl3 
l. 暗灰色粘質土
2. 暗灰色粘質土（黄色プロァク混じり）
3. 暗黄灰色粘質土（磯混じり）
S氾3
l.暗灰褐色粘質土
2. 暗黒灰色粘質土
3. 黒灰色粘質土
4. fi!.!.灰色粘質土（黄色土を含む）
5. 暗黄灰色粘質土
6.暗茶灰色粘質土（砂直撃を含む）
7. A音灰色粘質土（ヨコ13埋土）

SK23 

第48図溝SDl3 ・土坑SK23断面図

D31によって南側の2基の柱穴が破壊され消滅していると思われる。検出した10基の柱穴は、平

均すると一辺が約0.8mの隅丸方形を呈しているが、若干の形状の違いや方向のズレが認められ

る。また、柱穴掘形の底には、柱の沈んだ痕跡が確認できる。柱穴の埋土からは、奈良時代前期

( 8世紀前半）に属する遺物が数点出土している。

溝SD 13 この溝はトレンチの南半部を北西から南東方向に斜行する。トレンチ内で検出した

溝の長さは約52mと長く、幅約0.8m・深さ約0.2mを測る。溝の底部は平坦で、断面形は逆台形

を呈している（第48図）。溝の方位は、総柱建物跡SBOlとほぼ同一の方向（Nl3。W）を向いてい

る。また、溝の埋土からは、 8世紀前半～10世紀末に属する遺物が出土している。このことから、

溝SDl3は総柱建物跡lとほぼ同時期に掘られ、それ以降も機能していたと考えられる。

溝SD 14 トレンチの西端に沿って検出した南北方向の溝である。検出した溝の長さは約35m

を測る。溝の幅は溝自体がトレンチの西端にあることから、溝の西側の肩を確認することはでき

なかった。 溝の埋土からは、 10世紀代の土師皿や瓦器椀などが出土した。

溝SD 17 溝SDl3の南側で検出した溝である。この溝は溝SDl3から、北東方向に分かれる

溝である。溝の時期は、溝SDl3との溝の切り合い関係では、埋土が同質のもので新旧の判断は

困難で、あった。しかし、埋土から出土した遺物から判断すると、溝SDl3とほぼ同時期の遺構で

あると思われる。

土坑SK18 トレンチの東端で検出した。検出した当時は、竪穴式住居跡の可能性が考えられ

た。しかし、土坑内を掘り下げた結果、遺構の底には凹凸があり一定ではなく、床面として整地

された層も確認できなかったため、竪穴式住居跡でないことが判明した。この土坑の規模は、南

北長約3.5m・深さ約lOcmを測り、東西幅はトレンチ外へおよんでおり不明である。土坑の埋土

からは須恵器・土師器の破片が出土したが、小片のため時期は特定できなかった。

土坑SK22 土坑SKl8の南側に隣接して検出した土坑である。南北の長さは約2.5m、深さ

は約lOcmを測る。土坑の埋土からは、土師器片が少量出土した。

土坑SK23 土坑SKl8と土坑SK22の南西にあり、溝SDl3を切り込んだ状態で検出した。

この土坑は東西に長い方形の土坑である（第48図）。東西の長さが約l.6m、南北の長さが約l.5m 
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SX24 
1 黒褐色粘質土
c・2.黒褐色粘質土（黄灰色プロァク混じり）
一一 3 暗褐色粘質土（黄灰色プロック混じり）
4. 暗褐色粘質土
5. 暗黄灰色粘質土（黒褐色土混じり）
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11.黄褐色砂質土（黒褐色混じり）
12.淡褐色粘質土
13目淡褐色粘質土（黄灰色土混じり）
14.明黄灰色砂質土
15.暗褐色粘質土（黄灰色土混じり）
16.暗灰褐色粘質土
17.暗灰褐色粘質土（黄灰色土混じり）
18.暗黄褐色粘質土（黒褐色土混じり）
19.淡黒褐色粘質土
20.里褐色粘質土（黄灰色プロック混じり）
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第50図土坑SX24内遺物出土状況図

で、深さは約0.4mを測る。しかし、土坑内からは遺物は出土しなかった。

土坑SX24 総柱建物跡SBOlの北側で検出した、南北の最大長が約lOm、東西の最大長が約

6mを測る不定型な大型土坑である（第49図）。土坑の深さは、もっとも深いところで約0.5mを

測る。この大型の土坑は、数回の土坑が重なって形成されているようである。

しかし、この大型の土坑が何のために掘られたのか、遺構の性格については現状では判断でき

ない。ゴミ捨て場としての土坑にしては、規模の割には出土遺物が少ない。また、粘土取り土坑

にしては周辺に良質の粘土層が見当たらない。今後この周辺に同様の遺構が検出され、何らかの

遺構と関連していれば解明されるであろう。

遺物としては、大型土坑の埋土からは8世紀前半～9世紀初めに属する須恵器・土師器が出土

した（第50図）。この土坑から出土した土器片は、他の遺構から出土した土器片に比べると比較的

大きな破片で、破片ごとに接合し完形に近いものに復原できるものが多い。また、この土坑から

は、縄文時代に属する石鍛や弥生土器の破片、 7世紀末の須恵器など、混入したと思われる遺物

-64-
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も出土している。

溝S025 土坑SX24の北側で検出した東西方向の溝である。溝の幅は約0.5mで深さは約

lOcmと浅く、遺物は出土しなかった。また、溝は東側で浅くなり消滅するが、おそらくは溝SD 

17とつながっていたと考えられる。遺構面が削平されたため、溝の浅い部分がなくなったと推測

する。

土坑SX29 この土坑は総柱建物跡SBOlの東側で検出した土坑である。南北の長さが約2m、

東西の長さが約1.5mを測る長方形の土坑である。検出した当時は、土墳墓の可能性があるかと

考え調査を行った。しかし、この土坑の埋土は他の遺構の埋土とは明らかに異なり、淡灰褐色粘

質土の単一層が堆積しているのみであった。埋土からは須恵器片が少量出土したが、時期の特定

はできなかった。また、第5次調査の第1トレンチの北側でも、長方形の土坑が検出されており、

同ーのものである可能性がある。

溝S031 この溝はトレンチの南端部を拡張して調査した際に検出した。当初、総柱建物跡S

BOlの建物規模の確認のために南側を約1.5m拡張したが、柱穴は柱穴10を検出したのみで、溝

S D31を新たに検出した。おそらく、この溝SD31によって、柱穴07と柱穴08の南側にあったと

思われる柱穴は破壊されたものと考えられる。溝は柱穴07の南西隅を破壊し、柱穴10の西手前で

南へ向かう。溝の幅は、南肩がトレンチ外に広がることから確認できなかったが、深さは遺構検

出面から約0.5mを測る。埋土からは中世以降の土師器や陶磁器が少量出土している。

ピット36 このピットは土坑SKl8の北西で検出した、直径lOcm程度の小さな穴である。この

ピットの深さは約12cmで、埋土からは土師皿が1個体分出土した。

土坑SK42 溝SDl3の北端のやや南側で検出した、円形の土坑である（第51図）。 検出時には

トレンチの西端に相当したため、半円部分を検出したに過ぎなかった。その後、遺構の規模・形

態を確認するため、西に約0.5m拡張し、円形の土坑であることを確認した。土坑の規模は、直

径が約lm・深さは約0.4mで、あった。土坑を底部まで掘り進めると、ほほ中央に直径約0.2m・ 

深さ約0.13mの小穴があった。小穴の中には3cm大の礁が入っていた。この土坑がどのように使

用されていたのかは不明であり、時期を特定する遺物も出土していない。周辺にも同様の遺構は

なく、遺構の’性格については周辺での調査を待つしかない。

第lトレンチで検出した遺構には、8世紀前半～10世紀末の時期に属する遺構と中世以降に属

SK42 

L=l 13,200m 

SK42 
1.里灰色粘性砂質土
2. a音茶褐色粘性砂質土
3 H音茶灰色粘質土（黄色土混じり）
4 暗灰色粘質土（黄色土を多く含む）
5. 暗黒灰色粘質土（砂磯を含む）

0 1m 

第51図 土坑SK42断面図（1/20)
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第52図 第2トレンチ平面図（1/400)

する遺構がある。 8世紀前半～10世紀末の時期に属する

遺構は、おおむねトレンチの南側に集中して検出された。

中世以降の遺構はほぼトレンチ全域で検出したが、全域

に散在している状況であり、遺構の密度は低かった。

第lトレンチで出土した遺物には、須恵器・土師器・

緑柚陶器 ・瓦器がある。また、ピ ット36からは黒色土器

の皿などが出土している。

②第2トレンチ

このトレンチは、調査対象地のほぼ中央にあり、第1

トレンチの北側に設定し調査した（第52図）。 トレンチの

南北の長さは約4lm、東西の長さは約12mを測る。

調査は、重機で表土を掘削したのち、人力による水田

床土直下の平安時代～中世にかけての遺物が含まれる包

含層を除去した。そのあと、遺構検出のための精査作業

を行ったが、東西方向と南北方向の暗渠の溝が検出され

るのみで、遺構検出面となる黄褐色粘質土は確認できな

かった。また、第6次調査の試掘グリ ッド（No.11）を確

認した。

そのため、トレンチの南端で断ち割りを行った結果、

黒灰色粘質土（黒ボク）が1.4m程堆積していることを確

認した。そして、その直下から暗黄褐色粘質土層を確認

した。土層断面の観察の結果、この暗黄褐色粘質土層は、その他のトレンチで検出した遺構面

（黄褐色粘質土）と同一層であることが確認できた。また、この暗黄褐色粘質土面は西に向かつて

傾斜していることも判明した。黒灰色粘質士（黒ボク）堆積層には、遺物は含まれていなかった。

この堆積層はさらに北側に広がり、試掘トレンチAの北端部までおよんでいる。試掘調査や断ち

割りの成果を総合すると、おそらくこの黒灰色粘質土（黒ボク）堆積層は、自然流路の堆積層であ

ると考えられる。

黒灰色粘質土（黒ボク）層の上層である遺物包含層からは、古代末から中世にかけての須恵器 ・

土師器 ・瓦器・陶磁器などの土器のほかに、銭貨（寛永通賓）や土器の破片に穴をあけた土錘らし

きものが出土している。また、黒灰色粘質土上面で検出した暗渠からも少量の土器片や暗渠の掘

削当時のものと思われる陶器や煙管の先などが出土した。

6.出土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、遺跡の北端部であるためか遺物量は決して多くはない。しかし、

遺構の時期変遷や遺構の広がりなどを捉える上で検討資料となるものと考える（第53・54図）。

66-



池上遺跡第7次発掘調査概要

出土遺物は、各トレンチの包含層から出土した遺物と第lトレンチの遺構から出土した遺物の

中から主だ、ったものを選別して報告する。

l～43は試掘トレンチA・ 第lトレンチ ・第2トレンチの包含層から出土した遺物である（第

53図）。 44～84は第lトレンチで検出した遺構から出土した遺物である（第54図）。

(1)試掘卜レンチA

l～3は試掘トレンチAの遺構精査時に出土した遺物である。

lはトレンチ北端部で検出した遺構面の精査時に出土した土師皿である。調整は内外面にナデ

を施し、底部外面には指押さえの痕跡がみられる。色調は内外面とも暗茶灰色である。器形から

みて土器の時期は、 10世紀後半に属する土器であろう。2は北端部の遺構面の上層にある包含層

から出土した土師器の棄の口縁部である。調整は内外面とも磨滅が著しく不明である。色調は内

外面とも淡灰色である。3はトレンチの南側遺物包含層から出土した須恵器の杯である。暗褐色

粘質土層（黒ボク）の上層から出土した。調整は内外面ともに回転ナデで、色調は内外面とも淡青

灰色である。

(2）第1トレンチ包含層

4～32はトレンチの北側での人力掘削作業中や耕作溝検出作業中、遺物包含層から出土した遺

物である。

4は包含層から出土した陶器の小型の杯であり、口径が7cmと小さい。色調は灰褐色で、内面

に自然粕がかかっている。調整は内外面とも回転ナデ、底部にヘラケズリが施されている。 小型

だがていねいに作られている。5は包含層から出土した陶器の椀の高台部分である。調整は内外

面に回転ナデが施され、底部は削り出し高台である。色調は内外面とも明褐色である。6は包含

層から出土した陶器の椀の高台部である。調整は内外面には回転ナデと施粕がみられる。高台部

分は削り出しである。色調は内面は暗茶褐色、外面は淡茶褐色である。 7は包含層から出土した

陶器の椀の高台部分で、調整は内外面に回転ナデが施され、内外面の一部分に白色の紬薬がかけ

られている。外面の色調は淡黄褐色である。8はトレンチ北側での遺物包含層掘削中に出土した

須恵器の杯Bである。調整は内外面ともにナデで、底部は張り付け高台である。色調は淡灰色で

ある。9はトレンチ北側での遺物包含層掘削中に出土した須恵器の杯Bである。底部は貼り付け

高台である。調整は内外面ともナデで、色調は淡灰色である。10はトレンチ北側での遺物包含層

掘削中に出土した須恵器の杯Bである。底部は貼り付け高台で、調整は内外面ともナデで、色調

は淡灰色である。11はトレンチ北側での遺物包含層掘削中に出土した須恵器の蓋である。調整は

回転ナデで、外面の口縁部付近には、重ね焼きの痕跡がみられる。色調は淡灰色である。12はト

レンチ北側での遺物包含層掘削中に出土した須恵器の蓋である。調整は回転ナデで、色調は淡灰

色である。11・12の2点とも頂部に摘みが付く タイプであるが欠損している。また、 11と12では

口縁部先端の形状が異なっている。13はトレンチ北側での遺物包含層掘削中に出土した葦杯の杯

身である。調整はナデで、色調は淡青灰色である。14は遺構精査時に出土した蓋杯の杯身である。

調整は外面底部にヘラケズリが施され、口縁部外面から内面底部までがナデである。色調は淡灰
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色である。15はトレンチ北側の遺物包含層掘削中に出土した土師器の羽釜の口縁部分の破片であ

る。つばの部分は貼り付けである。色調は黒灰色である。 16は北側の包含層から出土した緑粕陶

器の椀の口縁部片である。調整は内外面ともナデが施され、内外面に淡緑灰色の紬がかかってい

る。17は遺物包含層から出土した須恵器の杯Bの高台部分である。高台は貼り付け高台である。

調整は内外面ともナデで、色調は淡灰色である。18は遺物包含層から出土した須恵器の杯Bであ

る。高台は貼り付け高台である。調整は内外面ともナデで、色調は淡灰色である。19は遺物包含

層から出土した須恵器の杯Bで、高台は貼り付け高台である。調整は内外面とも回転ナデで、色

調は淡灰褐色である。20は遺物包含層から出土した須恵器の杯Bの高台部分で、高台は張り付け

である。調整は内外面ともに回転ナデで、色調は淡灰色である。21は遺物包含層から出土した須

恵器の杯Bと思われる。高台は張り付けである。調整は内外面ともに回転ナデで、色調は淡灰色

である。22は北側の遺物包含層の掘削中に出土した脚部の破片である。おそらく須恵器の高杯の

脚部と思われる。調整は内外面ともに回転ナデで、色調は淡青灰色である。23はトレンチの南側

の排水溝掘削時に出土した須恵器の高杯の脚部と思われる。杯部には皿状の杯が付くものと思わ

れる。調整は脚部に回転ナデがみられる。色調は淡灰色である。24はトレンチ北側の暗渠埋土か

ら出土した土師器の甑の把手部分である。把手の先端は上向きに折り曲げられている。把手部分

の調整は指による成形痕が残るのみで、色調は淡黄褐色である。25はトレンチ北側の遺物包含層

から出土した緑紬陶器の皿の高台部分である。内面と高台部分には、重ね焼きの痕跡（アミ部分）

が3か所ずつみられる。緑色紬は内面と高台部の一部に施されている。調整は回転ナデが施され、

底部は削り出し高台である。26はトレンチ北側の遺物包含層から出土した緑紬陶器の皿の高台部

分である。26と同様に内面と高台部分に、重ね焼きの痕跡（アミ部分）がみられる。しかし、 2点

は高台の形状も異なっている。27はトレンチ北側の包含層から出土した土錘である。長さは

2.3cm、径は最大で0.8cmを測るが、一部欠損している。28はトレンチの中央の暗渠の埋土から出

土した須恵器の短頚査の口縁部から頚部にかけての破片である。調整は全体に回転ナデが施され

ている。色調は淡灰色である。29はトレンチ北側の遺物包含層から出土した須恵器の査の口縁部

分である。口縁部から径を復原したところ、大きめの査であろうか。調整は内外面ともナデで、

色調は灰褐色である。

30はトレンチ北側の遺物包含層掘削中に出土した問器のすり鉢の口縁部である。色調は茶褐色で

ある。31はトレンチ西側の排水溝掘削中に出土した陶器のすり鉢の口縁部である。色調は淡茶褐

色である。32はトレンチ北側の包含層から出土した寛永通賓（初鋳1636年）である。銭貨の外縁は

もろくなって一部欠損しているが文字は判別できた。

(3）第2トレンチ包含層

33～43は第2トレンチの黒灰色粘質土層（黒ボク）の上層である遺物包含層から出土した遺物で

ある。

33はトレンチ南側の遺物包含層で出土した陶器の椀の高台部分である。調整は内外面ともにナ

デが施され、高台は削り出しである。内外には白色の軸薬がみられる。34はトレンチ南側で出土
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した須恵器の杯の口縁部分である。調整は内外面ともにナデで、色調は淡灰色である。35はトレ

ンチ南側で出土した須恵器の杯の口縁部分である。調整は内外面ともにナデで、色調は淡灰色で

ある。36はトレンチ中央の遺物包含層から出土した須恵器の杯Bで、底部の高台部分の破片であ

る。底部の高台は貼り付け高台である。調整は内外面ともにナデが施され、色調は内面が青灰色

で外面が灰褐色である。37はトレンチ中央から南側にかけての遺物包含層から出土した須恵器の

蓋の口縁部分である。調整は外面頂部にヘラケズ 1人口縁端部から内面全体はナデが施されてい

る。色調は淡灰色である。38はトレンチ中央から南側にかけての遺物包含層から出土した須恵器

の蓋の口縁端部である。調整はナデで、色調は淡灰色である。39はトレンチ中央から南側にかけ

ての遺物包含層から出土した須恵器の蓋の口縁端部である。調整はナデで、色調は淡灰色である。

40はトレンチ南側の遺物包含層から出土した須恵器の蓋の口縁端部である。調整はナデで、色調

は淡灰色である。37～40のそれぞれの口縁の端部は、内面に膨らみをもっタイプである。

41はトレンチ中央での遺構精査中に出土した陶器の椀の高台部分である。高台は削り出しである

が、高台径が4.2cmと小さいことから小振りの椀であろう。色調は淡灰褐色である。42はトレン

チ南側の遺物包含層から出土した土師質の高台部の破片である。端部はていねいにナデが施され

ている。43はトレンチ中央で遺構精査中に出土した土製品である。土師器の破片に孔をあけ、再

利用した有孔円盤と思われる。形は円形と言うよりは隅丸方形に近い形をしている。大きさは約

3 cmほどである。中心にある孔は、工具によって両面から穿たれているようである。色調は淡灰

褐色である。

(4）第1トレンチ溝： S013 

44・45はトレンチの南半分を斜行する溝SDl3から出土した遺物である。これらは溝の北側の

埋土から出土した。

44は須恵器の椀である。内外面にはていねいな回転ナデが施され、底部には糸切りによる切り

離し痕跡が残る。焼成も良好で、色調は青灰色である。45も須恵器の椀と思われるが、口縁部の

破片である。調整は内外面ともに回転ナデで、色調は淡灰色であった。44の土器からみて時期は

10世紀後半に属すると考える。

(5）第1トレンチ：溝SD 14 

46～49は溝SDl4の南側（S X24の西側）の埋土から出土した遺物である。

46は土師器の小皿で、おそらくロクロ回転による土器である。内外面の調整は回転ナデが施さ

れ、底部は糸切りによる切り離しである。色調は淡茶褐色である。47～49は瓦器の椀である。47

は瓦器椀の口縁部分の破片であるが、調整は内外面とも磨滅が著しく、ミガキ・暗文などは判別

できない。48も同様に瓦器椀の口縁部分の破片であるが、調整は内外面とも磨滅が著しくミガ

キ・暗文などは判別できない。49は瓦器椀の高台部分の破片である。この土器も磨滅が著しく調

整は不明である。 また、底部は貼り付け高台である。

(6）第1トレンチ溝： S025・ピット36

50はトレンチの中央付近で検出した直径約lOcmのビット36中より出土した黒色土器A類の皿で
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ある。土器は十数個の破片として出土したが、ほぼ完形品に復原できた。内外面の調整は回転ナ

デで、内面底部に単一方向のナデがみられる、外面底部は糸切りによる切り離しである。内外面

とも磨滅し、色調は薄くなっているが、内面が淡灰褐色、外面が暗灰褐色である。51は溝SD25 

の埋土から出土した土師器の査の口縁部である。調整は内外面ともにナデが施されている。色調

は淡茶灰色である。

(7）第 1トレンチ：総柱建物跡S801 

52～55はトレンチ南端部で検出した総柱建物跡SBOlを構成する柱穴から出土した。

52は柱穴SPOlの埋土から出土した須恵器の杯の口縁部分の破片である。内外面の調整は、回

転ナデで、色調は灰褐色である。53は柱穴SP02の埋土から出土した須恵器の杯の口縁部分の破

片である。調整は内外面の口縁端部には回転ナデ、底部内面は単一方向のナデが施されている。

底部外面は切り離しの後、未調整である。色調は内面が青灰色、外面が暗灰色である。また、口

縁端部は丸味をもっている。54は柱穴SP05の埋土から出土した須恵器の杯の口縁部分の破片で

ある。口縁端部の調整は回転ナデで、端部内面に膨らみをもつものである。色調は淡灰色である。

55は柱穴Sp 10の埋土から出土した須恵器の杯の口縁部分である。口縁端部の調整は回転ナデで、

色調は淡灰色である。口縁部の端部内面に膨らみをもっ。

(8）第 1トレンチ：土坑SX24 

56～84は不定形をした大型の士坑SX24の埋士から出土した遺物である。

56は須恵器の蓋杯の杯身の破片である。内外面には緑色変化した自然粕がみられる。底部外面

は回転ヘラケズリと回転ナデの調整が施されている。自然粕がかかっていないところの色調は、

暗青灰色である。土器の時期としては、 7世紀末に属する土器であると考える。57は須恵器の杯

身であるが、器形の査みが著しい。口径が小さいところで10.6cm、最大では11.7cmを測り、器高

は3.9cmを測る。内外面の調整は回転ナデで、底部外面は未調整である。この土器は破片が接合

し完形となった。58は須恵器の杯である。口縁部が広く外反するものである。調整は内外面とも

回転ナデで、底部外面はヘラ切り後は未調整である。色調は焼成が不十分のためか、内外面とも

淡赤灰色である。59は須恵器の皿と思われる。器高が低く、底部にヘラケズリがみられる。色調

は淡灰色である。60は須恵器の椀と思われ、器形は丸味をもっ。調整は内外面ともにナデで、色

調は淡灰褐色である。61は須恵器の杯である。調整は内外面とも回転ナデが施されている。色調

は淡青灰色である。62は須恵器の杯の破片である。調整は内外面ともにていねいな回転ナデが施

され、外面底部に強いナデがみられる。色調は暗灰色である。63は須恵器の杯である。調整は内

外面ともに回転ナデで、色調は暗灰色である。64は須恵器の杯である。調整は内外面ともに回転

ナデが施され、色調は淡灰色である。65は須恵器の杯Bで、底部に貼り付け高台をもっ。この土

器は、数点の破片から接合し完形に復原できたものである。口縁部の直径は12.5cmで高台径は

8.9cm、器高は4.5cmを測る。調整は内外面とも回転ナデが施されている。66は土師器の皿である。

内面にはナデのあとに放射状の暗文、外面にはナデの後に横方向のミガキが一部に確認できる。

色調は赤灰褐色である。67は須恵器の蓋の口縁部分の破片である。調整は回転ナデで、色調は淡
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灰褐色である。68は須恵器の蓋の口縁部である、調整は内外面ともに回転ナデで、色調は淡灰褐

色である。69須恵器の蓋の口縁部である。調整は回転ナデで、色調は青灰色である。70は須恵器

の蓋である。外面頂部には回転ヘラケズリが施されている。また、口縁端部と内面にはナデが施

されている。色調は暗灰色である。71は須恵器の蓋の口縁部である。調整は回転ナデで、色調は

暗青灰色である。72は須恵器の葦である。調整は内外面ともに回転ナデが施され、色調は暗灰色

である。72は須恵器の蓋である。外面頂部に回転ヘラケズリが施されている。外面の口縁部から

内面にかけては回転ナデが施されている。色調は暗青灰色である。73は須恵器の蓋である。内外

面ともに回転ナデの調整がみられる。74は須恵器の蓋である。調整は頂部外面はヘラケズリ、口

縁端部から内面は回転ナデが施されている。67～74の須恵器の蓋のそれぞ、れの口縁端部は、若干

形状が異なっている。75は土師器の聾の口縁部分の破片である。調整は内外面とも磨滅が著しい

ため不明である。色調は淡茶灰色である。76は須恵器の杯Bの口縁部から底部高台にかけての破

片で、底部に貼り付け高台をもっ。調整は内外面とも回転ナデが施されている。色調は暗灰色で

ある。77も同じく須恵器の杯Bであるが、 76に比べると杯部が浅いためプロポーションが異なる。

調整は内外面とも回転ナデが施され、底部は貼り付け高台である。色調は内面が淡灰色、外面は

暗灰色である。78も77と同様な杯Bであるが、口縁部分に査みがみられる。調整は内外面とも回

転ナデが施され、底部は貼り付け高台である。色調は内面が青灰色で、外面が暗灰色である。79

は須恵器の杯である。大きめの杯で外面には淡緑灰色の自然紬がみられる。調整は内外面とも回

転ナデが施されている。内面の色調は暗灰色である。80は須恵器の杯Bの高台部分で、調整は内

外面とも回転ナデが施され、底部に貼り付け高台をもっ。色調は暗灰色である。81も須恵器の杯

Bの高台部分で、調整は内外面とも回転ナデが施され、底部に貼り付け高台をもっ。色調は暗灰

色である。82も同様に須恵器の杯Bの高台部分である。調整は内外面とも回転ナデが施され、底

部に貼り付け高台をもっ。色調は内面が淡灰色、外面が淡灰褐色である。83は須恵器の大型の深

鉢の口縁部から体部にかけての破片である。調整は外面の口縁端部に膨らみをもち、 一条の沈糠

がある。調整は内外面ともにナデが施され、色調は暗灰色である。84はチャート製の石鍛である。

石銑の一部分が欠損している。石鍛の形状からみて、おそらく縄文時代に属する遺物であろう。

土坑SX24から出土した遺物は 7世紀後半～10世紀末と時期幅がある。しかし、 一部を除いて

ほとんどの遺物は8世紀前半に属するものである。このことから、遺構の時期は、 8世紀前半の

ものと想定することができょう。

7.まとめ

今回の発掘調査によって、得られた成果についてまとめる。

調査地の北側でトレンチA～Cの3か所の試掘調査を実施した。その結果、希薄であるが、遺

構を検出し、この地点にも遺構が分布することが確認できた。また、調査地の中央(120m問）で

は、断ち割り調査と試掘トレンチAと第1トレンチの北側で確認した黒灰色粘質土（黒ボク）の堆

積状況から、この間に自然流路が存在することが判明した。しかし、時期を示す遺物の出土はな

円
く

υ
円

i



京都府遺跡調査概報第98冊

く堆積層も厚いため、今回の調査においては、この自然流路の全面的な解明には至っていない。

調査対象地の南側での面的な調査では、今回の調査の第1トレンチが第5次調査区の北側にあ

たることから、弥生・古墳～平安時代の遺構の北への広がりが予想されたが、弥生時代や古墳時

代の遺構はなく、奈良時代末～平安時代前期の遺構や中世の遺構を検出した。奈良時代末～平安

時代の遺構は、第lトレンチの南半部で集中して検出した。総柱建物跡SBOlは、 2間× 3間以

上の建物で、第5次調査で検出された建物跡とほぼ同じ方位を持つことから、この一帯には数棟

の倉庫が建てられていた可能性も指摘できる。また、溝SDl3については、総柱建物跡SBOlと

ほほ同ーの方向を向いているので、何らかの区画溝であ

る可能性も考えられる。

土坑24についても、遺構の性格は不明であるが、出土

遺物から総柱建物跡SBOlや溝SDl3とほぼ同時期の遺
尽ヨ

癌卜レンチ ,300 + 

：試？卜一
、、

X=-101,350 

2卜レンチ

X＝ー101,400

100m 
＼ 、

。

第55図 自然流路検出位置図

構であると思われる。出土遺物では、 8世紀前半の須恵

器・土師器のほかに、縄文時代の石鍛が出土しているこ

とから、周辺にこれまで確認されていない縄文時代の遺

跡が存在する可能性が指摘できる。

第2トレンチにおいては、遺構の検出はできなかった

が、自然流路の存在を確認することができた（第55図）。

この溝は、試掘トレンチAとの成果と照合すると、北西

方向から南東方向に流れ、調査地内を斜行する流路であ

ることが確認できたO このことは、池上遺跡の範囲や立

地などの古環境を考える上で、今後の研究の資料となる

であろう。

また、中世以降の遺構も密度は希薄であるが、広範囲

にわたって存在することも確認できた。

池上遺跡の第7次となる今回の調査地では、弥生～古

墳時代の遺構はなく、奈良時代末以降の遺構を検出した。

検出遺構は、第 lトレンチの南側で集中し、中央部で確

認した自然流路の南側で遺構は途切れる。過去の調査か

ら遺構の変選を整理すると、池上遺跡では時期が新しく

なるにつれ、北へ移動していったと考えられる。今回検

出した奈良時代末～平安時代前期に属する総柱建物跡S

BOlは、トレンチの南端で検出したが、それより北側で

は検出できなかった。そして、第1トレンチ南端部にし

か同時期の遺構が存在しないことからも遺跡の変遷が追

えるのではないだろうか。
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また、今回確認した遺跡範囲内を斜行する 自然流路（約120m間）によって、池上遺跡の遺構の

北限が確認できたと考える。もし、北限ではなかったとしても、この地点で弥生時代～中世にお

よぶ集落の遺構が途切れること は事実である。また、自然流路よ り北側では、希薄ながら遺構が

存在することも確認できた。この遺構が池上遺跡に属するものか別の遺跡かは、 今後の周辺の遺

跡調査の成果が待たれる。今回の調査によ って得られた成果が、遺跡の範囲や遺構の変還などの

今後の遺跡、の調査 ・研究の検討資料とな り、弥生時代から中世にまでおよぶ複合遺跡である池上

遺跡の実態を解明する手がかりとなることを期待したい。

（村田和弘）

注l 第7次調査に参加していただいた作業員 ・補助員 ・整理員の方々（順不同・敬称略）

松本勝・山下秋雄・園府尚美 ・石橋愛子・麻田早苗・塚脇徹 ・後藤敏雄・谷田ふさ子・大内清

美 ・関岡いずみ ・八木実登志 ・谷津亨 ・麻田洋子 ・西河和美 ・仲川宏子・秋田 清 ・松本孝子 ・

平井もと子 ・後藤恵美子 ・吉村美穂・藤木旬子 ・東古昌樹・天池佐栄子・宅間のり子 ・村上計太 ・

今西光 ・中川香世子 ・小寺明美

注2 上島 亨「池上院と神護寺 ・丹波国府 新史料の紹介と皇慶の活動をめぐって一」 （『郷土誌八木』

第10号八木史談会） 2000 

注3 鵜島三毒「国道9号バイパス関係遺跡(1) 八木嶋遺跡第2次J（『京都府遺跡調査概報j第46冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1991 

柴 暁彦、原田三喜 「国道478号バイパス関係遺跡 八木嶋遺跡第2次J（『京都府遺跡調査概報J

第56冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1994 

注4 柴 暁彦「国道9号バイパス関係遺跡（3) 八木城跡 ・堂山窯跡」（ r京都府遺跡調査概報J第51冊
（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1992 

引原茂治 「国道478号バイパス関係遺跡（2) 八木城跡第2次」 （『京都府遺跡調査概報j第56冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1994 

引原茂治「国道478号バイパス関係遺跡（2) 八木城跡第2・3次J（『京都府遺跡調査概報j第62冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1995 

注5 谷口 悌 f八木町遺跡地図一町内遺跡詳細分布調査報告書－J 八木町教育委員会 1997 

注6 谷口 悌『池上遺跡発掘調査一第2次調査－J 八木町教育委員会 1998 

注7 谷口 悌『池上遺跡発掘調査一第3・4次調査一j 八木町教育委員会 2000

注8 野々口陽子「余部遺跡第2次」（『京都府遺跡調査概報j第81冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター） 1998 

野々口陽子「余部遺跡第5次J( r京都府遺跡調査概報j第88冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ
ンター） 1999 

注9 中川和哉 ・野々口陽子 ・筒井崇史「1.池上遺跡第5次J（『京都府遺跡調査概報j第91冊 （財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター） 2000 

注10 奈良康正「2 府営農業基盤整備事業関係遺跡平成11年度調査概要［l］池上遺跡J（『埋蔵文化財

発掘調査概報J2000 京都府教育委員会） 2000 
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5 .半木町遺跡発掘調査概要

1 .はじめに

平成11年度、京都府立大学構内で京都府立大学1号館改築工事が計画されたことに伴い、京都

府立大学文学部史学科日本歴史学講座が中心となって建設予定地内で試掘調査を実施した。その

結果、平安時代前期と鎌倉時代を中心とする遺物を包含する土層が検出され、この場所が古代に
（注 1)

形成された集落遺跡の一画に位置することが明らかとなり、新たな遺跡として周知された。今年

度、この成果を受けて、 l号館建設予定地を対象として面的な発掘調査を実施した。本文はその

概要である。

今回の調査は、工事地区内の遺構 ・遺物の広がりとその性格を確認するとともに記録を作成し、

特に重要な遺構・遺物が確認された場合には、その保存のための資料を合わせて作成することを

目的として実施した。調査は l号館改築工事対象地である約500m2を対称とした。調査担当者は、

当調査研究センター調査第2課主幹調査第2係長事務取扱久保哲正と同主任調査員田代 弘であ

る。調査は、平成12年7月18日に着手し、 9月28日までに現地での作業を終了した。10月3日に、

発掘調査成果についての説明会を実施し、全ての作業を終了した。なお、調査経費は京都府が全

額負担した。

2.遺跡の位置と環境

京都府立大学構内は、京都市左京区下鴨半木に所在する。山城盆地の北郊、鴨川と高野川の合

流する洛北の景勝地に位置し、両河川により形成された自然堤防上に立地している。府立大学周

辺では、古代の人々の生活跡が広い範囲で発見されている。北西に位置する京都府立植物園周辺

では、縄文時代から中世にかけての長い間、集落が営まれていたことが明らかにされた（植物園

北遺跡）。洛北地域では拠点的な役割をも った複合集落遺跡と推定されている。府立大学の農場

の北側に隣接するコンサートホールの敷地内では平安時代を中心とする建物跡が多数発見さ
（注2)

れた。昨年度の試掘調査で府立大学構内にも平安時代から中世にかけての集落遺跡が存在する可

能性が指摘され、遺物散布地も広い範囲で確認された。このよっに、府立大学とその周辺には数

多くの集落遺跡が長期間にわたって形成されたことが明らかにされつつある。

3.調査の経過と概要

(1)調査の経過

平成11年度の試掘調査では、旧校舎建造に伴うとみられる地山の撹乱が著しいものの、 lOcm前

後の包含層が部分的に遺存することが確かめられた。したがって、今回の調査は未撹乱の包含層
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第56図調査地位置図（1/250,000)
『京都市遺跡地図j 京都市文化市民局 1996を一部改変

第57図 調査トレンチ配置図（アルファベットがトレンチ名称）
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第58図 A地区検出遺構平面図
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l.アスフアル ト

7.暗茶褐色土

第59図 A地区土層断面図

2.撹乱土層 3.暗青灰色粘土 4.暗青灰色土

8.黄色土（地山）

8 
。

5.暗灰色土 6.砂磯層

5m 

の広がりを確認することと、その部分に遺存する遺構を検出することを目的として実施した。

調査対象地区は、 2か所の工事予定地区である。北側の地区をA地区、南側の地区をB地区と

して調査に着手した。調査に先立って、まず、両地区の表土を重機を用いて除去した。包含層上

面まで重機掘削をし、その後に人力で掘削を進め、遺構 ・遺物を精査した。遺構を平面的に検出

した段階で平板による遺構の平面的分布図を作成し、検出遺構番号を付した。遺構を掘削し、遺

構平面形が確定した段階で、 1/20の実測図・断面図を作成した。作業の進捗に応じて、随時、写

真撮影などの記録作業を行った。
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第60図 B地区検出遺構平面図
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第61図 B地区土層断面図

1.アスフ アルト 2.撹乱土層 3.暗青灰色土 4.暗茶褐色土（包含層） 5.黄色土（地山）

(2）調査概要

①A地区（第58図） 平成11年度に試掘調査をした地区である。この地区に遺物包含層 ・遺構が

分布することが予想されたが、表土掘削の結果、調査地区内は旧校舎の基礎工事等によって大き

く撹乱されていることがわかった。包含層と遺構面が遺存する場所はごくわずかで、島状にかろ

うじて検出しえた状況であったO 遺存していた遺構面を精査して遺構を検出することを試みた結

果、 22個のピットを検出することができた（第60図）。 ピットは円形のもの、隅丸方形のものがあ

り、しっかりと掘られていた。これらのビ ットは、掘立柱建物跡の柱穴と推定される。しかし、

狭い範囲で散発的に確認したのみであり、建物跡の形状や規模は明らかでない。遺構の形成年代

については、 Pit4から出土した須恵器椀（第63図5）の年代が9世紀代に属するのものであること、

鎌倉時代時代以前に形成されたと推定される包含層（暗茶褐色土層）を埋土としていることなどか
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ら、平安時代から鎌倉時代に形成された遺構

とみることができる。この地区の包含層は

lOcm以上の厚みを有しており、撹乱がなけれ

ば、ピット群を一定の広がりをなして検出し

得た可能性がある。

②B地区 B地区では、 A地区で検出され

半木町遺跡発掘調査概要
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第62図 各トレンチ検出ピット断面図
多くは大学関連施設の基礎工事が行われた際

A地区： l～6( 1 :Pitl, 2 :Pit2, 3 :Pit3, 4 :Pit4, 

に大きく削平され、撹乱をうけていることが 5 :Pi t5 6 :Pi t6) 

わかった（第61図）。 A地区で検出した包含層 B地区： 7～15(7:Pit1,8 :Pit2, 9 :Pit3,10:Pit4, 
11:Pit7,12:Pi t8, 13:Pi t9, 14:Pi tlO, 

の一部とピット、土坑などの遺構などを検出 15: S K04) 

することができたが、建物跡などの遺構を面的に検出することはできなかった。遺物包含層であ

る暗茶褐色土層は、土層断面の観察から、調査地の東 ・南・西の方向へとさらに広がることを確

認した。

ピットは、掘立柱建物跡の柱穴とみられるものであるが、概して浅く、不明瞭なものが多い。

ピット・土坑は暗茶褐色土層を埋土とするものが多い。

(3）出土遺物

遺物は、ピットから少量を検出したほか、 大半は包含層 ・撹乱土層で検出したものである。平

安時代以降の遺物が中心であるが、縄文時代晩期に遡る可能性のある暗茶褐色の胎土を有する土

器破片、奈良時代に遡る可能性のある須恵器杯や布目瓦破片など、平安時代以前の土器類も認め

られる。平安時代の遺物としては、杯身・杯蓋・斐・査などの須恵器類、緑軸陶器皿、土師器類

などがある。包含層からは須恵器や土師器 ・瓦などの破片が出土した。平安時代を中心とし、近

世におよぶ。出土遺物中、主なものを第63図に示した。

f寸：二週、 1
／一三宅三軍司~2

～ヒゴヨ・，－＿.＿ 7 
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第63図 A・B地区出土遺物実測図
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1は須恵器査の蓋である。上面に淡緑色の自然紬が認められる。2は須恵器の杯蓋である。口

径18cmを測る。8世紀後半から 9世紀前半に属するものであろう。3・4は高台を有する杯身、

5・6は高台をもたない須恵器杯身である。7は糸切り痕を有する椀の底部である。9は器体内

外面に緑紬を施す椀の底部破片である。8は須恵器査の底部である。10は灰紬を施す椀の底部で

ある。11は灯明皿である。近世の施紬陶器である。12・13は平瓦破片である。12は平行タタキが

施された布目瓦で、厚さが2cmほどで精良な粘土を用いて作られている。奈良時代以前に属する

ものであろう。13は縄タタキが施された布目瓦である。平安時代後期に属するものであろう。

3.まとめ

今回の調査地区内は、以前に建てられた校舎基礎工事に伴う撹乱により、遺構検出面が広い範

囲で撹乱されていた。遺構の遺存状態は良くなかったが、調査によって以下の諸点を明らかにす

ることができた。

今回の調査地点は、出土した遺物からみて、縄文時代晩期には人々の生活が始まり、奈良時代

以降に宅地として利用されたと考えられる。

A・B両調査地区で検出したピットの中には、掘立柱柱穴と推定されるものがある。A地区で

は9世紀代の遺物を伴うものがあり、平安時代の掘立柱建物跡が存在したことは疑いない。調査

対象地では、撹乱が著しいために全体像を明らかにすることはできなかったが、撹乱がおよんで

いない地点では遺構が良好な状態で遺存している可能性がある。

遺跡の広がりを示す包含層は、今回の調査地で、さらに東と南方向へ広がっていることが明ら

かとなった。西側と北側については撹乱が著しいので明らかではないが、テニス場付近で遺物が

採取されていることなどから考えると、この方面にも包含層が広がり、遺構が遺存していると考

えられる。なお、京都市・京都府との協議の上、今回の調査地点を含む府立大学構内の遺跡の広
はんぎちょう

がりを「半木町遺跡」として範囲の指定を行い、周知の遺跡として認定することとなった。

（田代弘）

注l 菱田哲郎・熊崎 司「京都府立大学構内遺跡の試掘調査」 （『洛北史学j第2号 京都府立大学）

2000 

注2 『京都市遺跡地図j 京都市文化市民局 1996 

竹原一彦「植物園北遺跡第11次発掘調査概要」（ r京都府遺跡調査概報j第54冊 （財）京都府埋蔵文
化財調査研究センター） 1993 

岸岡貴英「植物園北遺跡第13次発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第58冊 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 1994 

峰 鎌「植物園北遺跡の調査J（『第49回京都市考古資料館文化財講座資料』 京都市考古資料館）

1991 

久世康弘「植物園北遺跡（第9次）」（『平成3年度京都市埋蔵文化財調査概要j （財）京都市埋蔵文

化財研究所） 1995 

円ノ“nxu 
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6 .三 山木遺跡第 3次発掘調査概要

1 .は じ めに

この調査は、綴喜都市計画事業三山木地区区画整理事業に伴い、京田辺市の依頼を受けて実施

した。平成9年度には、京田辺市教育委員会が事業施行範囲である31.2haを対象に試掘調査を実
（註1)

施し、遺跡、の範囲ならび、に概要確認を行っている。その結果、三山木山崎から東方に延びる低丘

陵先端の微高地部を「三山木遺跡」とし、弥生時代から鎌倉時代にかけての集落遺跡が存在する

とした。また、府道生駒・井手線北側で府道八幡・木津線から近畿日本鉄道京都線にかけてを

「二又遺跡jとし、奈良時代から鎌倉時代にかけての遺構が遺存すると考えられた。その後、第

2表のとおり発掘調査が実施され、各遺跡、の詳細が部分的であるが徐々に判明しつつある。今回

の調査は、 三山木遺跡では3回目の調査となる。

現地調査は、 当調査研究センター調査第2謀主幹調査第2係長事務取扱久保哲正 ・同主査調査

員岡崎研ーが担当した。現地調査は平成12年5月15日から同年9月28日まで行い、調査総面積は

1,400ばである。9月21日には約70名の見学者の中、現地説明会を開催した。調査時の空中写真

は（株）かんこうに委託した。これら調査にかかる経費は、全額京田辺市が負担した。本概報作成

にあたっては主に岡崎が担当し、遺構図の作成・遺物整理などの作業は調査参加者がそれぞれ分

業した。遺物写真については、調査第l課資料係主任調査員田中 彰が撮影した。なお、執筆は、

岡崎・松田早映子が、遺構図等の トレースは川端美恵が行い、文責については文末に記した。調

査期間中は、京田辺市教育委員会 ・京都府立山城郷土資料館・地元各自治会など、各関係諸機関

の協力をいただいた。また、地元の方々をはじめ学生諸氏には調査補助員 ・整理員として従事し

ていただ♂九。 記して感謝の意を表したい。

第2表 三山木遺跡 ・二又遺跡調査一覧表

遺跡名 次数 調査期間 調査面積 調査主体 調査担当 時代 検出遺情

平成10年11月9日 京田辺市 鷹野一太郎 飛鳥時代 掘立柱建物

二又遺跡 ～ 約1,500m' 教育委員会 五百磐顕一 ～ 井戸 ・溝・

平成11年2月5日 鎌倉時代 土塁状遺構

平成10年11月9日 京田辺市 鷹野一太郎 縄文晩期

三山木遺跡 第l次 ～ 約300m' 教育委員会 五百磐顕一 ～ 溝・柱穴

平成11年2月5日 鎌倉時代

平成11年5月17日 （財）京都府埋蔵 岡崎研一 弥生前期 土坑・溝・

三山木遺跡 第2次 ～ 約1,800m' 文化財調査研究 田代弘 ～ 掘立柱建物

平成11年10月28日 センター 鎌倉時代 ・井戸

円
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2.位置と環境（第64図）

京田辺市は、京都府南部にあたる南山城地域のほぼ中央に位置する。木津川は、当地域中央を

北流する。岡市はその左岸に所在し、西は大阪府枚方市、西南は奈良県生駒市、南は相楽郡精華

町、東から東北には木津川を隔てて綴喜郡井手町と城陽市、北は八幡市と隣接している。現在で

も大阪府・京都市・奈良市 ・滋賀県方面への分岐地点とされ、交通の要衝にあたる。枚方市との

境には、生駒山系から派生する低丘陵が北方に延びており、低位地帯は木津川によって形成され

第64図 調査地および周辺遺跡分布図 (1/25,000) 

1.三山木遺跡（調査地） 2.田辺遺跡 3.輿戸遺跡 4.天神山遺跡 5.新宗谷遺跡 6.飯岡遺跡

7.古屋敷遺跡 8.田中（二又）遺跡 9.口駒ヶ谷遺跡 10.南山遺跡 11.西羅遺跡 12.三山木廃寺

13.宮ノ下遺跡 14.直田遺跡 15.遠藤遺跡 16.下川原遺跡 17.桑町遺跡 18.屋敷田遺跡

19.宮ノ口遺跡 20.奥山田池遺跡

-84-



三山木遺跡第3次発掘調査概要

第65図 区画整理区域内の遺跡分布図（破線は区画整理範囲）

西側に広がる。遺跡、は、東西200m・南北200mを測る。山崎の丘陵尾根筋が東方向に舌状に張り

出しており、その北側には普賢寺川が、南側には遠藤川が蛇行して東流する。

弥生時代前期から中期にかけては、この尾根筋上に住居跡などの遺構があったとみられ、尾根

筋中央のわずかな谷地形から当時の土器片・石器片などが多量に出土して♂誌。また、遠藤川南

側にも弥生時代前期の宮ノ下遺跡が広がる。現在、近畿日本鉄道の操車場と大きく様変わりして

いるが、この地も宮津から北東方向に延びる丘陵先端部にあたり、 三山木遺跡近辺の地形と類似

する。古墳時代の遺跡は、飯岡付近に飯岡古墳群と近鉄輿戸駅西方の正陵部に興戸古墳群がii。
後期には、飯岡横穴が築かれる。しかし、古墳時代の集落遺跡については不明である。奈良 ・平

安時代には、山崎から延びる尾根筋先端の、普賢寺川近くの微高地上に二又遺跡が広がる。当遺

跡は、東西300m・南北lOOmを測り、奈良から平安時代にかけての掘立柱建物跡・柵列・ 土塁状
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（注5)

遺構 ・溝 ・井戸などが検出されている。墨書土器の出土などは注目される。また、『続日本紀』

和銅4(711）年の条文に山本駅設置の記載があり、現在の府道木津八幡線付近を古山陽道が通じ

ていたとする説が、歴史地理学からの説であり有力視されている。三山木遺跡東側を山本と言い、

山本駅の比定地で、l~。 寿宝寺東側に「山本駅旧跡j と記された石塔が存在する。
三山木遺跡から西方約2kmには、天平16(744）年に安置されたとする国宝十一面観世音菩薩を

本尊とする観音寺がある。境内には、式内社地祇神社も存在する。周辺には、下大門 ・上大門な

どの寺院関係地名と普賢寺領の荘官が住んでいたとされる下司など荘園関連地名などが集中す

る。観音寺本堂裏手の丘陵部には礎石が現在も遺存し、塔が存在したと考えられている。ここか

ら三山木一帯を一望することができる。塔跡周辺には奈良時代前期から平安時代にかけての瓦片

が多量に散布する。観音寺からさらに南西約3kmにも式内杜朱智神社があり、 古く より三山木か

ら大阪枚方方面へ抜ける街道が存在したと想像できる。朱智神社の南方約2kmには笠上神社があ

ここから南山城を一望できる。り、

また、調査地南方約500mの丘陵裾部（宮津）には、573年に創建されたとされる式内社佐牙乃神

杜がある。もともと三山木字山本にあったものを1429～41年に移したとされ、 10月になると神輿

の渡御が、宮津を起点として山本まで往復される。

要概査3.調

(1)基本層位

今回の調査地は、主に三山木遺跡東端部、現在の近畿日本鉄道京都線三山木駅付近に集中する

ことから、当地での基本層位の概略を説明する。第66図に示すように、第4トレンチにおける遺

構面の標高は第2トレンチよりも約lm高い。これは、西方の山崎に広がる低丘陵の裾部に広が

る微高地が第4トレンチの方向に延びていたことを示す。第4トレンチでは、耕土層下に薄く堆

この面から平安時代以降の柱穴積する遺物包含層（灰色砂土）の下が遺構面（黄白色砂土）となり、

や溝などを検出した。遺構の残りを見ると後世にかなり削平を受けており、遺構面としてはこの

l面であった。第2トレンチでは、最近に近畿日本鉄道が約 lmの盛土を行っており、もともと

の地形はかなり低かった。耕土層下は、砂土ならびに砂質土が交互に堆積しており、薄く堆積す

る遺物包含層（灰色砂土）の下が遺構面となる。遺構面は2面確認し、上層 ・下層遺構とした。第

66図に示した茶褐色砂土の上面と下面が遺構面である。灰色砂土・茶褐色砂土には、弥生時代か

ら鎌倉時代にかけての土器片が混入してい

た。このことから両土層と も、鎌倉時代に堆

－ －「一三二二二三F二二：：：＿＿2 I L=29.0m  

三二.－：：；－＿，.，， ~タタクヲ巴里・Om 積したものと考えられる。

(2）検出遺構

各トレンチ毎に概要説明をし、主な遺構に3 .）提黄褐色砂質土
6茶褐色砂土

第2卜レンチ

1盛土 2耕地
4淡灰色粕質土 5灰色砂土
7黄褐色土混じり灰色土 ついての詳細を記す（第67図）。
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A.第1トレンチ（第68図、図版第52)

昨年度に当調査研究センターが調査を行った第3トレンチ南側の隣接地に、約90m2の調査地を

設定した。当地は、山崎から延びる丘陵尾根筋上に当たり、北側と南側の低地部を調査した際に

nu 
nu 
民叫at－ 
－
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V司 Yo-19.300 

第67図調査地位置図
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＼＼  
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弥生土器が多量に出土していることから、当時の住居跡などが

存在すると想定された。掘削した結果、現在の地形は後世に大

きく削平した後に、盛土されていることが判明した。検出した

遺構は、溝 1条（S DOI）と柱穴と耕作溝である。削平を受けて

おり残りは非常に悪い。SDOIは耕作溝の埋土と異なり、柱穴

と同色の暗茶褐色土であった。SDOIは、東西溝（主軸はN66

。E）で、幅0.7m・深さO.lm ・検出長2mを測る。昨年度調査

の第3トレンチで検出したSD03と平行する形であったかもし

、。れない。遺存状況が悪く、出土遺物もないことからその関係に

ついては不明で、ある。柱穴は、径0.2～0.3m・深さ0.2mを測

る。柱穴が一列に並ぶと思われた箇所があり、 一部拡張を行っ

たがその続きは見つからず、掘立柱建物跡や柵列などにはなら

なかった。

I B.第2卜レンチ（第69図、図版第52～56)
0 4m  

I 近畿日本鉄道京都線三山木駅西側に設定した調査地である。

第68図第1トレンチ平面図 面積は、約600ばである。最近l～l.Smの盛土がなされたよう

で、元々の地形は調査前のそれとは大きく異なる。断面・土質から、もとは水田であったことが

うかがえ、耕土層下約O.Smで遺構面となる。遺構としては4条の溝と中世の水田面を確認した。

①上層遺構（第69図、図版第53)

s 002 トレンチ北側で検出した南北方向の溝である。幅約0.3m・深さ約O.lm －検出長約7

m、主軸はNS。Eを測る。切り合い関係では最も新しい溝であることが確認でき、溝内から土

師器皿片1点（47）が出土した。

s 003・04 トレンチ中央で検出した東西方向の溝である。SD03は北側の溝で、 SD04は南

側の溝である。両溝は、東側でわずかに南へ湾曲するが、ほぼ平行する形で確認したことから、

同時期の遺構の可能性が高い。両溝問の距離は、約7.5mを測る。SD03の規模は、幅約lm－深

さ約0.2m・検出長約14m、主軸はN88。Eで、 SD04は、幅約0.5m・深さ約0.2m・検出長約12

m、主軸はN89。Eを測る。SD03北側は、溝に沿って幅約0.6m・高さ約O.lmの畦が認められ、

それより以北は灰色粘土が広がり、水田面であったと思われる。ただし、稲株などの痕跡の検出

には至らなかった。水田面と畦との標高差は、約0.2mを測る。SD03から土師器聾片が出土し、

水田面埋土中からは土師器片・須恵器片に混じって瓦器椀や土師皿の破片付0～46）も出土するこ

とから、鎌倉時代頃に機能したものと考えられる。SD03とSD04の聞は暗茶褐色土が堆積して

おり、水田部の埋土とは異なった。両溝は、ほぽ東西方向を向くことから、付近一帯に広がる条

里地割を踏襲する方格地割りに伴う遺構と考える。 SD03の東側のみ溝の修築が認められた（第

70図）。その回数は3回で、もともと幅0.8m・深さ0.3mを測る溝が埋まった後（第70図4・5の

土層）、灰色砂士が薄く堆積し、そこに幅0.8m・深さ0.15mを測る溝が設けられた（第70図2の
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第69図 第2トレンチ平面図

土層）。 その後一部重複する形で、幅

0. 6m ・深さ0.1 mを測る溝が設けら

れていた（第70図lの土層）。 また、

S D04南側にも畦状のわずかな高ま

りを確認した。この畦状の高まりに

直交する形で杭列を伴う畦畔 1条も

O 1m 

1.淡黄色紗土 2黄褐色砂土 3.灰色砂土
4黒色砂土 5黒色土

確認している。杭列（畦畔）は、トレ 第70図流路修築状況図

ンチ南半部に続く状況を確認した。杭は自然木を一部加工して畦畔の両側に2列に打ち込まれて

いた。一部畦を安定させるためか、切り株を埋め込んでいた。杭列（畦畔）の両側は、灰色粘土が

広がり、水田であったと思われる。この水田面から土師器片 ・須恵器片に混じって瓦器椀や土師

器皿の破片も出土することから、鎌倉時代の遺構と考える。

S D05・06 S D03・04と大きく方向の異なる溝である。両溝は4.5mの間隔で平行していた。

S D05の規模は、幅約lm・ 深さ約0.15m ・検出長約16m、主軸はN69°Eを測る。溝内からの

出土遺物は無いが、切り合い関係からSD03以前であることが認められた。SD06の規模は、幅

約0.6m ・深さ約0.15m・検出長約7m、主軸はN64。Eを測る。

②下層遺構（第69図、図版第54)

顕著な遺構は、検出していない。トレンチ北東部から南西方向に、 0.2～0.3mの段差で、階段状

に低くなる。 これは、調査前に山崎の方から東にかけて旧地形は下がるという予想に反して、山
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第71図 第3・4トレンチ平面図

本の集落近辺がわずかに高台であったことを示すものと考える。トレンチ南西部は最も低く、そ

の堆積状況を観察すると黒色砂土と灰色砂土の互層で、木の葉などが層状に堆積していたことか

ら、湿地帯であったと思われる。

c.第3卜レンチ（第71図、図版第57・58)

近畿日本鉄道京都線三LlJ木駅南方約lOOmに設定したトレンチである。面積は、約580ばである。

トレンチ南半部で、 2問× 2間の掘立柱建物跡2棟（S B07・08）と柵列（S A09）を確認した。い

ずれも同方向を向くが、きわめて近接して設けられており、同一時期のものとは考えがたい。一

部、柱穴が重複していたが、土色の違いなどから前後関係は確認できなかった。

s 807（第72図） 調査地南端で検出した2間× 2聞の総柱建物跡である。東西2.7m・南北3.1

mを測る。柱穴は全て径40cm程を測り、深さは30cm前後で、あった。主軸方位は真北を向き、 SB 

08とほぼ平行する。南東隅の柱穴から土師器片（37）が出土している。

s 808（第72図） S B07の西側に隣接した2問× 2間の総柱建物跡である。東西4.3m・南北

4.2mを測る。柱穴は全て径40～60cmを測り、深さは20cm前後で、ある。主軸方位は真北を向く。
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S A09（第72図） S BOS西側で検出し、

柱穴4か所からなる。非常に残りが悪く～

径20～40cm・深さ10～20cmで、主軸方位は、

N3。Eを測る。SB07・08と後述する SB 

13を画するものであったと考える。

D.第4トレンチ（第71図、図版第59)

第3トレンチ西側に設定した調査地であ

る。面積は、約250m2で、ある。農道を挟んだ

北側では京田辺市教育委員会が試掘調査を

行っており、柱穴や溝などを確認している

ミミ

ことから、当調査地においても同様の遺構

が検出さ山のと考えら仏調査の結弓初勿劾dマ 2t 
果、掘立柱建物跡3棟（SB11～13）と溝跡、 第73図 S Bll・12実測図

( S D 10）を検出した。

S B 11 （第73図） 調査地中央北端で検出した。掘立柱建物跡の南辺部分のみ検出し、 北側に広

がることが確認できたことから、 一部拡張を行った。その結果、東西1間(1.Om）以上×南北2

間（2.7m）からなる総柱建物跡であることが判明した。柱穴は、径約30～40cmを測り、深さは20
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第74図 S Bl3実測図

～30crnで、ある。主軸方位はN

30°Wを測り、 SD 10と平行

する。時期については柱穴内

出土遺物がなく不明である。

SB 12（第73図） 調査地中

央北端で、 SB 11と重複する

形で検出した。掘立柱建物跡

の南辺部分のみ検出し、北側

に広がることが確認できた。

拡張の結果、東西2間（2.7 

m）×南北2間（2.6m）からなる建物跡と判明した。柱穴は、径約40～50crnを測り、深さは約30crn

である。主軸方位はN30°Wを測り、 SDlOと平行する。時期については、柱穴内出土遺物がな

く不明である。

SB 13（第74図） 調査地南東隅で検出した柱穴列である。柱穴が展開する南側が調査地外とな

るため、掘立柱建物跡になるかどうかは不明である。しかし、第3トレンチで検出したSB07・

08や、昨年度調査を行った際に検出したSB02と平行し、これらの建物跡に囲まれる形で柱穴列

を確認したこととなり、その中心的な建物であった可能性が高い。5聞からなる柱穴列の掘方は

一辺50～60crn・深さ20～30crnを測り、柱痕の径は20～30crnを測る。真東西方向を向き、柱聞は約

l.4mで、ある。柱穴内から、須恵器蓋（48・49）、土師器杯（52）が出土し、 10世紀後半の建物と考

える。

S D 10（第71図） SB 12・13の南東で検出した溝で、両建物跡と平行する形で検出した。溝の

主軸方向は、 N30°Wを測る。規模は、幅約0.6m・深さ約0.3m・検出長約12.Smである。この

ような検出状況から、 SB 12・13と同時期と考えられる。

（岡崎研一）

4.出土遺物（図版第60)

( 1）包含層出土遺物（第75図）

I～14・16は須恵器、 17～22・25は瓦器、 15・23・24は土師器、 26・27は陶磁器である。主に

第3トレンチから出土した。

杯身（1 ）は、口縁端部内上方に短く立ち上がる。底部外面にヘラ削りを施す。形態からTK 

209併行期のものである。蓋（2～4）は、口縁部がS字状に屈曲し、天井部中央に擬宝珠つまみ

を有する。杯（ 5～9）は、輪状の高台を貼り付ける。5は底径6cmと小型品である。8世紀後半

から 9世紀前半頃のものと思われる。皿(10）は、平坦な底部と外上方に短く立ち上がる口縁部か

らなる。端部は上外方に面をなす。査(11・12）は、外下方を向く 高台を貼り付ける。蓋(13～16)

の内、 （15）のみ土師器で、「く」の字状に屈曲する口縁部である。その他は大きく外反する口縁

部で、端部は外方に面をなすもの(13・14）と玉縁状のもの(16）とがある。瓦器椀(17・18・21・

q
A
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第75図出土遺物実測図(1)

22）は、断面三角形の高台を貼り付ける。(17・21）の見込みには、螺旋状の暗文が施される。高

台の形態や暗文などから13世紀前半と思われる。皿(19・20・23～25）には、瓦器(19・20・25）と

土師器（23. 24）がある。(19・20）の内面には暗文が施されている。口縁部はわずかに外反する。

底部外面に指押さえが認められる。形態から13世紀前半と思われる。土師皿（24）は丸みを帯びた

底部と口縁部からなる。（25）は器高のある土師皿である。陶磁器（26）は青磁である。（27）は鉢で

ある。

(2）遺構出土遺物（第76図）

第13図上段の28～39は第3トレンチの柱穴出土、左下段の40～47は第2トレンチの溝・水田面

出土、右下段の48～54は第4トレンチ柱穴 ・溝から出土したものである。28～34・48～50は須恵

器、 35～39・42～47・51～54は土師器、 40・41は瓦器である。

杯身（28）は、口縁端部が短く内上方に立ち上がる。器高も低く、形態からTK209併行期のも

のと思われる。杯（29～31・34・50）は平底あるいは輪状高台を貼り付ける。高台を有する杯は、

底部外縁をめぐることから、 8世紀後半から 9世紀前半頃のものと思われる。蓋（32. 33・48・

49）は、器高が低く、口縁部がS字状に屈曲する。（32）には重ね焼き痕があり、これによる査み

が認められた。蓋（35～37・47）は、破片であるため全容は不明である。（36・37）の体部外面には

ハケメが施され、「く」の字状に大きく屈曲する。（47）の口縁部内外面にはハケメが施されてい
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第76図 出土遺物実測図（2)

る。口縁端部は外上方に尖る。羽釜（38）は、内傾する体部上半と大きく外反する口縁部からなる。

口縁端部は内上方につまみ上げる。体部上部に真横を向く鍔が貼り付けられている。形態から大

和型で12～13世紀にかけてのものと思われる。甑（39）は、第3トレンチ北東隅の柱穴から出土し

た。円筒形の形態を有し、体部中位に一対の把手が貼り付けられる。体部外面ならびに内面の上

半部はハケメが、下半部はヘラ削りが施される。体部最下位に径5阻の穿孔が認められた。瓦器

椀（40）は口縁部でわずかに屈曲し端部に凹線がめぐる大和型である。内面には暗文が密に施され、

外面上部にも認められる。断面三角形の高台が貼り付く。皿（41・42・44～46）の内、（41）は瓦器

でその他は土師器である。（41）の底部内面には暗文が認められる。杯（51～ 54）は土師器である。

平坦な底部と外上方に立ち上がる口縁部からなる。端部が内に肥厚するもの（51）と口縁部外面に

わずかな段をめぐらすもの（52）がある。（52）は、形態から10世紀後半と思われる。（53・54）は丸

みを帯びた底部と上方に立ち上がる口縁部からなる。口縁部付近でわずかに屈曲する。体部外面

に指押さえの痕跡が二段認められる。
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(3）その他の遺物（第77・78図）

瓦は、全て第3・4トレン

チ包含層から出土した。遺構

に伴うものは無く、大半が平

瓦である。軒丸瓦の出土量は

少なく （55）、破片であるため

詳細については不明である。

平瓦は、 一枚作りのものが大

半で、凸面には縄タタキを施

す。銭貨は全て宋銭である。

61 

5 

第78図銭貨拓影（原寸大：（）内は初鋳年）

6 

第2トレンチの淡茶褐色粘質 1.祥符通賓（1009) 2.嘉祐通賓(1056) 3 .照寧元賓(1068)

土から3枚、第3トレンチの 4.照寧元賓（1068) 5.元豊通賓(1078) 6 .紹聖元賓（1094)

淡茶褐色砂土から3枚が出土した。初鋳年は、第15図の銭名の後ろに記入した。祥符通賓は、他

のものと比べて若干小ぶりである。 （松田早映子）
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5.まとめ

今回の調査ならびに昨年度の調査結果から、第4トレンチ南側付近に南北方向の掘立柱建物跡

が集中する可能性が高いことが判明した。これら建物群は、主屋 ・倉 ・付属棟から成ると思われ

るが、主屋に相当すると思われたSB 13については、残念ながらその全容については明らかにで

きなかった。このように平安時代に、範囲を限って真北を向く建物群を整然と配列していた様子

は、限られた土地を目的に応じて、効率よく区画使用していたことを示していると思われる。

一方、現在の近畿日本鉄道三山木駅近辺から鎌倉時代の水田畦畔を確認したことは、弥生～鎌

倉時代の集落遺跡としての三山木遺跡の東端が、 三山木駅の西側までであることを明らかにした。

今回検出した建物跡などは、詳細については不明な点が多い中世荘園である山本荘が立荘する
（技7)

にあたっての基盤となった集落跡と考えられる。第4トレンチ北側からの方向の異なる建物の検

出は、その北側に関連施設が広がっていると思われ、今後の調査に期待される。

（岡崎研一）
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回早映子 ・溝口聖子 ・山岡匠平

注3 岡崎研一 ・田代 弘 「三山木遺跡第2次発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第四冊 （財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター） 2000 

注4 田辺町教育委員会 「古屋敷遺跡・飯岡横穴発掘調査報告書J（『田辺町埋蔵文化財調査報告書j第l

集） 1981 
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部考古学研究室） 1976 

注5 京田辺市教育委員会「二又遺跡 ・三山木遺跡発掘調査概報」 （『京田辺市埋蔵文化財調査報告書j第

28冊） 1999 

注6 伊野近富「輿戸遺跡第11次発掘調査概要」（ 『京都府遺跡調査概報j第47冊 （財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター） 1992 

足利健亮『日本古代地理研究』大明堂 1985 

注7 岡崎研一「山城国綴喜郡山本荘についてJ（『京都府埋蔵文化財論集j第4集 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 2001 
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木津川河床遺跡第12次発掘調査概要

7.木津川河床遺跡第 12次発掘調査概要

1 .はじめに

木津川河床遺跡は、京都府八幡市八幡に所在する弥生時代後期末から中世にかけての集落遺跡

である。今回の調査は京都府土木建築部の依頼を受け、京都府洛南浄化センター内における卵形

消化タンク槽の増設にともなって実施した。洛南浄化センター内の北西部は、従来、遺構密度の

低い地点という認識であったが、平成10年度の調査で、古墳時代前期の竪穴式住居跡をはじめと
（注 1)

する良好な遺構 ・遺物が検出され、北西地域の重要性が認識された。今回の調査地は、平成10年

度調査地の南西側約70mで、あり、関連遺構の広がりが予想された。遺構 ・遺物の有無を確認する

ため、調査対象地内（3,OOOm2）のうち、約300m2を試掘した結果、中世の溝や、古墳時代の土坑状

遺構とみられる遺構が検出された。この結果を受けて、遺構の残りが良好な範囲を約200m2拡張

して本格的な発掘調査を実施した。

現地調査は、当調査研究センター調査第2課課長補佐兼調査第l係長水谷寄克、同主査調査員

黒坪一樹が担当し、平成12年9月7日～平成13年1月12日まで実施した。調査期間中は、京都府

教育庁指導部文化財保護課・京都府土木建築部・八幡市教育委員会からご協力いただき、調査補

助員・整理員各氏の熱心な調査参加により無事調査を終了することがで、ぎた。感謝の意を表した

い。また、経済産業省地質調査所地域地質研究官の寒川 旭氏には、液状化現象の観察・記録な

らびに、原稿の執筆までお願いした。重ねて御礼申し上げたい。

なお、発掘調査にかかる費用は、すべて京都府土木建築部が負担された。

2.位置と環境

木津川河床遺跡の西

端で桂川・ 宇治川 ・木

津川は合流し、淀川と

なる。この3河川の中

世における流れは現在

と大きく異なる。その

流れの歴史は、沖積世

になって形成され、昭

和16年まで存在してい

た巨大な遊水池である

巨椋池と密接にかかわ 第79因調査地位置図(1/50,000) 
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っている。中世初頭～16世紀末頃まで、は約800haの広がりを
∞ 

もっていた巨椋池の、南東峡谷部に宇治｝｜｜は流れ込み、桂川

と木津川はそれぞれ現在の淀・橋本あたりの巨椋池出口付近
（註3)

にその流れを見せていた。木津川は蛇行が激しく、洪水など

E 
Ill 

による土砂の搬出が3河川中で最も多い。そのため自然堤防

がよく発達し、「島畑景観の車越する砂質芋幹Jを形成して

きた。特に、古代 ・中世期における遺跡が深く埋没している

所以である。豊臣秀吉による大規模な堤の造営で、巨椋池は

分断され、近世以降も漁業のさらなる発達に加え、広く水
守・・

田 ・畑地利用がなされたが、その後も慶応4(1868）年の生津

さらに、（なまづ）切れをはじめ、洪水には悩まされ続けた。

。昭和30年代になって住宅地開発がすすめられ、今日に至って

いる。木津川河床遺跡は一面において、治水の歴史’が刻まれ

た遺跡、であるといえる。

果成査3.調

調査は、東区（425m2）と西区（75m2）に分けて実施した。重

機により、表土および近現代の水田・畑地耕作土さらに近世

包含層の一部を掘削した。それ以下はすべて人力で掘り進め

さた。地表下約1.6mで中世の溝状遺構や柱穴を確認した。

E
0
．0
H」

らに30cmほど掘り進み、試掘の際には古墳時代前期の遺構・

。
y 26,4。。

x・123.700

斜縁部は過去の調査地

o 100m 

』・・・・・・ー・・・・・圃・4

ct 

ιJ 
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遺物を検出していた面を精査した。土坑が検出され、中から高杯や管玉などの遺物が出土した。

この土坑の掘り込まれた遺構面は、西側の工事用道路をはさんだ西区までは続かず、西に向かつ

ては、大きな流路（S D20）により存在していないことを確認した。遺構面は調査地の南北に広が

っているようである。

( 1）層位

調査区における土層は、東区の南壁中間部と北側東西断面、西区の西壁断面を例に説明してい

きたい。第81図と第85図の層番号は統ーしてあり、同じ番号は同じ層と認識した。第l層は現代

の盛土である。第2層は樫褐色粘質土で、酸化した植物遺存体の斑粒を多量に含んでいる。第3

層は、暗青灰褐色粘質土で、鎌倉時代(13世紀末～14世紀初頭）の溝々の遺構面を形成している層

である。第4層は、暗青灰色極細砂である。古墳時代前期の土坑は本層に掘り込まれている。こ

の第4層は、西区では明瞭な存在状況を確認できなかった。第5層は青灰色細砂である。遺物や

炭化物は観察されない。次の第6層は淡樟褐色砂粒で、木津川の古い氾濫原の上面を形成するも

のである。この層は、噴砂の供給源で、盛り上がりがうねりのように観察される。なお第2層よ

り上に、島畑状の起伏が多く見られた。

(2）検出遺構

①東区検出遺構

a ）鎌倉時代～安土桃山時代（13世紀末～16世紀末）の遺構

まず、南北方向に走る合計19本の溝および溝状遺構がある。溝はSDとし、東側から順にSD 

01～19で表示した。溝の長さはほとんどのものが調査区いっぱいに検出されている。SD05を除

き、残存する幅は約20cm前後で、深さは約5～lOcmで、ある。底面におけるレベル差はほとんどな

い。溝の中から13世紀後半～14世紀初頭の瓦器椀や、古墳～平安時代の土師器が出土した。埋土

は暗青褐色粘質土で、これはベース面とほとんど同色 ・同質で、乾燥の度合や太陽光線の当り加

減でわずかに違いが認識できる程度である。これらは、畑地耕作を示す溝（畝）と考える。

S D05は、他の溝と比べて方向をやや北東に振り、検出の幅は約50cm・深さ約20cmで、規模も大

きい。埋め土は暗灰褐色粘質土である。中からは16世紀末の陶器椀や平安時代の土師器や瓦の断

片などが出土した。このSD05は、調査区南壁断面では鎌倉時代の溝の遺構面よ り上位で確認し

ており、そこから復原すると幅約3.5m以上・深さ約80cmを測る。溝の底が幅約40cm・深さ20cm

でさらに深くなっている。調査区内の北半分は、この部分のみが下層の溝と同一面で残る結果と

なった。 この規模からして単なる畑地畝間の溝ではなく、畑地・水田耕作の区画溝あるいは通路

の排水溝であろう。この溝は噴砂で切られており、この点については後述したい。

溝状遺構（S XOl）は幅約2～3m・ 深さ約25cmを測る。両肩の掘形は内側にややオーバーハン

グし、直に近い立ち上がりを示す。底面は凸凹がなく平坦である。他の溝とは異な り、畑地聞の

通路のよ うなものと考えられる。さらにSDOlから東側は溝状遺構がなく、噴砂の部分を除けば、
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第82図  東区検出遺構配置図 (鎌倉～安土桃山時代、
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トーンはS D050 S X01の 範囲、A～ Dは土層部位 )
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木津川河床遺跡第12次発掘調査概要

暗青褐色のシルトが厚く堆積している。水田利用された地点に当っているのかもしれない。

何らかの建物を構成する大型の柱穴（Pl～4）が検出された。4基ともほぼ隅丸方形で、 一辺

約40～50cmを測る。柱材が粘土に置き換わった痕跡はPlとP2で確認し、それによると柱材の

推定径は約20cmで、ある。南西側にいかなる展開を見せるのか不明で、あるが、倉庫 ・住居のほか、

櫓のような構築物の存在も考慮したい。時期は14世紀から16世紀末である。

b）古墳時代前期の遺構

2基の土坑（SK）がある。SKOlは長軸2.8m・ 

短軸0.8m・深さ0.4mを測る（第84図）。検出面で

の形状は不定形な楕円形であるが、下端は隅丸方

形に近く、底面は比較的平坦になっている。埋土

は、基本的に暗褐色粘質土でベース面（暗青褐色極

細砂）との違いは明瞭であった。上層部に高杯 ・器

台などの土師器が、中層部に管玉がl点出土した。

土坑の形状 ・出土遺物から墓墳と見られるが、棺

の痕跡は見られなかった。

S K02は、細長い卵形である。長軸1.8m ・短軸

lm・ 深さ10～15cmを測る（第83図）。出土遺物は

ないが、 SKOlと同一面から掘り込まれており、

古墳時代前期のものである可能性が高い。

②西区の検出遺構

東区と同ーの遺構面が続いている。暗青褐色粘

質土の埋め土をもっ南北方向の溝がl本検出され

た。方向 ・規模から畑地の畝溝であろう。この面

から下層は青灰色細砂層や、暗桂褐色細砂の盛り

上がり（噴砂）などが観察されたが、古墳時代前期

の遺構面である暗青灰色砂質土層はなく、下層の

遺構・遺物は検出されなかった。

(3）出土遺物

出土遺物は全体に少なく、コンテナ整理箱3箱

である。数点の瓦片をのぞき、ほとんどが土器（土

師器・須恵器 ・瓦器）である。砕片が多く、図化で

きるものは非常に限られており、遺構に伴うもの

となると、第86図に示したものがほとんどすべて

と言える。
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第85図 西区溝検出状況（層の黒部分は噴砂）



京都府遺跡調査概報第98冊

1・8は溝（S D05）から出土した。lは唐津焼の椀である。体部全体に暗緑褐色の柚薬がかか

っている。近世初頭のものである。口径lOcm・底径4.5cm ・器高6.2cm。8は軒平瓦の断片である。

破損が激しく、瓦当部にわずかに唐草文がみられる。平安時代の瓦であろうが、正確な形式や時

期は不明である。2～5・7は遺構内ではなく、中・近世の包含層から出土したものである。2

は中国製青磁（龍泉窯系）椀の口縁部断片である。14世紀前後のものである。3は中国製の白磁椀

の底部断片である。4は大和型畑熔の口縁部断片である。表裏面とも黒褐色である。やや外反す

る傾きから、比較的浅い体部形となる。5は底部ヘラ切りの土師器杯である。9世紀初頭のもの

であろう。 7は土師器皿である。薄い器壁とやや外反する口縁端部を持つ。11世紀前半のもので

ある。6と12は畑地内の溝（畝）状遺構から出土した。6はSD02、12はSD07から出土。 6は土

師器皿である。器壁が2mm程度ときわめて薄く、「てjの字状口縁の形態をもっO 10世紀のもの

である。 12は三重口縁査の口縁部である。古墳時代前期の布留式のものである。

9～11は中世の遺構面より下位の地層から出土した古墳時代の須恵器と土師器である。遺構に

伴わない。9は須恵器杯身の断片で、古墳時代の須恵器はこれl点のみである。断面は暗赤褐色

で、暗青褐色の堅綴な仕上がりである。復原口径および器高は、 11.lcm ・ 4. 9cmを測る。法量・

形態から陶邑編年のMTl5型式であろう。10・11は布留式期の土師器蓋の口縁部および口縁端部

の断片である。ともに薄い器壁で、 10は端部がやや肥厚し、 11は明瞭な折り返しが認められる。

13～17はSKOlから出土した一括資料である。13は土師器高杯である。屈曲して直線的に大き

く開く杯部と筒形の脚柱部をもっ。表面の調整は磨耗のため不明である。14も同様の形態をもっ

＼－」」＝グf

vミ旦－＝－－－＂＂子

、三三ヰ 71 

、、『込＇＼＂
＼ 時弘、、、喝、

第86図 出土遺物実測図
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高杯の杯部破片である。外面にわずかにハケ目の痕跡が残る。15と16は、上下とも 「ハJの字形

に開く土師器器台の断片である。非常に薄い器壁が特徴的である。口縁部外面は細かなハケ目調

整の後、精綾なヘラ磨き調整が施されている。これらの器台は布留式期（4世紀中葉）のものと考

えている。13・14の高杯もその時期に呼応するものと言える。17は石製管玉である。凝灰岩製と

みられ、灰白色である。小形ながら、両面からの穿孔で、ていねいに仕上げられている。長さ約

1. 6cm ・厚み（径）約3mm・重さ0.4g。

（黒坪一樹）

(4）液状化現象の痕跡

木津川河床遺跡における平成12年度の発掘調査で、激しい地震動に伴う液状化現象の痕跡が検

出された。液状化した地層から上昇した噴砂の通り道である 「砂脈Jが、数多く検出されている

が、第87・88図には、代表例として発掘区の南東隅と北東隅に発達する砂脈の平面形を示した。

第87図（南東隅）では、最大幅2cmの砂脈が東西および南北方向にのびており、内部は極細粒砂

で満たされていた。砂脈は南北方向にのびる溝を埋土も含めて引き裂いていたが、 一部（図の右

側）は溝に沿って分布していた。溝に沿う砂脈は、溝跡を地質的な弱線として利用したものと思

える。

第88図1（北東隅）では、複雑に枝分かれした砂脈群が、おおむね東西方向に発達しており、最

大幅4cmの砂脈内部は極細粒砂で、満たされていた。砂脈は、南北方向にのびる複数の溝と埋土を

引き裂いており、溝が埋積された後に生じた地震の産物と分かる。

第88図lの砂脈に直交する トレンチを掘削して地層を観察した（第88図2）が、説明の便宜上、

地層を I～珊層に区分した。これによると、 I層の上部は褐色のシルトで下部は褐色～灰色のシ

ルト～極細粒砂、 E層は灰色の極細粒砂を含むシルト、 困層は褐色～灰色の極細粒砂～シルト、

W層は褐色の極細粒砂、 V層は灰色のシルト～極細粒砂、 VI層は赤褐色の極細粒砂、四層は灰色

のシルト、班層は極細粒砂～細粒砂である。N・VI・ 珊の各層で液状化が生じている。第88図l

に示した砂脈に噴砂を供給したのは主に、 W層で、第88図2でも砂脈の下端が、 W層まで達した

ものが多い。ただし、図の右端ではVI層から生じた砂脈群が斜め方向に走り、 I層の途中まで上

昇している。困層から上昇した砂脈は認められないが、四層の最上部では、 困層中に突き上げる

ような構造（柱状構造など）が顕著に認められ、四層でも液状化が生じたことがわかる。

第88図4は液状化した砂層の粒度組成を示したものである。N層中の①が、四層中の②より、
（注5)

細かい粒子が多くなっている。図にAとして図示したのは、日本港湾協会の基準で “特に液状化

の可能性あ り”とされている範囲である。このことから、① ・②とも最も液状化しやすい粒度組

成を示しているが、 Aゾーンの中心に近い②の方が、①よりさらに液状化しやすい組成である。

第88図3の左端は、第88図2の左端から南および東に、それぞれ約1.5m隔たった位置にある。

ここでは、当発掘区で最も幅広い砂脈（最大幅llcm）が発達している。第88図3で示した地層は、

第88図2よりはるかに単純になり、上部が極細粒砂を含むシルト （第88図2の四層より上位の地
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第98冊京都府遺跡調査概報

層に対応）、中～下部が極細粒砂で下方に

細粒砂が含まれている（第88図2の刊層に

ここでも、説明の便宜上、上部の対応）。

地層を刊’層、中～下部の全体を困層とし、

咽 l層（厚さ約lOcm）と四2層（厚さ約7cm) 

を区別して図示した。

第88図3の珊層で液状化が生じている
/ ///  // '1 ノ ノ t喝 、 j

ノ ／ / / I f"' < l ノ I ' )¥ -'-5001 
（， ノ ／ ／ ， ／ ／ ／ ／／I 1// !/,! V、（；
Jノノノノ／ ／／ / ,/ fノl l パ I / V, 
／ノ／ノ／ ／ノ I/ I / I ル／

// / / / / /I  ' /I l/1 ／ ／イ

5,00,o / ， ノ メ 5003ーャ レJ I/,, 
//// / // / / / : I／イ I /I ; / ) 

ノ／ ／ ノ／／／＜ //1  //I(/  
ノノノ ／ / / / / ' ; /' ' // ' 

が、最上部の咽 1層には液状化が生じてお

らず、砂脈は刊’層と珊 1層とを引き裂い

て上昇している。また、咽2層も流動した砂脈の平面図（東区南東隅）

形跡が認められず、当初は咽 1層と一体だ‘ったものが、上下に分断された可能性がある。それ以

外の困層は激しく液状化し、柱状構造・皿状構造など液状化した地層に特有な構造（模様）が残っ

ている。

これまでに各地で観察された事例から、液状化し易い粒度組成の砂層を地下水が満たし、数

lOcmから lmの厚さの、水を通しにくい地層（シルト～粘土層）が覆っている場合に、最も液状化

が生じやすいことがわかっており、今回の発掘区もこの条件を満たしている。第88図2の例では、

液状化した砂層が3層に分断されているため、各それぞれの地層での液状化はさほど激しくなく、

細い砂脈が複雑に絡み合った繊細な分布形態を示している。第88図3になると地質の状態が単純

で、激しく液状化した砂層から幅広い一本の砂脈が真上に上昇している。第88図3ではVII’層と

四層の境界より下から砂脈が発達しているが、当時の地下水位・震動などの条件から、境界より

少し下で、最も強い液状化が生じたものと考える。いずれにしろ、近接した位置でも地層の堆積

状態によって液状化にともなう地変の形態が微妙に異なることがわかる。

今回検出された砂脈は、おおむね南北方向に平行する溝跡および埋土を引き裂いている。また、

溝の埋土からは中世の遺物が検出されており、 一部は安土桃山時代の唐津焼の椀（第86図 1）を含

んで♂2。このことから、液状化の原因となった大地震は、安土桃山時代を含めてそれ以降に限
定される。

このような年代で、当遺跡地域に最も激しい地震動をもたらしたのは、文禄5・慶長元(1596)

年9月5日に生じた「伏見地震」である。『言経卿記Jには「山崎、事外相損、家悉崩了、死人

と書かれ、当遺跡周辺で家が悉く崩れるほどの被害が生じ

この地震は有馬 高槻構造線活断層系をはじめ京都から淡路島にいたる多くの活
（注8)

断層が活動して引き起こしたM（マグニチュード）8近い大地震で、京阪神から淡路島にかけての
（注9)

多くの遺跡で顕著な地震の痕跡が検出されている。この中でも、木津川河床遺跡における最近十
（注10)

数年間の調査で特に明瞭な液状化跡が発見されており、今回検出された痕跡も伏見地震によって

了山朋釆U｛永又是所在幡八
た
。
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木津川河床遺跡第12次発掘調査概要

100% 

0.01 0.1 l.Omm 

4 液状化した地層の粒径加積曲線

砂脈の平面図 （発掘区の北東隅）

0 30cm 
」一一」一一」ー」

南 北 北

O 20cm 
Lーームーー」
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I；，！~ s: ··~ ... ,c0'～二点
VllL － ②・

2 液状化跡の断面図（その1)

0 10crγ3 
L一一一_J
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〆ー、

南

VII’ 

「、ι －＂＂
可、，、

〈勺<7io

/ VIII 

3 液状化跡の断面図 （その2)

第88図 液状化跡（東区北東隅）の分析

(5）まとめ

今回の調査では、大き く3つの成果が上がった。第lは、地震による液状化による噴砂が、16

世紀末頃の唐津焼の椀を出土した溝（S D05）の肩部を裂き、埋土内にも達していたことで、この

溝が伏見地震直前に埋まったものである可能性が生じたことである。また、噴砂の発生しやすい

地盤（土質 ・堆積状況など）が追認された。液状化した地層から噴出した砂脈の詳細な観察 ・記録

による貴重な成果である。

第2は、鎌倉時代(13世紀末～14世紀初頭）の畑地耕作に伴う南北方向の溝（畝）状遺構や、通路

状遺構（S XOl）などが検出され、柱穴も検出された。当時の土地利用としては、畑地および水田

利用が主たるものであることがわかったことである。

第3は、古墳時代前期の土坑が検出され、平面および底面の形状や規模、さらに出土遺物の内

-105-
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容などから埋葬遺構である可能性が指摘される点である。土師器の高杯 ・器台および管玉は墓墳

が完全に埋められた後に供えられたものと考える。木津川河床遺跡では古墳時代前期の墓域はも

とより、墓墳と見られる遺構もこれまで確認されていない。調査地の南側に墓域の広がりも予想

され、将来の調査においては注意が必要で、あろう。

（黒坪一樹）

注1 森下 衛・上田真一郎・陣内高志「木津川河床遺跡平成10年度発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概

報j第88冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1999 

注2 調査補助員 上田真一郎 ・高橋あかね 整理員 松下道子・及川あや子・西脇夏海

注3 日下雅義・青木哲哉 「中世の淀川流域復原」（『週刊朝日百科日本の歴史20中世E 琵琶湖と淀の水

系』） 1986、p5～276 

注4 植村善博「変わりゆく景観⑪山崎地狭部の地形と土地利用J（『地理j第29巻第7号） 1984 

注5 日本港湾協会 『港湾施設の技術上の基準 ・同解説1 1979 

注6 中世の出土遺物については、当調査研究センターの伊野近富から教示を得た。

注7 文部省震災予防評議会編 f増訂大日本地震史料j第l巻 鳴鳳社 1941 

注8 宇佐美龍夫『新編日本被害地震総j増補改訂版 東大出版会 1996 

注9 地質工業技術院地質調査所が実施した活断層の トレンチ調査による。

注目寒川 旭・ 岩松保・黒坪一樹「京都府木津川河床遺跡において認められた地震跡」（『地震J40) 

1987、p575～583 

岩松保・寒川 旭「八幡市木津川河床遺跡検出の大地震に伴う噴砂について」（『京都府埋蔵文化

財情報j第26号 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1987、p9～17 

寒川 旭 ・大草重康・岩松保「木津川河床遺跡の発掘調査（1988年度）において検出された地震の

液状化跡」 （r考古学と自然科学J22) 1990、p103～111 
竹井治雄「木津川河床遺跡平成元年度発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概報j第38冊 （財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター） 1990 

小池 寛「木津川河床遺跡平成3年度発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概報J第49冊 （財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター） 1992 

赤松一秀「木津川河床遺跡試掘調査概要」（『八幡市埋蔵文化財発掘調査概報117 八幡市教育委員

会） 1995 

森下 衛 ・上田真一郎 「木津川河床遺跡の地震痕跡」 （『京都府埋蔵文化財情報j第72号 （財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター） 1999、pl～8など
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図版



(1）シリガイ 1号墳試掘卜レンチ
（北北東から）

(2）シリガイ 2号墳試掘 トレンチ
（北から）

(3）シリガイ 2・3号墳試掘
トレンチ（北北東から）

図版第 1 シリガイ古墳群



図版第2 シリガイ古墳群

( 1）シリガイ4号墳試掘トレンチ
（東南から）

'(2）シリガイ 5号墳試掘トレンチ
（南西から）

(3）シリガイ 6号墳試掘 トレンチ
（北東から）



( 1）シリガイ 7号墳試掘トレンチ
（南東から）

(2）シ リガイ 7号墳試掘ト レンチ
（北東から）

(3）シリガイ 8号墳試掘 トレンチ
（北東から）

図版第3 シリガイ古墳群



図版第4 東禅寺古墳群

(1）東禅寺l号墳主体部検出状況
（北西から）

(2）東禅寺3号墳主体部検出状況
（南東から）

(3）東禅寺1号墳土師器高杯出土
状況（西から）



(1）エノク経塚群塚SXOl検出状況
（北北東から）

(2）エノ ク経塚群塚SXOl検出状況
（北東から）

(3）エノク経塚群塚SXOl検出状況
（北東から）

図版第5 エノク経塚群
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(1)エノク経塚群経塚SX02閉塞
石組検出状況（南から）

(2）エノク経塚群経塚SX02 
外容器検出状況（南から）

(3）エノク経塚群経塚SX02平石
検出状況（南から）

図版第7 エノク経塚群



図版第8 エノク経塚群

(1）エノク経塚群経塚SX03閉塞
石組検出状況（南西から）

(2）エノク経塚群経塚SX03閉塞
検出状況（南西から）



(1）エノク経塚群経塚SX04閉塞
石組検出状況（北東から）

(2）エノク経塚群経塚SX04閉塞
石検出状況（北東から）

(3）エノク経塚群経塚SX04外容器
検出状況（北東から）

図版第9 エノク経塚群

’ , ． 、対人



図版第10 エノク経塚群

(1）エノク経塚群経塚SX05閉塞
石組検出状況 （西南西から）

(2）エノク経塚群経塚SX05外容器
検出状況（南西から）

(3）エノク経塚群経塚SX05外容器
裏込石状況（南西から）



図版第11 エノク経塚群

6 

10 

9 

8 11 

エノク経塚群出土遺物（1)第17図の番号に一致



図版第12 エノク経塚群
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4・5

13 14 

5 

12 

エノク経塚群出土遺物（2) 第17・18図の番号に一致



(1）南稲葉遺跡全景（南から． 北東
は安国寺町集落）

(2）南稲葉遺跡調査区全景
（南西から）

図版第13 南稲葉遺跡第2次



図版第14 南稲葉遺跡第2次

， ”／  
．／／／ 

(1）南稲葉遺跡調査区谷部全景
（東から）

:i (3）南稲葉遺跡谷部住穴群
（南から）



( 1）南稲葉遺跡竪穴式住居跡1・2
（東から）

(2）南稲葉遺跡竪穴式住居跡3
（北西から）

(3）南稲葉遺跡竪穴式住居跡3
竃部（北西から）

図版第15 南稲葉遺跡第2次



図版第16 南稲葉遺跡第2次

(1）南稲葉遺跡土坑1全景
（南東から）

(2）南稲葉遺跡土坑1土器出土状況
（西から）

(3）南稲葉遺跡土坑1竃形土器
出土状況（北東から）



(1)南稲葉遺跡土坑 1土器出土状況
（東から）

(2）南稲葉遺跡土坑l竃形土器
底部（南から）

(3）南稲葉遺跡土坑1須恵器壷
（南東から）

図版第17 南稲葉遺跡第2次



図版第18 南稲葉遺跡第2次

(1）南稲葉遺跡土坑l土器出土状況
（南から）

(2）南稲葉遺跡土坑l底部竃形土器
（南から）

(3）南稲葉遺跡土坑l土器除去状況
（南から）



(1）南稲葉遺跡土坑1西側テラス部
完掘状況 （東から）

(2）南稲葉遺跡土坑 l完掘状況
（西から）

(3）南稲葉遺跡土坑1小土坑内
須恵器出土状況（南東から）
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図版第19 南稲葉遺跡第2次
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図版第20 南稲葉遺跡第2次

(1）南稲葉遺跡谷部土層断面
（南から）

同 （2）南稲葉遺跡谷部土層断面アップ
（西から）

(3）南稲葉遺跡谷部士馬出土状況
（南から）



(1）南稲葉遺跡調査区完掘状況
（南西から）

(2）南稲葉遺跡北西丘陵部掘削状況
（南から）

(3）南稲葉遺跡北西丘陵部近世土坑
（南から）

図版第21 南稲葉遺跡第2次



図版第22 南稲葉遺跡第2次

(1）南稲葉遺跡掘削風景（東から）

／ 

(2）南稲葉遺跡北側丘陵部掘削状況
（西から）

(3）南稲葉遺跡北西側丘陵部掘削
状況（北から）



図版第23 南稲葉遺跡第2次
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南稲葉遺跡出土土器（番号は図に対応）
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図版第24 南稲葉遺跡第2次
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南稲葉遺跡出土土製品（番号は図に対応）



(1）善願寺遺跡全景（北東上空から
園部盆地を望む）

(2）善願寺遺跡全景（北上空から）

図版第25 善願寺遺跡第2次



図版第26 善願寺遺跡第2次

(1）善願寺遺跡全景
（上空から、上が西）

(2)P 14～16トレンチ全景
（上空から、上が西）

(3)Pll・12トレンチ全景
（上空から、上が西）
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図版第28 善願寺遺跡第2次

( 1) p 16トレンチ遺構検出状況 （南から）

田由一一一E ー ヰι誕二五
(2)P 15トレンチ遺構検出状況 （南から）



図版第29 善願寺遺跡第2次

(2）竪穴式住居跡SH1401検出状況（南から）



図版第30 善願寺遺跡第2次

(2)P 12トレンチ断ち割り状況（北から）
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図版第32 善願寺遺跡第2次

(1) p 10トレンチ掘削状況 （北から）

(2）作業風景（南から）



図版第33 池上遺跡第7次

(1）調査地遠景（南上空から）

(2）調査地遠景（北上空から）



図版第34 池上遺跡第7次

(1)第 1・2トレンチ全景（上が北）

(2）第1トレンチ南側 （上が北）



(1）調査前風景（北西から）

(2）重機掘削作業風景（北から）

(3）第1トレンチ重機掘削後精査前
風景（北から）

図版第35 池上遺跡第7次
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(1）試掘トレンチA遺構掘削作業
（南から）

(2）第2トレンチ遺構精査作業
（南から）

(3）第2トレンチ全景（北から）

図版第37 池上遺跡第7次



図版第38 池上遺跡第7次

(1）試掘卜レンチA検出遺構
（南東から）

(2）第1トレンチ溝SD13検出状況
（南から）

(3）第1トレンチ南端部遺構掘削
風景 （南東から）



(1)第 1トレンチ南側遺構検出状況
（北から）

(2）大型土坑SX24検出時全景
（~とから）

(3）大型土坑SX24作業風景
（北西から）

図版第39 池上遺跡第7次



図版第40 池上遺跡第7次

(1)土器（No.97）出土状況
（南から）

(2）土器（No.87）出土状況
（東から）

(3）土器（No.57・62）出土状況
（北から）



図版第41 池上遺跡第7次

(1)大型土坑SX24全景（北から）

(2）大型土坑SX24断面（東から）

(3）溝SD31断面（東から）



図版第42 池上遺跡第7次

(1)掘立柱建物跡SBOl検出状況
（南から）

(2）掘立柱建物跡SBOl掘削作業
風景 （南西から）

(3）柱穴10断面（北から）



図版第43 池上遺跡第7次
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出土遺物(1)



図版第44 池上遺跡第7次
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84 

出土遺物（2)



図版第45 半木町遺跡

(1）調査地全景（南から）

(2)A地区調査風景（南から）

(3)B地区調査風景（北から）



図版第46 半木町遺跡

(l)A地区全景（南から）

(2)A地区調査後の全景（西から）

(3)A地区調査後の風景（北西から）



図版第47 半木町遺跡

(l)A地区遺構検出状況（西から）

(2)A地区検出遺構（西から）

(3)A地区検出遺構（北東から）



図版第48 半木町遺跡

(l)B地区作業風景（東から）

(2)G P Sによる基準点測量
(A地区、北東から）

(3）土層断面図作成のための基準点
設置風景 CB地区、南から）



図版第49 半木町遺跡

(l)B地区全景（南から）

(2)B地区調査後全景（南西から）

(3)B地区調査後全景（南東から）
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図版第51 三山木遺跡第3次

.pi 

(2）調査地全景（上空から）



図版第52 三山木遺跡第3次

,,,t 

(2）第2トレンチ遺構検出状況（南から）



図版第53 三山木遺跡第3次

(1）第2トレンチ上層遺構（南から）



図版第54 三山木遺跡第3次

(1)第2トレンチ下層遺構 （北西から）

(2）第2トレンチSD03～06近景（東から）



図 罰 輔 自 M E U オ 崩 事 鞘 ω 山 河

（ 戸 ） 判 明 N 7 て に 州 市 ω ロ oω 作 再 堅 ポ 鵬 一一 。 栄 首 （ 測 H Y P）

（ ∞ ） 判 明 日 7 て に 州 市 E 国 覇 軍 ポ 盟 。 業 詰 （ 許 M Y V）



図版第56 三山木遺跡第3次

(1）第2卜レンチ畦断ち割り状況（北から）



図版第57 三山木遺跡第3次
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図版第58 三山木遺跡第3次

(1）第3トレンチSB07近景
（南から）

(2）第3トレンチ柱穴内遺物出土
状況（西から）

(3）第4トレンチ柱穴内遺物出土
状況（東から）



図版第59 三山木遺跡第3次

(1）第4トレンチSB 13近景（北から）
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図版第60 三山木遺跡第3次
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出土遺物



図版第61 木津川河床遺跡第12次

(1）調査地全景（東から）

(2）東区全景（東から）



図版第62 木津川河床遺跡第12次

(1)東区遺構検出状況（鎌倉～安土桃山時代、北から）

(2）溝 （S D05）検出状況（南から）



(1)東区柱穴・土坑検出状況
（北から）

(2）柱穴（p 1）完掘状況
（西から）

(3）土坑 CSKOl・02）掘削状況
（東から）

図版第63 木津川河床遺跡第12次



図版第64 木津川河床遺跡第12次
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図版第65 木津川河床遺跡第12次

(1）東区北側断面 （第81図下に対応、北西から）

(2）東区流路 （SD20）断面検出状況（北東から）

(3）東区流路（S D20）断面検出状況
（北壁中、南東から）

(4）液状化の断固形（第88図2に対応、東から）

(5）液状化跡の断面形（第88図3に対応、西から）



図版第66 木津川河床遺跡第12次

(1）液状化現象記録作業（東区北東隅、南から）
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シリガイ古 古墳 古墳 土坑 須恵器杯・土師器高 試掘
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半木町遺跡 集落 奈良／平安 土坑／ピット 須恵器

三山木遺跡 集落 平安 掘立柱建物／溝／土坑 須恵器／土師器局／
第3次 銭貨

木津川河床 集落 古墳 土坑／溝 土師器
遺跡第12次 鎌倉／室町／安土桃 土坑／溝 青磁 ・白磁

山
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『京都府遺跡調査概報』第98冊正誤表
頁 場所 誤 正

1 .鳥取豊岡宮津自動車道

p.4 地マージン ノンブル抜け -4-

p.9 6行目 西南部 東南部

p.12 4行目 ！~~寧冗豊 ！照寧冗賓

p.12 4～5fr目 冗豊通賓 冗豊通賓

p.18 21fr目 ！照寧冗豊 ！~~寧冗賓

p.18 21行日 冗豊通賓 冗豊通賓

p. 19 9行目 ！開寧冗豊 ！開寧克賓

p.19 9行目 冗豊通賓 冗豊通貧

図版第11 キャプション 第17図の番号に一致 第14図の番号に一致

図版第12 キャプショ ン 第17・18図の番号に一致 第14・15図の番号に一致

2.南稲葉遺跡第2次

p.32 下から4行目 文字欠け 皿層出土遺物

3.善願寺遺跡第2次

p.48 下から16. 17行目 S Dl501 S Dl436 

4.池上遺跡第7次
図版目次医 図版第40 土器（No.97）出土状況 土器（No.79）出土状況

p.53 下から5行自 千住観音 千手観音

p.54 5 第4次調査： （A）～（F) 第4次調査： ①～⑦
第5次調査： ①～⑦ 第5次調査： （A）～（F) 

図版第40 キャプショ ン 土器（No.97）出土状況 土器（No.79）出土状況




